














殺×愛5




─きるらぶ FIVE─








風見　周





[image: ]

富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。
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「美しい街ですね……」

　風かざ原はら市との市し境ざかい近くに建てられた鉄てつ塔とうの上に腰こし掛かけて、赤い法ほう衣いに身を包んだ赤せき瞳どうの少年──アダムは神かみ代しろ市の街まち並なみを見下ろしていた。

　彼方かなた水平線の向こう、ようやく顔を出し始めた太陽に照らされて、明け方の街は薄うす紫むらさき色いろに染そまっている。

　近代的な建物はあまり多くなく、住じゆう宅たく街がいと森林、神社仏ぶつ閣かくなどが多い街だ。

　あちこちに不自然な空き地が点てん在ざいし、天使によって《回かい収しゆう》された爪つめ痕あとが残されている。しかし、既すでに人類の住めなくなってしまった国が世界にはいくつも存そん在ざいすることを考えれば、この街は奇き蹟せきのように平和だった。

　この街が無事なのは、最さい期ごの人類──オメガの存在に依よるところが大きいだろう。

　オメガはこの世の最期を見るという使命を託たくされている。そのため《彼の住む街から離はなれた場所》から、順番に滅めつ亡ぼうが進んでいるのだ。

　それに加えて、オメガとサクヤが街を守るために奔ほん走そうしていることもあり、信じられないほどの平和が保たもたれている。

　人差し指で唇くちびるをなぞりながら、アダムは呟つぶやいた。

「平和は、危き険けんです……」

　平へい穏おんな暮くらしは、危機感を鈍にぶらせる。それが永えい遠えんに続くと勘かん違ちがいしてしまう。決けつ断だんを先送りし、《現げん状じよう維い持じ》でやり過すごそうと考えるようになってしまうのだ。

　ちょうど、今のオメガのように……。

　世界が滅ほろびていることを忘わすれて、自らが《最期の人類》であることを忘れて、

　くだらない《日にち常じよう生活》にうつつを抜ぬかすようになってしまう──……

「そろそろ想おもい出させてあげましょう。この世界が滅びに向かっているということを」

　朝の空気を撫なでるように、右手を空に滑すべらせた。彼の動きに合わせて、空間に裂さけ目が生まれる。その向こう側から、無数の悲しみに満ちた声が響ひびいた。
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「さよなら、美しい街」

















７月12日（日）

　壊したいほど、大切な

　　──ambivalence days──















　僕ぼくにとって、大切なのは一人だけ。

　愛する人と巡めぐり逢あうためだけに、僕は生きている。

　彼女への愛だけが、僕を生かす。原げん罪ざいたる僕の免めん罪ざい符ふになっているんだ。




「ねえ、サクヤ──」




　だから──僕のココロに発生したノイズは除じよ去きよせねばならない。

〝あの人〟だけが大切なんだ、と。

〝あの人〟以外には大切なものなどなにもないんだ、と。

　サクヤになんて、惹かれはじめてはいないんだ、と。

　行動で示しめさねばならない。




「全すべては、きみ次し第だいだよ」




　対天使兵器ルシフエリオンはただの道具。僕にとって必要なのは《力》だけ。

　純愛ラブコメなんてしてやる必要はない。ココロの通わない、手て錠じようで繫つながれたような関係に戻もどしてしまえばいいんだ。




「僕たちの関係を……」




〝あの人〟への想おもいを守るために。

　そのために、サクヤを壊こわしてしまおう。

　サクヤとの絆きずなを壊してしまおう。




「そろそろ次の段だん階かいに進めないか──？」




　雷らい鳴めいの聞こえる屋上。降ふり出した雨に打たれながら、僕は彼女の首くび筋すじに唇くちびるを寄よせた。

　しかし、サクヤは怯おびえたように身体からだを震ふるわせた。

「や……イヤッ！」

　僕を思い切り突つき飛ばしてくる。

　雨に濡ぬれた給水塔とうの上に、仰あお向むけに倒たおれ込こんでしまった。

　サクヤは自分の肩かたを抱だき、戸と惑まどいと嫌けん悪おが入り交じったような視し線せんで見下ろした。

「し、師し匠しようには、覚かく悟ごしておけって言われた。《そういうコト》も恋れん愛あいの一部だからって……。でも……私には、そんなことできない！」




　それが──半月ほど前。六月二五日の出来事。

　以来、僕たちの《絆》にヒビが入り、

　苛いら立だちの日々が始まることとなった。
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《予知》《予言》《未来視》

　そんな特とく殊しゆ能のう力りよくによって自らの《死》を察知した人物が、《死の運命》を回かい避ひしたとする。その場合、あらかじめ決定されていた《死》よりも惨むごたらしく、苦しみ抜ぬいて死ぬ──というのがどうやらセオリーらしい。

　どんなに足あ搔がいても《因いん果が律りつ》ってヤツからは逃のがれられないということなのだろう。

　僕は元々、無む神しん論ろん者だ。自分が無神論者であることを神に感かん謝しやしてたほどのね。ま、今は《嫌けん神しん論ろん者》に変わったんだけどさ。《因果律》なんて存在たわごとも、無論信じてない。

　しかし、こんな僕でも《因果》について想いを馳はせずにはいられない気分だった。

〝あの人〟によって殺されるはずだったのに、僕は《死の運命》から逃れてしまった。

　僕が苦しんでいるのは、きっとそれが原げん因いんに違ちがいないからさ。

　その苦く悩のうは、主に《悲しみ》や《痛いたみ》に類別できるんだけど……

　今──七月一二日の僕が感じている苦しみは別種のものだった。

《隔かつ靴か搔そう痒よう》というか、拘こう束そくされてる状じよう態たいで足の裏うらを蚊かに刺さされ、かゆみを止める唯ゆい一いつの手段として《核かく爆ばく弾だんのスイッチ》を渡わたされたような、そんな、気分だったんだ。

　耐たえ難がたいイライラを鎮しずめるために──

　日曜日。横よこ浜はま。シュラトンホテル。

　僕は、最上階の廊ろう下かを歩いていた。

　日本海軍の士官が着るコートを羽は織おり、弓ゆん手でに拳銃ガバメント、馬め手てに軍刀サーベルというイカレた格かつ好こうで。

「この階もボロボロだね……」

　辺りを見回し、小さくため息を吐つく。

　床ゆかは泥どろで汚よごれ、壁かべはグラフィカルアート……と呼よべなくもないラクガキに満ちていた。窓まどガラスは全すべて吹ふき飛んでおり、アルミサッシが熱で溶とけてひしゃげてる。

　横浜は世界滅亡カーテンコールがはじまった当初に発生した《横浜大破壊ヨコハマ・カタストロフ》と呼ばれる天使の襲しゆう来らいによって破は壊かいされ、廃はい墟きよと化してしまったんだ。

　以来、この街は《横浜の住人レベリオン》と呼ばれるロクでもない連中の巣そう窟くつになっている。

「ま、ロクでもないのは僕も同じか」

　肩を竦すくめつつ、既すでに扉とびらの無くなっている《スウィートルーム》に入った。

　広い室内にライフルや拳銃が入ってるらしい木箱が山と積まれ、その隣となりには同じく荷物みたいに半はん裸らの女の子が何人もうずくまっていた。歳としは中学生ぐらいだろうか。クスリを打たれて、意い識しきが混こん濁だくしてるようだ。瞳ひとみの焦しよう点てんは合っておらず、身動き一つしない。

「なんだ、てめぇっ！」

　マリファナ片かた手てに、リビングのソファにふんぞり返っていた男が僕を見て飛び上がる。三さん脚きやくに据すえられた重機関銃ブローニングＭ２にしがみついた。

　ドクロがプリントされたＴシャツに黒い革かわのパンツという格好。大おお柄がらだけど瘦やせていて、ドクロみたいに頰ほおが瘦こけている。

「どうやってココまでたどり着いた!?　何十人も護ご衛えいがいたはずだぞ！」

「……一いち応おう忠ちゆう告こくしておくけど、そういうセリフは吐はかない方がいいよ。どう考えても《やられ役》のセリフだからさ」

「舐なめやがって！　てめぇ、何者だ？」

「そのセリフもアウトっぽいけどね……。僕は匿とく名めい希望だよ。どうしても呼び名が欲ほしければ《狂きよう獣じゆう》って呼んでもらえる？　僕につけられた二つ名の中じゃマシな方だから」

「……なっ!?」

　恐きよう怖ふの表ひよう情じようを浮うかべ男は引き金を引いた。

　ジェットエンジンに点火したみたいな轟ごう音おんと共に、巨きよ大だいな弾丸が発はつ射しやされる。

「がッ……！」

　胸むねに弾丸を喰くらい僕は壁まで吹っ飛ばされた。倒れる間もなく、腕うでに、腹はらに、肩に、首に、足に、弾丸がめり込む。

　それでも男は引き金を絞しぼり続けた。

　一発喰らうだけで常じよう人じんならショック死するような弾丸を全身に浴びせられる。

　あまりに連続的な銃じゆう撃げきに、立ったまま銃弾を受け続けた。倒れることができたのは、後ろの壁が崩くずれたのと同時。

　三〇秒後──薬やつ莢きようが転がる耳みみ障ざわりな音と共に、銃撃が途と切ぎれる。全弾撃うち尽つくしたんだ。

「はは…はははっ！　殺した！　殺した……！　俺おれは《不死身の悪あく魔ま》を殺したぞ！」

　その昔、おかしな方向にグレていた僕は、横浜の街に入り浸びたってケンカに明け暮れていた。《狂獣》やら《不死身の悪魔》なんて呼ばれて、目の敵かたきにされたんだ。

　悪名高いバケモノを殺したんだから……さぞや、誇ほこらしいんだろうね。

　血の海に横たわる僕を見下ろし、ドクロ男の哄こう笑しようがスウィートルームに響ひびき渡わたった。

　実を言えば、この瞬しゆん間かんは嫌きらいじゃない。

　力を誇こ示じする不良どもの顔が絶ぜつ望ぼうに歪ゆがむ瞬間を見るのは──嫌いじゃないね。

　僕は、敢あえて、ゆっくりと立ち上がった。

「おい、あんた……セントピータースブルグ宣せん言げんって知ってるかい？」

　癒いやしの力を持つ光の粒つぶが傷きず口ぐちから噴ふき出す。全身に光を纏まといながら、男を睨にらみ付けた。

「うわあああああああああああああ[image: !!!]」

　この世の終わりを見たような、男の絶ぜつ叫きようが部屋中に響き渡った。

　吹っ飛んだ頭が修しゆう復ふくされ、思考がクリアになっていくのを感じつつ、

「ったく……このコート、借り物なんだ。ボロボロにしたら、怒おこられるだろ」

　ちなみに、このイカレた格好は僕の趣しゆ味みじゃない。レトロ嗜し好こうを持つ知人のものだ。夏場なのにコートを着てるのは、身体からだから噴き出す光の粒を隠かくすためなんだけど……意味なくなっちゃったね。

「くそっ！　くそっ！　どうなってんだよ！」

　男は僕の言葉なんざ聞いちゃいなかった。

　必死の形相で引き金を引き続ける。弾たまはもう出ないのに。狂くるったように何度も何度も。

「喰らった弾丸は二〇〇発……ぐらいかな。数えてたのに、わからなくなっちゃったよ」

　僕の左腕が拳けん銃じゆうを握にぎったままちぎれて床ゆかに転がっていた。切せつ断だん面に近づけると、すぐにくっついてくれる。

　治ったばかりの腕で、男に銃を向けた。

「それじゃ、次は僕の番だ」

「ば、バケモノ……っ！」

　無む造ぞう作さに狙ねらいを付け、脚あしを撃ち抜ぬく。

「ぎゃああ！　痛いてえ！　痛えよ！」

「残り一九九発。僕を撃ったのと同じ数だけ撃とうと思うんだけど……先は長いね」

「た……助けてくれ！　命だけは……」

　ドンッ──命乞ごいを聞き流し、男の肩かたを撃った。また不ふ愉ゆ快かいな悲鳴があがる。

「これで、残り一九八発。助かりたかったら、最後まで耐たえきりなよ。僕みたいに」

　絶望的な顔をして僕を見上げる男に、銃口を向けた。続けざまに引き金を絞る。

　一九七ドン。一九六ドン。一九五ドン。一九四ドン。一九三ドン。

　──そこで、引き金から指を外した。

「なぁんてね、命まで取るつもりはない。人を殺すのって……気持ち悪いだろ。すぐに止血すればアンタも助かるよ」

　返事はなかった。ドクロ男は、泡あわを吹ふいて白目をむいている。

「……って、聞いてないか」

　呆あつ気けないね。代償行為気晴らしにもなりゃしねえ。

　ため息を吐つきながら、ボロ切れみたいになったコートを脱ぬぎ捨すてた。

「さすが、ひぃやんやな」

　筋きん肉にくの鎧よろいを纏まとったようなボディーガードを引き連れて、レトロな男物のスーツを着た人物が部屋に入ってきた。

　片眼鏡モノクル。綺き麗れいになでつけられた赤い長ちよう髪はつ。小こ脇わきに挟はさんだステッキ──僕に軍用コートを貸かしてくれた張ちよう本ほん人にん。印いん南なみさつきだ。

　一見、クールな美青年に見えるけど、れっきとした女の子。男だん装そうの麗れい人じんってヤツだ。

　横浜では二つのグループが抗こう争そうを繰くり広げてる。その勢せい力りよくの一つ《赤》を、女だてらに統すべているのが、彼女だ。

　さつきちゃんは、顎あごでしゃくるように合図した。ボディーガードの男が、気絶したドクロ男をどこかへ連れ去っていく。

「よっしゃ。これでシュラトンホテル陥かん落らくや」

　大きなベッドからシーツを引きはがして、さつきちゃんは半裸の女の子たちに掛かけてあげた。あれだけの騒さわぎがあったのに、女の子たちは叫さけび声一つあげていない。

「ここは《黒》の拠点ナワバリでな、武ぶ器きの供きよう給きゆう源げんになっててん。さっきの男がボス。二つ名は《武器屋》。またの名を《ロリコン野や郎ろう》」

「……ひねりが足りないね」

「そのひねりのない男に、半年ぐらい手ぇ焼いとったんよ」嬉うれしそうに笑いながら、男装の少女が近づいてくる。

「せやけど、ひぃやんが手伝ぅてくれたら、一日で陥落や！　また借りができたな！」

「僕は大したことしてないよ」

「なに言ぅとんの！」

　さつきちゃんは僕の肩に手を回した。硬こう質しつな義ぎ手しゆの感かん触しよくを肩に感じる。

「何人も再起不能リタイヤにしたったくせに！　それに伝説の《不死身の悪あく魔ま》が仲間についたんや。仲間の士気も上がりまくりやで！」

「……なんでもいいから、壊こわしたかっただけだ。ちょっとイライラしてたからさ。それから……あまり僕ぼくに馴なれ馴れしくするな」

　彼女の義手を払はらいのけ、額ひたいに銃口を向けた。

「馴れ馴れしくされると、」

　凄すさまじい速度で、さつきちゃんがステッキに仕し込こまれた刀を抜く。

　僕の喉のど元もとに切っ先を突つき付けて、

「馴れ馴れしくされると、なんなん？」

　ガチッ──無言で引き金を引いた。

　弾は飛び出さなかった。

　弾切れだ。……知ってたけど。

「ジョークだよ。軽い冗じよう談だんだ」

　さつきちゃんも、僕の重要な《切り札カード》の一枚まいだ。そう簡かん単たんに壊すわけにはいかない。

　不良どものリーダーは杖つえに刀を収おさめた。

「ええねぇ、その目。ゾクゾクするで。ついこの間会ったときは《弱なったな》と思うたんやけど、そないなことなかったな」

「弱くなった？　僕が？」

「今は中ちゆう坊ぼうん頃ころに……破は壊かい衝しよう動どうの塊かたまりやった《狂きよう獣じゆう》に戻もどったみたいやけどな」

「《あの頃》とは違ちがうよ。高校生になって、随ずい分ぶんとくだらないしがらみが増ふえた」

「しがらみねえ。……なんかあったん？」

「別に、なにも……なにもないよ……」

　そう、なにもなかった。

　僕は、なにもできなかったんだ──
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　例えば、それは一週間前のこと。

　昼休み。屋上。給水塔とうの屋根の上。

「♪Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を」

　夏空の下、お気に入りの場所に片かた膝ひざついて座すわって、僕は歌を口ずさんでいた。

〝あの人〟が大好きだった曲。

《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる》だ。

　唄うたいながら、ポケットからハートマークのついた可愛かわいらしい封ふう筒とうを取り出す。来らい夏かが送りつけてきたラブレターだ。

　告白した来夏は、「返事は八月二〇日に──私の誕たん生じよう日びに聞かせて欲ほしい」と言った。

「今すぐに返事もらったら、ゼッタイにダメだってわかってるからさ。あと一か月ちょっと、頑がん張ばろうと思うんだ」

　言葉通り、幼おさななじみは積極的にアプローチしてくるようになった。クラスメイトに冷やかされても、教室でくっついてきたりね。このラブレターも、その一いつ環かんだろう。

「♪A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　来夏の精せい一いつ杯ぱいの想おもいが詰つまっているであろう封筒に、手を掛けて──

　ハッキリ言って、迷めい惑わくなんだよ。

　──真っ二つに引き裂さいた。

　来夏の気持ちも、クラスメイトの笑え顔がおも、楽しい日々も。なにもかもがウザったい。

　いっそのこと、もう守るのはやめてしまおうか……ふと、そんな想いがよぎる。

　それだけで、彼らは壊れてしまうだろう。僕たちのセカイはあまりにも脆もろいんだ。

　しかし──僕はかぶりを振ふる。

　そんなことはできないよな。

　この《日にち常じよう》を壊すわけにはいかない。

〝あの人〟と再ふたたび巡めぐり逢あうために、僕は卒業の日を迎むかえなくてはいけないのだから。

　彼らは、そのために必要なパーツだ。

　行き場のない感かん情じようをぶつけるみたいに、手の中で手紙を小さく破やぶいた。

　粉々に引き裂いて、青空に向けて放つ。

「♪I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと」

　風に吹かれた紙し片へんが、目ま映ばゆい陽光の中で美しく舞まった。

　それはまるで──桜さくらの花びらみたいに、踊おどりながら夏空へと吸すい込まれていく。

　景色の鮮あざやかさに痛いたみを感じ、瞳ひとみを閉とじた。

　曲の最後のフレーズを口にする。

『♪I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる』

　思いがけず、誰だれかがハモった。透とう明めい感のある声で、何者かが一いつ緒しよに唄ったんだ。

　ようやく〝あの人〟が戻って来てくれたような気がして、慌あわてて目を開いた。

　そこに、サクヤがいた。

「まったく。いつもこの歌ばかり唄っているから、私も覚えちゃったじゃないか」

　ひどく赤い目をしたサクヤが、そっぽを向きながら続ける。

「でも、おかげで《れぱーとりー》が増えた。これで《からおけ》に行っても平気だな」

　僕は返事をしなかった。

　失望と絶ぜつ望ぼうと──怒いかりに苛さいなまれていたからだ。サクヤが《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる》を唄ったことが癪しやくに障さわった。〝あの人〟への想いを汚けがされたみたいな気分だ。

　まったくリアクションを返さない僕を見て、サクヤは憮ぶ然ぜんとした感じで、ふん、と鼻を鳴らした。給水塔の屋根の上に座る。

「んっんっ……」

　気を取り直したように咳せき払ばらいをして、背せ中なかの後ろに隠かくしていた包みを取り出した。黄色いナプキンに包まれた可愛らしい一品だ。

　またか……。ため息を吐ついた僕は、わかっていながら、尋たずねた。

「なんだよ、これ」

「……お弁べん当とう」

「それが？」

「おまえに……食べてほしい」

　サクヤに《関係》を求めた──サクヤとの絆を壊こわそうとした《あの時》以来。

　僕と彼女はギクシャクしはじめた。

　サクヤは普ふ段だん、修しゆう道どう女じよみたいな服を着てる。きっとＡＲＩＣＥの施し設せつで厳げん格かくに育てられて、貞てい操そう観念が強くなったんだろう。ほんの少しだけ、僕と距きよ離りを置くようになったんだ。

　僕の望む《ビジネスライクな関係》に近かったから、ちょうど良かったんだけど……

　その状じよう態たいは長くは続かなかった。

　ある日、サクヤが声を掛かけてきたんだ。

「……ヒソカ。明日、《でーと》をしよう。スウィーツキングダムで、またプリンフェスタが開かい催さいされるの。べ、別に私は行きたくないけど……ヒソカが行きたいっていうなら、私も一緒に行ってあげてもいい」

　妙みように偉えらそうな口調だったけれど、サクヤの視し線せんは真しん剣けんそのもの。《仲直りをしたい》って気持ちがありありと感じられた。

「明日は用事があるから」

「ひょっとして……来夏さんと会うの？」

「別にどうでもいいだろ。きみには関係ない」

「……これだけは忘わすれないで。おまえは、私と恋れん愛あいをする約束をしてるんだからっ」

「ああ。僕たちは《契けい約やく》で結ばれた関係だ。そのことは忘れないようにするよ」

　サクヤは僕と仲直りするために、その後も何度となくアプローチをしてきた。

　そして僕は、全すべてを無視し続けたんだ──

「私は料理があまり得意じゃない。……でも、今度こそ食べられると思う」

　膝ひざの上で、サクヤは包みを解ほどきはじめる。いつだったか作ってきた巨きよ大だいな重箱ではなく、女の子らしい小さなお弁当箱だった。中には、ミニハンバーグやチキンライス、たまご焼きなど子どもっぽいおかずが詰つまっている。

　ちょっぴり照れくさそうに顔を伏ふせて、

「上手に作れるように、今回は私の好物ばっかり入れてみた。ちゃんと味見もした。だから……食べてみて」

　サクヤはお弁当箱を差し出した。

「きっと、美味おいしいから」

　無言の僕に、微笑ほほえみ掛けてくる。

　出逢った頃ころの彼女では考えられないことだけれど──頰ほおを引きつらせるようにして、不器用に微笑もうとしたんだ。

　二人を繫つないでいた《絆きずな》を修しゆう復ふくしたいから、彼女なりに懸けん命めいに笑顔を浮うかべている。

　サクヤの真剣な想おもいが伝わってきて、

　どこまでも、どこまでも──




　──鬱うつ陶とうしいんだよ。




　サクヤのお弁当を手で払いのけた。小さな弁当箱は、給水塔とうの下へと消えていく。

　ガシャ──お弁当が生ゴミに変わる音と一いつ緒しよに、サクヤの笑顔も消えた。

「あ……っ！」

「…………ごめんね。マズイ弁当を我が慢まんして食べるのに、少し疲つかれてさ」

　我慢して、という部分にアクセントを置いた。謝しや罪ざいに見せかけた、イヤミだ。こう言えば彼女が傷きずつくってわかってて口にしてる。

　サクヤは悔くやしそうに顔を伏せた。

　僕は給水塔のハシゴに手を掛けて、

「街を守ってもらわなくちゃいけないし、……世界も救わなくちゃいけない。だから、《契約》は続けていくつもりだけどね」

　ついでみたいに付け加えると、さっさとタンクから降おりた。

「やあ、シド。修しゆ羅ら場ばってるじゃないか」

　面めん倒どうくさい人が屋上に立っていた。

　恋愛原理主しゆ義ぎ者しや、高たか天まが原はらＡはじめだ。センパイは屋上に散さん乱らんして汚よごれてしまったたまご焼きをつまみ上げた。躊躇ためらわずに口に入れる。

「うむ。うまい。以前作った弁べん当とうに比くらべたら、格かく段だんに美味しくなっている。ヘタなりに、有あり栖す川がわは頑がん張ばったようだぞ」

　……そんなこと、わかってますよ、センパイ。サクヤの瞳ひとみは真っ赤だった。きっと、彼女は徹てつ夜やでその弁当を作ったんだ。

　こんな僕なんかと、仲直りするためにね。

「それを食べずに棄すててしまうとは……、最低の行動だとは思わないか？　シド」

　料理がヘタだから、食べないわけじゃない。

　耐たえられないのは、サクヤの気持ち。

　僕と仲直りしたいと思っている、サクヤの想いが──堪たまらなく鬱陶しいんですよ。

　そう言ってやりたいのを我慢して、

「あなたには関係ないことです」

　僕の言葉を聞いているのか、いないのか。

　高天原センパイは、宙ちゆうを舞まう一枚まいの紙し片へんに目を這はわせていた。蝶ちようでも捕つかまえるように優やさしく手に取ると、紙片に一いつ瞬しゆんだけ目を走らせる。大事そうにポケットにしまって、

「ふうん」巨大な胸むねの下で腕うでを組んだ。

「今までで最高のヤサグレっぷりじゃないか。おまえは相当にダメなヤツだが、ここまで堕おちた状じよう態たいは珍めずらし、」

「ねえ、センパイ」ウザいお説教がはじまる前に、恋れん愛あい原理主義者の言葉を遮さえぎった。

「どうせ世界が滅めつ亡ぼうするなら、少しずつ削けずられていくよりも、一瞬で壊こわれてしまった方がいい。そんな風に考えたこと、ないですか？」

　僕は今、そんな気持ちなんです。あなたなんかに構かまっていたい気分じゃないんですよ。

　センパイは、真まっ直すぐに僕を見つめてくる。

「ないね。そんな愚おろかなことは、一度たりとも考えたことはない」

「愚か、ですか？」

「決まっているだろう。わずかでも生きる可か能のう性せいは多い方がいい。一分一秒でも愛する人と共にいられた方がいい」

「センパイはマゾですね」

「おまえは《悲しい》な」

　ったく……そんな全すべてを悟さとりきったような目で僕ぼくを見ないでくださいよ。あなたまで壊したくなるでしょう？

　だが、僕は口を閉とじた。これ以上の茶番に付き合うのもイヤだったからさ。

　センパイを押おしのけて、屋上を後にする。

「ヒソカ……っ」

　サクヤの弱々しい呼よび声が聞こえた。

　給水塔のタンクの上、彼女は眉まゆを顰ひそめて僕を見下ろしている。

　少しだけ、胸むねが痛いたんだ。

　その引きつるような痛みは、

〝あの人〟が付けた胸の傷きずが疼うずいているのか、

　それともその奥おくのココロが軋きしんでいるのか、

　僕には、わからなかった。
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　この半月ほどに名前を付けるとしたら、たぶん《二律背反アンビバレンツの日々》となるだろう。

《全すべてを壊してしまいたい衝しよう動どう》と《壊すことができない実状》がせめぎあっていたんだ。

　少しでもイライラを解かい消しようしたくって、横浜に遊びに行ってみたんだけど……

「大して気分は晴れなかったね」

　キッ──…

　さつきちゃんと別れ、夜の街を飛ばし続けた僕は、《懐なつかしい場所》で単車を停とめた。

　真っ直ぐ家に戻もどる予定だった。でも、なんとなく帰りたくなくてさ。

　風かざ原はら市との境さかい目め。小高い丘おかの上。街を見下ろせる小さな公園の一いち隅ぐう。

　まばらな木々を抜ぬけた遊歩道の先に、小さな教会が建っているんだ。

　と言っても、天使に回かい収しゆうされてしまって、礼れい拝はい堂どうの一部の壁かべしか残っていない。

　ここは愛する人との想おもい出の場所。

　この教会に〝あの人〟は暮くらしていたんだ。

　月明かりに照らされながら、僕は壊れかけた長なが椅い子すに腰こし掛かけた。

　淡あわく輝かがやくステンドグラスを眺ながめる。

　割われてしまって半分ほどしか残っていないけれど、なにが描えがかれていたかは鮮せん明めいに想い出すことができた。舞い降おりる天使の姿すがたが描かれていたんだ。

　ステンドグラスだけじゃない。教会の隅すみ々ずみのようすまで思い浮うかべることができる。

　すべての場所に〝あの人〟との想い出が染しみついているからね。忘わすれようもない。

　ああ、そういえば初めてキスをしたのも、この礼拝堂だったっけ。

　中学生だった僕と〝あの人〟とのやり取りが耳に蘇よみがえる──




　──緊きん張ちようしてるの？　きみって子どもね

「バカにしないでくれよ。僕はもう、キスどころか、もっといろいろ経けい験けん済ずみだよ」

　──じゃあ、どうして震ふるえてるの？

「う、うるさいなっ。ほ……ホントに好きな人とキスしたことは……ないんだよっ」

　──それじゃ、これがファーストキスだね

　そんな恥はずかしいやり取りを経へて、

　僕たちは祭さい壇だんの前で口付けをしたんだ。




　壊れ果てた教会に座すわる僕は、そのときのようすを思い出して額ひたいを押さえた。

　思わず笑いが込こみ上げてくる。

「緊張しすぎて歯をぶつけっちゃったんだよな。ホント、ダサいったらないよね……」

　笑いながら──ステンドグラスが滲にじむのを感じた。不覚にも涙なみだが溢あふれそうになる。

「なに、泣きそうになってんだ……僕は……」

　情じよう緒ちよ不安定。完全な混こん乱らん状じよう態たいだ。自分のココロを制せい御ぎよできていない。格かつ好こう悪すぎだね。

　懸けん命めいに泣くのを堪こらえたけれど、ダメだった。

　涙が一ひと筋すじ零こぼれ、頰ほおを伝ってしまう。

〝あの人〟に、逢あいたかった。

　一目でいいから、逢いたかった。

「傷きず痕あとが痛いよ……」

　胸の十じゆう字じ架か形の傷から手を突つっ込んで、心しん臓ぞうを引きずり出したいような気分に苛さいなまれる。

　一人苦しむ僕を、ただステンドグラスに描かれた天使だけが見下ろしていた……

　どれほど、そうしていただろうか──

「ヒソカ。こんなところにいたのね」

　頰を伝う涙も乾かわいた頃ころ、後ろから声を掛けられた。制服姿のサクヤが近づいてくる。

　この教会の場所を教えたことはない。オメガからは微かすかな波動みたいなものが出ているという。それを辿たどってきたのかもしれない。

　そんなことは、どうでもいい。

「無む断だんで街を空けるなんて、なにを考えてるの？　おまえがいない間にも天使は襲おそってきた。私が退しりぞけたからいいようなものの、」

　発作的に拳けん銃じゆうを抜いて、サクヤに向ける。

「ここに、入ってくるな」

　天使に囲まれても身じろぎ一つしない対天使兵器ルシフエリオンが、ビクッと肩かたを震ふるわせた。

「この教会は僕の大切な場所なんだ。きみなんかに汚けがされたくないんだよ！」

〝あの人〟への想いを邪じや魔まする、ただのノイズに過すぎない、きみに……！

「大切な場所って……誰だれかとの《想い出》があるとか、そういうこと？」

「……サクヤにしちゃ鋭するどいね。その通りだよ。ここには大切な想い出が詰つまってる」

　唇くちびるを震わせて、サクヤはなにかを言おうとしたけれど……きつく唇を嚙かんだ。

「さっさと出て行けよ！」

　引き金に指を掛けた。今度は弾たまが入っている。指に力を込めれば、サクヤは傷つく。

　撃うってしまおうか──？

　そんな想いに駆かられた刹せつ那な、

　ぞくり、と、肌はだが粟あわ立だつのを感じた。

　続いて感じる奇き妙みような《違い和わ感》。

　これは天使が出しゆつ現げんする合図だ。小さく舌した打うちをして銃をしまった。

「サクヤ。話は後だ……天使が来る」
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　天使が出現したのは、運悪く街の西の端はし──早はや瀬せ川の近くだった。東の端にある教会からは、バイクで飛ばしても二〇分は掛かる。

　僕たちが到とう着ちやくしたときには、三軒けんの家屋が瓦が礫れきと化していた。ひょっとしたら……家にいた住民はやられてしまったかもしれない。

　オオオオオオオオォォォォォォ──……

　手のひらの上に錆さび付いた砲ほう丸がんをいくつも乗せた天使が慟どう哭こくした。緩ゆるやかに下か降こうし、まだ無事な家へと近づいていく。

「……させるかよ」

　拳銃を抜ぬき、天使に向けて構かまえた。

「ヒソカっ！」

　僕に遅おくれること一分ほど。サクヤが走って追いついてきた。タンデムシートに乗れと言ったんだけど、彼女は頑かたくなに断ことわったんだ。

「天使は……!?」

　銃を構えたまま、視し線せんで天使を指し示しめした。

「これ以上壊こわされたくない。一気に片かたを付けよう。今まで通り銃で撃って足止めするから、サクッと斬きっちゃってよ」

　だが、サクヤは剣けんをかざして銃を逸そらした。

「おまえの援えん護ごはいらない」

「は!?　なに言ってんだよ？」

「……こんな天使、なんてことない。ヒソカは、そこで黙だまってみていて！」

　有う無むを言わさぬ口調でそう言うと、

「ハァ──ッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、サクヤは天使へと駆けていった。

　援護はいらないという言葉を裏うら付づけるように、わざと射しや線せんを塞ふさいでいる。このままじゃ撃てない。サクヤに当たってしまう。

「くそっ……！」

　イライラした気分で銃をおろし、対天使兵器ルシフエリオンの背せ中なかを睨にらみ付ける。サクヤに銃を突き付けた直後だ。仲良くコンビネーションで戦おうって方が無理かもしれないけどさ……

　オオオオオオオオォォォォォォ──[image: !!!]

　迫せまるサクヤに気付いた天使は、手を翳かざした。

　いくつもの砲丸が高速度で打ち出される。

　最さい小しよう限げんの動きで錆び付いた鉄球をかわし、避よけきれないものは大剣で軌き道どうを逸らして、サクヤは天使に迫ろうとする。

　だけど──なにやってるんだよ？

　彼女の動きには、いつものキレがなかったんだ。素人しろうとの僕が見てもわかるほど手足の動きがバラバラ。飛び交かう砲丸をかわすだけで精せい一いつ杯ぱいって感じだった。

「────ハァッ！」

　飛来した砲丸を真っ二つに叩たたき斬り、サクヤは一直線に天使に迫ろうとする。一いつ刻こくも早く天使を倒たおそうと焦あせってるようだ。

　そんな彼女を嘲あざ笑わらうかのように、悠ゆう然ぜんと天使は腕うでを広げた。

「サクヤ！　後ろだ！」

　避けたはずの砲丸が、ブーメランみたいに戻もどってきていた。

　サクヤは宙ちゆう返がえりして避けた。直ちよく撃げきは免まぬがれたけど、鉄球の一つが右足首を掠かすめてしまう。

　みし…と嫌いやな音がした。

「くっ……」

　着地したサクヤは苦く痛つうに顔をしかめていた。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

「来ないで！　おまえの手助けはいらないって言ってるでしょう!?」

　ムキになったように叫さけぶと、対天使兵器ルシフエリオンは敵てきを睨み付けた。

「うああああああぁぁぁ──ッッ!!」

　痛いたむであろう右足で大地を蹴けって、サクヤは天使に向けて駆けた。

　迫り来る鉄球を全すべて斬り捨すてる。

　思いきり跳ちよう躍やくして────ザッ[image: !!!]

　剣を振ふるうモーションすら見えないほどの、高速度の斬ざん撃げき！

　空中で両りよう断だんされた天使は、白く輝かがやく結けつ晶しようをまき散らして消え去る。

「ハァ……ハァ……」

　着地したサクヤは、珍めずらしく肩かたで息をしていた。額ひたいには脂あぶら汗あせが滲にじんでいる。けれど両りよう脚あしで地面を踏ふみしめ、真まっ直すぐに僕を睨んだ。

「ふんっ……少しだけ手こずったけど、あの程てい度どの天使なんか、どうってこと……ない」

　それが、限界だった。足の痛みに耐たえきれず、サクヤはうずくまってしまったんだ。
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　夜の住じゆう宅たく街がいは闇やみに沈しずみ、世界に僕たちだけが取り残されたような雰ふん囲い気きだった。

　遠く響ひびく救急車のサイレンと、呼こ応おうするような犬の遠とお吠ぼえだけが、この世界がまだ生きていることを感じさせる。

「……くっ」

　僕ぼくの背中で、サクヤが小さく呻うめいた。

　彼女を負ぶって、下宿へと連れてってあげることにしたんだ。放ほうっておきたい気もしたけど、怪け我がが酷ひどくなっちゃ困こまるからさ。

「傷が痛む？」

「……そんなこと、ない」

　虚きよ勢せいであることはすぐにわかった。傷の具合を見るためにニーソックスを脱ぬいでいたんだけど……足首が熟うれたリンゴみたいに腫はれていたんだ。骨ほねが折れなかったのが不思議なくらいのケガ。痛くないハズがない。

「あのさ……僕に幻げん滅めつしたのはわかるよ。でも、援護を断ことわるようなマネはやめてくれないか。断っておきながら、負けそうになるなんて心底カッコ悪いと思うぜ」

　サクヤはなにも言い返さなかった。僕の肩かたに回された手に、悔くやしげに力がこもる。

「街を守れなくなったら困るんだ。僕を嫌きらいになってくれても構かまわない。だけど、協力はさせてくれよ」

　まったく……思わず苦く笑しようしてしまう。

　なんて自分勝手なコト言ってるんだろう。

　彼女を壊こわしてしまいたいと望みながら、《道具》としてサクヤを利用できなくなっては困るなんて言ってるんだから。

　自じ己こ矛む盾じゆん。二律背反アンビバレンツ。二枚まい舌じた。我われながら最低のヤツだと思うね。

　いいさ。どんなに罵ののしられようと構わない。

　僕にとって大切なのは、〝あの人〟だけなんだ。愛する人と再ふたたび巡めぐり逢あうことだけが、僕の目的なんだ。

〝あの人〟と再さい会かいして、殺してもらえたら、すべての罪つみを償つぐなうよ。きっと僕は地じ獄ごく行きだろう。あの世ですべての罪を贖あがなうよ。

　だから、サクヤ。

　きみを《道具》として扱あつかわせてもらうよ。

　僕たちを繫つなぐ《絆きずな》を叩たたき壊して、冷れい淡たんに、冷れい徹てつに、冷れい酷こくに、計算尽ずくできみに接せつする。

　もうこれ以上、きみを《大切》だと思わないようにね……

　彼女の温かさ。柔やわらかさ。首くび筋すじにかかる吐と息いき。サクヤが単なる兵器ではなく、一人の女の子である証あかしを感じながら、その全てを無む視しして、僕は誓ちかいを新たにした。

　しかし──

「それは……違ちがう」

　ふいに、黙だまっていたサクヤが口を開いた。

「ヒソカに幻滅したから、援えん護ごを断ったわけじゃない……」

　迷まい子ごの子どもみたいな不安げな声で、

　幾いく度ども幾度も躊躇ためらいながら、

　サクヤは、僕の背せ中なかに呟つぶやいた。

「お、おまえに…………いいところを、見せたかったの」

　心しん臓ぞうを摑つかまれたような気分がした。

　消え入りそうな口調で、サクヤは続ける。

「私は、来夏さんみたいな普ふ通つうの女の子じゃない。ヒソカとの大切な《想おもい出》もない……。私は戦うことしか能のうがないから……。でも、頑がん張ばれば、おまえが見直してくれるんじゃないかと思って……。それで……」

　寒さに凍こごえるみたいに、少女の身体からだは微かすかに震ふるえていた。

「一いつ緒しよに戦う日々は楽しかった。こんな気分は初めてだったの……」

「…………」

「それなのに……来夏さんに告白されてから、ヒソカはおかしくなってしまった……」

　そう、だったのか。

　ようやく僕にも理り解かいすることができた。

　僕のココロが、来夏に対して揺ゆれ動いているって、サクヤは勘かん違ちがいしているんだ。

　それも無理もないかもね。〝あの人〟の存そん在ざいを、サクヤは知らないんだから。

《恋れん愛あいをする》って契けい約やくしている相手に、まさか既すでに想い人がいるだなんて、

　初めから裏うら切ぎるつもりだったなんて、

　彼女は想像だにしないだろう。

　しかも、その最低なヤツは甘あまっちょろいから……きみと仲良くなってしまった。《絆》を築きずいてしまったんだ。

「ヒソカ……」

　ぶっきらぼうにも聞こえる口調で、サクヤは言い放った。

「……後ろを向いたら、怒おこるから」

　そして──僕の背中に、ギュッとしがみついてきたんだ。

「どうしよう……こんな気分は初めてなの……。ちゃんと戦うことすらできない……」

　サクヤが呟くたび、熱っぽい吐息が首筋にかかる。背中越ごしに早はや鐘がねのように打ち続ける彼女の鼓こ動どうすら感じた気がした。

　怯おびえるように、サクヤは問い掛かける。

「私は……どうしたらいいの……？」

「…………」

「お願い……教えて……？」

　それでも僕は無言を貫つらぬいていた。彼女を背負ったまま、黙だまって歩き続ける。

　今、口を開いたら、きっと、僕は──

「ヒソカ…………っ」

　静せい寂じやくが苦しいのだろうか。

　サクヤは、辛つらそうに息を飲んだ。

　やがて──

　ぽつり、と。

　首筋に温かな雫しずくを感じた。

　サクヤが、泣いていた。

　対天使兵器ルシフエリオンとして作られ、感かん情じようが存在しないようだった彼女が、涙なみだを零こぼしたんだ。

　首筋に顔を埋うずめ、より強く僕にしがみついてくる。棄すてられるのを怖こわがる子こ猫ねこみたいに。

　何度もしゃくり上げ、嗚お咽えつを堪こらえながら、サクヤは懸けん命めいに言葉を紡つむぐ。

「来夏さんを選んじゃイヤだ……っ」

　涙混まじりの悲ひ痛つうな叫さけびは、僕のココロの柔らかな部分に突つき刺ささった。

　カサブタだらけの僕のココロから、再ふたたび血が流れ始める。

「おまえを殺すのは私なんだから……っ」

　ズキリと胸むねが痛いたんだ。

　胸に残る傷きず痕あとが痛んだんじゃない。

　胸の奥おくが──ココロが痛かったんだ。




　サクヤの部屋に着いた。

　殺風景な六畳じよう間ま。アパートの裏手に流れる小川の微かなせせらぎを聞きながら、布ふ団とんの上に座すわるサクヤの足に湿しつ布ぷを貼はってやった。

　手当ての間、僕たちは一言も喋しやべらなかった。

　泣きやんだサクヤはきつく唇くちびるを嚙かみ、そっぽを向き続けていた。

　治ち療りようを終えた僕は、なにも言わずに踵きびすを返した。振ふり返らずに、帰ろうとする。

「ま…………待って！」

　サクヤがよろめきつつ、立ち上がった。

「無理するなよ」

　声を掛けたけど、彼女はぶんぶんと音が出そうなくらいに首を横に振った。

「そうしなければ、世界を救えないなら……ヒソカと相思相愛になれないなら……」

　サクヤは制せい服ふくのボタンに手を掛けた。細い肩かたが可哀かわい想そうなくらいに震えている。

「私は……お、おまえと……」

　それ以上、言葉を続けられないようだ。

　今にも零れそうなくらいに瞳ひとみに涙を溜ため、耳の先まで真っ赤に染めていた。

「…………」

　僕のココロにわずかに残った《優やさしさ》が、叫さけんだ。そんなことしなくてもいいよ。これ以上、傷つかなくてもいいよ。そう言ってやりたい想おもいが、首をもたげる。

　どんなに遠ざけようとしても。

　どんなに自分を偽いつわろうとしても。

　僕はサクヤを《大切》に思い始めていることは、疑うたがいようもないんだ。

　ひょっとしたら、それは《恋こい》の萌ほう芽がなのかもしれない。来夏が指し摘てきしたように、サクヤを好きになり始めているのかもしれない。

　だから、だからこそ、僕は──！

　ココロが冷めていく。決意を取り戻もどす。

　愛する人への想いを守るために。

〝あの人〟以上に《大切》なものなど、この世にはないのだと証しよう明めいするために。

　サクヤを壊こわしてしまわないといけないんだ。

　今、彼女を壊してしまわなくては、きっと間に合わなくなる。手て遅おくれになってしまう。

　ボタンを全すべて外し終え、シャツの前が開いた。白い胸むな元もとが垣かい間ま見える。

「そ……《そういうコト》は、ハダカになってするんだって聞いた……。だけど、私には、よくわからないから……。その……」

　震ふるえ続けるサクヤに、そっと近づいた。

「大だい丈じよう夫ぶ。……僕に任まかせておけばいいよ」

　僕たちが育はぐくんできた《絆きずな》を、

　胸むねに宿る温かさを、

　サクヤを、壊す。

　彼女との関係を、単なる《契けい約やく》で結ばれただけの無む機き質しつな関係に堕おとす。

　これはきっと、そのための、儀ぎ式しき。

「本当に、いいんだね？」

　長い躊躇ためらいの後で、サクヤは小さく頷うなずいた。

　制服に手を掛かける。肩を滑すべり、衣きぬ擦ずれの音を立ててシャツが落ちた。

　今にも泣き出しそうなサクヤに、優しく口付けをする。

　あまりにも、悪あく辣らつな、キスを──


【卒業まで　残り２４１日】
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「うるせえぞ！　黙だまれ、セミ！」

　極楽ごくらく寺の入り口にある石いし段だんに腰こし掛かけた猿さ渡わたり三さん聖せいは、浴衣ゆかたの中に手を突つっ込こんで汗あせばんだ胸むな元もとを搔かきながら木立に向けて怒ど鳴なった。

　一いつ瞬しゆんだけ静かになったけれど、小こ馬ば鹿かにするようにセミの大合唱がボリュームを増した。鳴声がスコールみたいに降ふり注いでくる。

「ったく、暑いったらねえよ……。誰だれかスイッチ間ま違ちがえたんじゃないのか、これ……」

　木こ陰かげに入っていても汗が滲にじんでくる。浴衣の腰こしに差していたうちわで扇あおいだら、むわっと熱風が吹ふき付けてきて余よ計けいに暑くなるような気がした。

　石段に同じように腰掛けていたクラスメイトの男子が問い返してくる。

「スイッチってなんだよ？」

「今日の気温を決めるスイッチだよ。お空にいるこびとさんが操そう作さしてんだ。で、誰かがヘマして、ツマミひねりすぎて壊れたんじゃね？　って、それぐらい暑いなってコト」

「……こびと、て。暑さにやられたのか、猿渡」

「かもしれんな……。この暑さはヤバイよ。地球温おん暖だん化かは深しん刻こくだな。……ま、俺おれ的には温暖化大だい歓かん迎げいなんだけど」

「歓迎すんなよ、そんなもん」

「だってよぉ、地球規き模ぼで暑くなれば、女の子薄うす着ぎになりまくりだろ？　開放的な気分で冒ぼう険けんしたくなっちゃうに違いねえよ。ビバ☆温室効こう果かガス」

「ＯＫ。わかったから、フロンガス吸すってくたばってしまえ」

「わあ、声がドナルドダックみたいになっちゃったー」

　ツッコミは戻ってこなかった。だが、気にもせず、猿渡は石段に足を投げ出す。

　目の前を走る道路が陽かげ炎ろうみたいに揺ゆらいでいる。きっとフライパンを置いておけば、目玉焼きぐらいは作れるはずだ。

　と、焼け付くアスファルトの上を、ジエータイの装そう甲こう車が走っていった。

「ジエータイの車多くないか？　さっきは戦車も走ってたろ」

　うちわで蒸むし暑い空気をかき混まぜながら問うと、後ろから返答が戻ってきた。この野太い声はサッカー部の大おお崎さきだ。

「知らねえの？　アレだよ、うちの市は試験的に《重点防ぼう衛えい地ち域いき》とかってのに選ばれたらしいぜ。ジエータイの部隊が常じよう駐ちゆうしてくれてるんだと」

　別のクラスメイトがダルそうに補ほ足そく説明をする。

「高たか天まが原はら家がジエータイに手を回したんだとさ」

「なるほどねえ。金持ちはやることが違ちがうな」

　感心した風もなく頷いて、猿渡はまだ高い太陽を見上げた。目ま映ばゆい夏の日差しが、熱波となって機き銃じゆう掃そう射しやしてきやがる。

「ジエータイが来てるんだったら、夜間外出禁きん止し令も解かい除じよしてくれればいいのにな。こんな明るいうちに夏祭りなんか始めたって情じよう緒ちよってもんがないだろうに……」

「まあ、そういうなよ。のんきに縁えん日にち回れるだけでもありがたいべ」

「そうだけどさ……」

　あまりの暑さにぐったりと目を閉とじて、猿渡は続ける。

「あ[image: ][image: ]やっぱ、夏祭りは夜にやって欲ほしいぜ。じゃなきゃ、浴衣の女の子とどっかにしけ込んだりできんだろ？　『あ、ダメっ！　こんなところでちゅーなんてっ！』『ここなら誰も見てないって』『ダメだよぉ』『な、いいだろ？』『もう、猿渡くんのえっち！　でも、好き！』『ぶっちゅ[image: ][image: ]♡』」

「って、サワっち！　なにが、ぶっちゅーよ！　気持ち悪い妄もう想そうを垂たれ流すな！」

　スパンッ！──猿渡はハリセンで横っ面つらを殴なぐられた。

「痛いてぇな、珊さん瑚ご！　いちいちハリセンなんか持ってくんじゃ……」

　怒鳴り返そうと思ったけれど、思わず言葉を飲み込んでしまう。

　ツッコミ系けいのクラスメイトである雪ゆき村むら珊瑚は鮮あざやかな青い浴衣ゆかたを着ていたんだけど……見違えるぐらいに大人びて見えた。普ふ段だんはポニーテールにしている髪かみも綺き麗れいに結ゆい上げられていて、うなじが色っぽい。

「あによ？　文もん句くあんの？」

　珊瑚が睨にらみ付けてくる。猿渡は「うげー」と舌したを出して。

「浴衣似に合あわねえなー、珊瑚。他ほかのみんなは可愛かわいいのに」

　珊瑚の後ろに立っているクラスの女の子たちを眺ながめ渡わたした。みんな浴衣を着てきてる。「かわいいぜっ！」と親指を立てて見せたら、ノリのいい女の子たちは声を合わせ、『任まかせろっ！』と親指を立てて返事をした。

　バシバシバシバシっ！──珊瑚は猿渡をハリセンで乱らん打だして、

「うっさいよ！　どうせ、あたしはこんなの似合わないし！　つーか、さわっち！　アンタだって浴衣似合ってないよ！」

「ぐあっ、痛いって!!　いちいち叩たたくんじゃねー！　遅ち刻こくした分ぶん際ざいで！」

　うぐっと言葉を飲み込んだ珊瑚は、唇くちびるを尖とがらせた。

「仕方ないでしょ、連れん絡らく取れないコが結けつ構こういたんだもん」

「連絡取れないって、誰が？」

　うちわをしまうみたいな感じで、珊瑚はハリセンを背せ中なかの帯に差しつつ、

「サクヤっちはダメだったよ。彼女、電話持ってないらしいんだよね。いちお家まで行ってみたけど、いなかったよ。それから、いいんちょは風邪かぜだってさ。熱出して寝ね込こんじゃってるみたい」

「ふうん、いいんちょ、楽しみにしてたのにな。ま、その微び妙みような間の悪さが栗くり木き坂ざかっぽいけどさ」

　石いし段だんから降おりた猿渡は、クラスメイトに声を掛かける。

「それじゃ、ボチボチ行きますか」

　夏祭りの縁日の行われる神社は、極楽ごくらく寺からほど近い場所にあった。下げ駄たをならしながら、ぞろぞろと歩いていく。

　補ほ修しゆうの跡あとが目立つ道路には、あちこちに送り火の跡やナスで作った馬なんかが置かれていた。

　その多さから目をそらすように、猿渡は空を見上げた。時間はもうじき五時になるってのに、太陽は頑がん張ばり続けてる。そろそろ涼すずしくなってくんねえかな、とか思いながら額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

　と、珊瑚が浴衣の袖そでを引っ張って、耳打ちをしてくる。

「ねえねえ、なんか密ひそかっちから連れん絡らくあった？　来らい夏かっちと旅行に行ってるでしょ？」

「いや、ねえよ。そっちは？　萌ほう月づきから報ほう告こくとかないのか？」

「んー、それがないんだよねえ……」

　珊瑚は腕うで組ぐみしながら、「う[image: ][image: ][image: ][image: ]ん」とうなり声をあげる。

「あーもー、うまくいってるかなあ、あの二人。ホント、心配だよー。密っちの鈍どん感かんっぷりに振ふり回されて、泣いたりしてないかな？」

「大だい丈じよう夫ぶだろ。きっと楽しんでるって。毎日海で泳ぎまくるのに忙いそがしすぎて、連絡すんのも忘わすれてるんだよ」

　笑いながら、うちわで珊瑚の頭をペシペシと軽く叩いた。

「つーか、珊瑚。おまえは人の恋こい路じばっか心配してないで、ちっとは自分のこと心配しろよ。せっかくの夏祭り、クラスメイトとつるんで行ってる場合じゃねえだろが」

「そりゃそうだけどさ。……サワッちにだけは言われたくないわ。万年独ひとり身のくせに」

「あはははっ。違ちがいねえ」

　珊瑚は猿渡からうちわを奪うばうと、パタパタと扇あおぎだした。後れ毛が微かすかに風になびく。

　歩きながら、風のおこぼれに与あずかろうと顔を近づけた。

　嫌いやがられるかと思ったけれど、珊瑚はうちわの振り幅はばを大きくして、猿渡の方も一いつ緒しよに扇いでくれた。

　前髪に風を感じながら、猿渡は呟つぶやく。

「なんつーか、のどかな夏休みだな。縁えん日にちなんて久ひさしぶりだよ」

「あはは、そだね。勉強とか、ゼンゼンしてないけど。いちお、受験生なのにさ」

「頼たのむから、それは言うな」

　猿渡は珊瑚からうちわを奪い返して、勢いきおいよく扇いでやった。「あー、すずしー」と珊瑚は目を細める。

　降ふり注ぐセミの声の中に、祭まつり囃ばや子しが混まざりはじめていた。

















７月15日（水）

　愛は世界を救わない















　僕ぼくは、あなたのことが、好きです。

　あなたを愛し続けると誓ちかいます。

　だから、お願いです。

　もう一度だけ、抱だきしめさせてください。

　これ以上、僕が、堕おちてしまう前に──
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　窓まどから差し込こむ月明かりだけが、質しつ素そな部屋を照らしていた。アパートの裏うら手てを流れる川から、水音が響ひびいてくる。

　青白い月光に照らされながら、僕はサクヤにキスをした。

　瞼まぶたをギュッとつぶり、彼女は唇くちびるを強く閉とじている。《気を付け》をするみたいに下に伸のばされた両手は固く握にぎられていた。

　けれど、僕を突つき飛ばしたりはしなかった。身体からだを強こわばらせながらも僕の口付けを拒こばまず、ただ、耐たえている。

　そっと唇を離はなし、サクヤを見つめた。

　顔を真っ赤にして、対天使兵器ルシフエリオンは立ちつくしている。上半身は飾かざり気のない下着を着けているだけ、下は制せい服ふくのスカートに学校指定のニーソというあられもない格かつ好こうだ。

「…………はぁっ」

　キスが終わるまで息を止めていたのか、サクヤは大きく息を吐はいて、布ふ団とんの上にヘタりこんだ。布団に落ちていた制服のシャツを、慌あわてたように肩かたに羽は織おる。

「あ、あまり見るな……っ」

　布団に膝ひざをついて、サクヤの肩をそっと押おした。身体を横たえさせる。

　羽織ったシャツの前を必死に搔かき合わせたまま、サクヤは布団の上に横たわる。恐きよう怖ふと緊きん張ちようと羞しゆう恥ちのために瞳ひとみは潤うるみきっていた。

「……そんなに緊張しなくてもいいよ」

　可哀かわい想そうなくらいに頰ほおを染そめているサクヤの黒くろ髪かみを撫なでてやる。髪に触ふれただけなのに、彼女の肩がピクンと震ふるえた。

　強ばっている頰に唇を寄よせながら、少女の耳元で囁ささやく。

「次はもう少し激しいキスをするからね？」

　返事はなかった。

　こくん、と白い喉のど元もとが動く。

　懸けん命めいにシャツで胸むな元もとを隠かくしているサクヤに覆おおい被かぶさって、もう一度、口付けをした。

　固く閉ざされた彼女の唇に優やさしく舌した先さきで触れる。ひどく躊躇ためらいがちに、サクヤは唇にこめていた力を少しだけ緩ゆるめてくれた。

　薄うすく開かれた唇に舌を差し入れ、サクヤの柔やわらかな部分を蹂じゆう躙りんする。

「ん……ぅ……」

　辛つらそうな吐と息いきをもらしつつ、サクヤは僕を受け入れてくれた。彼女の方から舌を絡からめてくるようなことはなかったけれど、キスがしやすいように少しだけ顔を傾かたむけてくれる。

「……んぅ……ふ……」

　初めての柔らかな刺し激げきに戸と惑まどいながら、サクヤは為なすがままにされていた。

　存ぞん分ぶんに彼女のナカをかき回した後で、長い髪を撫でながら唇を離す。

　シャツの前を押さえたまま、サクヤは肩を上下させていた。呼こ吸きゆうが荒あらくなり、唇は熱っぽく潤んでいる。

「今のが……激しい、キス……？」

「そう。……どんな感じだった？」

　サクヤの耳元で囁く。くすぐったそうに首をよじらせながら、

「なんだか頭がぽーっとして…………ううん。そんなの、よくわからない……。へ…ヘンなこと聞かないでっ……」

「ごめんね」謝あやまりながら、サクヤの耳みみ朶たぶに唇を寄せた。舌を這はわせ、甘あま嚙がみをする。

「ん……っ」

　小さく彼女の肩が震えた。反はん応のうを確たしかめるようにしながら、ゆっくりと唇を首くび筋すじに滑すべらせる。女の子特有の甘い匂においとシャンプーの香かおりが、鼻先をくすぐった。

　首筋をついばむようにしながら、シャツを押さえているサクヤの手に触れると、

「や…やだ……っ。ヒソカ……」

「どうしたの？」

「よ、よくわからないけど……怖こわい……」

　潤みきった瞳で、サクヤは許ゆるしを乞こうような声を出した。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ」

　なにが大丈夫なのかわからない。でも、適てき当とうに言葉を返して、サクヤの手を握った。シャツを搔き合わせている手をどける。

　切なげな吐息を漏もらしただけで、サクヤは抗あらがわなかった。

　身体からだを覆おおっていたシャツをはだけさせる。飾り気のない下着もフロントホックを外して、取り去った。淡あわい月明かりの下、白い二つのふくらみが露あらわになる。

「…………っ」

　恥ずかしさのせいか、もはやサクヤは声も出せないようだ。耳元まで真っ赤に染めて顔を背そむけている。

　胸元に手を伸のばし、指先で柔らかな曲線をなぞった。

「ふぁ……んっ……」

　きつく目を閉とじ、サクヤは唇くちびるをキュッと嚙んだ。なにかを堪こらえるように足をもじもじさせたから、制服の短いスカートがまくれ上がってしまう。小さなリボンがついているだけの下着が垣かい間ま見えた。

　こんな、状じよう況きようだと言うのに──

　僕は、全く興こう奮ふんしていなかった。

　頭の芯しんまで冷め切っていたんだ。

　僕が感じていたのは──ひたすらな痛いたみ。

　ただただ、ココロが痛かった。強い罪ざい悪あく感が僕を責せめ苛さいなんでいる。

　思えば……サクヤと出で逢あった頃ころ、この部屋はひどく殺風景だった。こうして横たわっている布ふ団とんすらなかったほどだ。

　この布団はサクヤが《天使の毒エンジエルダスト》に冒おかされた時に、僕が家から持ってきたんだっけ。

　部屋の隅すみに据すえられた軍用の無線機の上には、スウィーツキングダムのマスコット人形が置かれてる。一いつ緒しよにデートに行った時、買ってあげたものだ。

　隣となりに並ならんでいる犬のぬいぐるみは、《ペアルック》と言い張はって、制せい服ふくにドッグタグ代わりにぶら下げられたんだよね。

　壁かべに誇ほこらしげに飾かざられているクレヨンで描かかれたヘタクソな絵は……サクヤが助けてあげた女の子がお礼にとくれたものだね。それをもらったとき、サクヤは戸惑いながらも嬉うれしそうにはにかんでいたのをよく覚えてる。

　対天使兵器ルシフエリオンとして育てられ、戦いしか知らなかったサクヤは、少しずつ《日にち常じよう》に馴な染じんでいった。殺風景だったこの部屋にも女の子らしい彩いろどりが加わっていったんだ。

　それと同時に──僕たちの関係も変わっていった。ただ、利用してやろうと思っていただけなのに、僕はサクヤを《大切》だと思うようになってしまったんだ。

　全すべては、僕のミスだ。

　僕の《甘さ》が招まねいた、重大な過あやまち──

　だから、この手で、壊こわすんだ。

　手て遅おくれになる前に、破は壊かいするんだ。

「ヒソカ……ぁっ……！」

　感じたことのない刺し激げきに戸と惑まどっているのだろうか。困こん惑わくの表ひよう情じようを浮うかべながら、涙なみだに潤うるんだ瞳ひとみで、サクヤは切なげに僕を呼よんだ。

　胸むな元もとに這わせていた手で、そっと対天使兵器ルシフエリオンの頰ほおを撫なでる。

「怖がらないで……」

　本当に大切な女の子には、

　僕はきっと《そういうこと》はできない。

　単なる手て駒ごまだと思わなきゃ、

　利用して捨てるだけの相手だと思わなきゃ、

《そんなこと》できない。

　だから。

　だから。

　だから。




「……これも、世界を救うために必要なことなんだよ」




　僕は、最悪の噓うそを吐ついた。
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　その夜から、二日が経たった。

「なんの用ですか？　センパイ」

「話があると言っているだろう？　いいからついて来い」

　放課後。桜さくらヶが丘おか高校。三階の廊ろう下か。

　生徒会長であり、自らを《恋れん愛あい原理主しゆ義ぎ者しや》と名乗る高たか天まが原はらＡはじめに襟えり首くびを摑つかまれ、僕は半ば引き摺ずられるようにして歩かされていた。

　センパイは満面の笑えみを浮うかべていたけれど、襟を握にぎる手の力はとても強かった。振ふり解ほどこうとしてもビクともしない。

　僕は男で、身長もセンパイより高い。それなのに引っ張り回されるなんて情なさけないと笑うヤツもいるかもしれない。

　そんな文もん句くを言うヤツは、一度センパイに引き摺られてみるといいね。

　センパイは女子高生にしては大おお柄がらだ。しかも、重心が胸むねに偏かたよっているとはいえ、ウェイトもある。そしてなにより彼女は《高天原流拳けん術じゆつ》とか言う謎なぞの拳法の達人なんだ。純じゆん粋すいに体術だけで勝負したら、この学校じゃセンパイに勝てる相手はいないだろう。

　そんな高天原センパイは、当然、相手の身体を捌さばく術すべを心得ている。抗あらがおうとしても、うまくこちらの力を殺されてしまうんだ。

「さあ、入れ。遠えん慮りよはするな」

　生徒会室のドアを開け、室内へ僕を突つき飛ばした。一〇畳じよう程てい度どの広さの部屋の中央に、接せつ客きやく用ようのソファが設しつらえられている。勢いきおいよく背せ中なかを押されたから、ソファに足をぶつけてそのまま床ゆかに尻しり餅もちをついてしまった。

「なにをするんですか、センパイ」

　カチリ──センパイは後ろ手に鍵かぎを掛かけた。ファイル棚だなの前に立ち、悠ゆう然ぜんと腕うで組ぐみする。

　ズボンをはたきながら、僕は立ち上がり、

「あなたなんかと話をしていたい気分じゃないんですけどね」

「そう言うな。できるだけ手短に済すませるつもりだ。……この私に振り回されるのは、シドの得意技わざだろう？」

　モデル並なみの美び貌ぼうに楽しげな笑みをたたえながら、センパイは尋たずねてきた。

「話っていうのは、他ほかでもない。有あり栖す川がわ咲さく夜やのことだよ。一昨日の夜、おまえは有栖川になにをした？」

　面めん倒どうなことになりそうな予感を覚えながら、とぼけることにした。

「さあ……？　そんな昔のことは忘わすれました」

「そうか。忘れたのなら仕方がないな」

　満面の笑みを浮かべたままセンパイは近づいてきた。僕の肩かたに優やさしく左手を置く。

「じゃあ、想おもい出させてやる」

　次の瞬しゆん間かん、僕の身体が宙ちゆうを舞まっていた。

　なにが、起こったんだ？　突とつ然ぜん、視し界かいにセンパイの拳こぶしが大きく見えて──

　壁かべまで吹ふっ飛ばされた僕は、背中を強したたかに打ち付けた。息が詰つまる。

　真っ白な頭でようやく殴なぐられたのだと理り解かいし、右目の辺りに猛もう烈れつな痛いたみを感じた直後、

　ズン──と腹ふく部ぶに衝しよう撃げきが走った。

　一気に間合いを詰めたセンパイが、みぞおちに膝ひざを入れやがったんだ。

「がっ……」

　苦し……息ができない……

　内ない臓ぞうがひっくり返って口から出そうだ……

　そのまま僕ぼくの前まえ髪がみを摑つかんだセンパイは、壁に向けて僕の後頭部を何度も打ち付けた。

　火花が散るみたいに視界が白んだ。

　激はげしい痛みのために、強い目眩めまいと、なぜか吐はき気が込こみ上げてくる。

「なに……するんですか……？」

　もがくように手を動かして、僕は殴られた右目を押おさえた。傷きずが治るとき、癒いやしの力を持つ光が放たれる。それを見られるわけにはいかない。

「これで想い出したろう？」

　前髪を摑んで僕の頭を揺ゆさぶり、もう一度壁に僕の後頭部を打ち付ける。

　生徒会長はもう笑っていなかった。冷たい無む表ひよう情じようをしている。センパイが本気で怒おこっている時の表情だ。

　作り笑いを浮かべて、僕は肩を竦すくめた。

「……なにも、覚えちゃいませんよ」

　前髪を摑んで、投げ飛ばされた。

　ファイル棚に背中から突っ込んでしまう。棚のガラスが割われて背中に突き刺ささった。

　鋭するどい痛みと背中が強こわばるような感覚に襲おそわれながら、床にうつぶせに倒たおれた。

　背中の傷を隠かくそうと、咄とつ嗟さに仰あお向むけになったところへ──センパイの踵かかとが降ふってきた。脇わき腹ばらに上うわ履ばきがめり込む。

　センパイは冷たい顔で僕を見下ろして、

「あくまでシラを切るつもりか……。ならば、私が言ってやろう。なぜ、有栖川に、あんなにヒドイことをした？」

「…………知ってるんですね」

「ああ……。登校してきたが、教室に行きたくないと言っていたんで、私が保ほ護ごした」

　昨日からサクヤは欠席していたんだけど、学校には来ていたんだね。律りち儀ぎなサクヤらしい。でも、よりによってセンパイに見つかるとはな……

「ようすがオカシイから、問いただしたんだ。どうしても言いたくないようだったが、ムリヤリ聞き出したよ……」

　センパイは、横たわる僕の制せい服ふくの首輪を摑んで立たせた。片かた手てで僕を吊つり上げる。

「おまえは、最低だな……！」

　右目の傷から癒しの力を持つ光が噴ふき出しはじめる。見られないように手で押さえて、

「……僕たちのことに口を出さないでくれませんか。センパイは関係ないでしょう？」

　至し極ごく真っ当な文句を言ったつもりだったけど、センパイは僕の言葉を無視して、

　ガッ──右みぎ頰ほおを殴った。センパイは拳法の有ゆう段だん者しやだ。訓練された一撃は、ハンマーで殴られたような威い力りよくを持っていた。

「私はな、シド。性せい交こう渉しようも恋れん愛あいの一部だと考えている。好きになれば、相手が欲ほしいと感じるのは当然のことだ。愛のある行こう為いならば私は大いに推すい奨しようしているよ。有栖川にも、恋愛をするからにはそういう事じ態たいになるかもしれない。覚かく悟ごしておけと教えてあった」

「だったら、問題ないで、」

　セリフは途と中ちゆうで途切れた。今度は左頰を殴りやがったんだ。

「キリストじゃないんですけどね」なんて軽口を叩たたきたかったけれど、口が切れていて喋しやべれない。鉄てつ臭くさい血の味が口中に広がる。

「だがな……おまえのしたことは最低だ！」

　両手で胸むなぐらを摑んで、センパイは僕を引き寄よせた。鼻先を近づけて睨にらみ付ける。

「どうしてだ……？」

　悲ひ痛つうにも聞こえる口調で、センパイは問う。

「どうして、おまえは有栖川を抱いてやらなかった!?」
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　小川のせせらぎと、サクヤの漏もらす吐と息いきだけが響ひびく部屋。

　震ふるえ続けている少女を落ち着かせるように、ついばむようなキスをした。

　痛いたみ続けるココロを虚きよ無むで塗ぬりつぶしながら、サクヤの脚あしに手を伸のばす。ニーソックスの上から内うち腿ももをなぞりあげて──

「ひ、ヒソカ……っ！」

　突とつ然ぜん、サクヤが声を上げた。僕の肩かたに手を伸ばし、身体からだを押しやろうとする。

　この期ごに及およんで怖おじ気けづいたのかと思ったけれど、違ちがった。

　サクヤはとても悲しい瞳ひとみをしていたんだ。

「……やっぱり、自分の口から言っておきたいと思う。おまえに知られてしまう前に」

　はだけてしまったシャツの前を搔かき合わせながら、サクヤは身体を起こした。布ふ団とんの上におしりをつけて座すわりこむ。

　幾いく度ども躊躇ためらいながら、彼女は口を開いた。

「今から……六年前のことなんだけど……。その頃ころは、《世界滅亡カーテンコール》が発生した直後で、訓練所を出たばかりの私は、ようやく力を奮ふるえることを喜んでいた。襲おそってくる天使を何体も倒たおし、人々を救ったの……」

「突然、なにを話してるんだよ？」

「お願い。黙だまって聞いて」

　単語を選ぶようにしながら、サクヤは懸けん命めいに言葉を紡つむぎ続ける。

「ある時、ロンドンの郊こう外がいで、私は天使に襲われた同年代の男の子を助けた。腕うでがナイフのようになっている強きよう敵てきで……不覚にも少年は足を切られた。私はケガこそ負わなかったけれど、戦せん闘とう服を切り裂さかれてしまった……」

　月明かりに満たされた薄うす暗ぐらい部屋。

　布団の上に座って俯うつむいているサクヤは、なにかに怯おびえているように見えた。

「……少年を避ひ難なんしている人たちのいるキャンプへ連れて行くため、負ぶってあげることにした。足をケガしてるから、歩けないだろうと思って……」

　顔を上げ、僕を見つめたサクヤは、

「そうしたら、言われてしまったの……」

　ゆっくりと後ろを向いた。

　肩に掛かけていたシャツを滑すべらせる。

　思わず、息を飲んだ。

　それはまるで、天使の羽根を引き裂いた痕あとのように──大きな傷きずが走っていた。

　両方の肩けん胛こう骨こつから背せ中なかに掛けて、深く抉えぐれたようになっていたんだ。背中の中央には、ＡＲＩＣＥの紋もん章しようが刻きざまれている。

　華きや奢しやな身体には不ふ釣つり合いで、目を背そむけたくなるほどに痛々しかった。

「対天使兵器ルシフエリオンになるときに、身体を強化するための手しゆ術じゆつをしたの」

　以前、サクヤと少しの間だけ交こう換かん日記をしたことがある。その際さい、少しだけサクヤは訓練生時代について書いていた。手術や投薬が繰くり返されたって綴つづられてたけど……

　こんなに、深い傷が残ってたなんて……

「多くの候こう補ほ生せいが《適てき合ごう》せずに死んでしまった。しかし、私は後こう遺い症しように耐たえきった。それはとても名めい誉よなことだ。だから、この傷を勲くん章しようのように思ってた」

　サクヤはシャツを羽織りなおし、辛つらそうに傷を隠かくした。背中を向けたまま、対天使兵器ルシフエリオンの少女は続ける。

「だけど……助けた少年に言われてしまったの」




「気持ち悪い、って」




　小さな背中が、震えていた。

「一いつ般ぱん市民と対天使兵器ルシフエリオンの私は、相あい容いれない存そん在ざいだ。だから、そんな言葉、気にも留とめていなかった。言われた事実すら忘わすれていたぐらいなの」

　振り返ったサクヤは、辛そうに眉まゆ根ねを寄よせている。

「だけど……高天原センパイに、ヒソカといつの日か《そういうこと》をするかもしれないから、覚かく悟ごしておけって言われた。それはハダカになってすることだって教えられて……少年に言われた言葉を想おもい出したの」

「…………」

「ヒソカに手術痕を見られてしまうかもしれない。ひょっとしたら、また、『気持ち悪い』って言われてしまうかもしれない。そんな風に考えたら……なぜだかわからないけれど、とても辛い気分になった。ヒソカに傷を見せたくないと思った」

　サクヤは僕が関係を迫せまったとき、激はげしく拒きよ絶ぜつした。貞てい操そう観念が強いから、そんな風な反はん応のうを示しめしてるんだろうと思ったんだけど、それだけが原げん因いんじゃなかったんだ。

　過か去こに『気持ち悪い』と言われたことが、サクヤのココロの──《普ふ通つうの女の子》の部分にトゲのように刺ささっていた。対天使兵器ルシフエリオンとして生きてきたサクヤは、今までそのトゲに気付かなかったけれど……

「すまない。……私は、醜みにくい」

　唇くちびるを震わせながら、サクヤは頭を下げた。

「普通の女の子のカラダじゃない。来らい夏かさんみたいに普通の女の子じゃない……。ヒソカをイヤな気分にさせると思う。あらかじめ、それを伝えておきたかったの……」

　叱しかられるのを怖こわがる子どものように、サクヤは僕の顔色を窺うかがった。凶きよう悪あくな天使に囲まれても顔色一つ変えない対天使兵器ルシフエリオンが、僕に拒絶されることを恐おそれて怯えている。

「ヒソカ……」

　捨すてられた子こ猫ねこみたいに震ふるえて、サクヤは僕を見つめてくる。

「私は……頑がん張ばれるから……」

　怯えながらも、サクヤはそっと近づいてきた。僕の手に、手のひらを重ねる。

「これは、愛し合うために必要なことなんでしょう？　だったら、私は頑張れるから……。だから……続きを……して欲ほしい……」

　彼女の真まっ直すぐな視し線せんに耐えきれず、卑ひ怯きよう者ものの僕は、目を逸そらす。

「ヒソカ、なぜ黙だまっている？」

　小さく唇を嚙かんだ後で、サクヤは消え入りそうな声で言い募つのる。

「お願いだから……なにか言って……」

　悩なやんだ末に僕が発した言葉は、またしても最悪なものだった。




「……ごめんね」




　　　　[image: ]




　どうして──

　どうして〝あの人〟は、僕を殺してくれなかったんだろう。

　どうして、僕は死を選ばなかったのだろう。

　僕なんて死んだ方が良かったんだ。

　僕さえいなければ、この純じゆん真しんな少女は傷きずつかずに済すんだのに……




　　　　[image: ]




「シド。おまえはそこで最低の選せん択たくをした」

　胸むなぐらを摑つかんで僕を持ち上げたまま、高天原センパイは生徒会室の壁かべに僕を押おしつけた。背せ中なかに突つき刺ささったままのガラス片へんがめり込こみ、裂さかれるような痛いたみが走る。

「おまえは、有栖川を置き去りにして逃にげやがったのだからな」

　そう。僕は、卑怯にも──逃げた。

　彼女をもっと傷つけるとわかっていながら、逃げ出した。

　サクヤは醜くなんてない。

　本当に醜いのは──僕の方だ。

　僕のココロは、あまりにも、醜い。

「おい、シド！　わかっているのか!?」

　センパイの拳こぶしが鼻っ面つらに炸さく裂れつした。めぎッという嫌いやな感かん触しよくが走る。鼻び骨こつが折れたようだ。鼻の奥おくから熱い液えき体たいが噴ふき出す。

「有栖川がどんな気持ちで、おまえとの夜を迎むかえようと決意したか！　どれほど恐きよう怖ふし、どれほどの勇気を振ふり絞しぼったのか！　おまえはわかっているのか!?」

　折れた鼻を治ち癒ゆするために光の粒つぶが弾はじけ出す。懸けん命めいに手で押さえて隠かくそうとした。

　しかし、センパイは鼻で嗤わらう。

「隠さなくてもいい。おまえが、妙みような力で不死身になってるのは知ってる」

　襟えり首くびを摑まれたまま、発作的に腰こしに手が伸のびた。隠していた銃じゆうを引き抜ぬき、センパイに向けようとして──

「くだらないことはするな」

　すぐさま銃をはたき落とされた。重い金きん属ぞく音を響ひびかせて拳けん銃じゆうが部屋の隅すみへと転がる。

　センパイの腕うでが僕ぼくの腕に絡からみ──ごきり。

「ぐあああああっ[image: !!!]」

　左ひだり肩かたの関節を外された。襟首を摑む手を放し、僕を床ゆかにたたきつけると──ごきり。

　右肩の関節も外されてしまう。脱だつ臼きゆうのあまりの激げき痛つうに、目眩めまいがした。脂あぶら汗あせが噴ふき出る。

　高天原センパイは、横たわる僕の上に馬乗りになった。

「おまえが不死身の怪かい物ぶつだからと言って、学校から放ほう逐ちくするような真似まねはしない。クラスメイトにも知らせることはない。シドが学校の安全を守るために奔ほん走そうしていることを知ってるからな。安心しろ」

「…………知らないフリ、してたんですね」

「ふん、この私が、目的も知らないのに銃器を提てい供きようするわけないだろう？」

　僕の両肩にセンパイは手を置いた。脱臼した肩関節に親指をねじ込む。

「……ぐあ……あああああっ！」

「それだけじゃない。全国から《転校生トランスフアー》を集めてやったのも私だ。街を守るおまえをサポートするためにな。……まさか、おまえ、偶ぐう然ぜんに縁えん遠どう丹に闇やみみたいな力を持つ生徒が集まってきたと思ってたんじゃあるまい？」

「で……出来すぎだとは思ってましたけど」

　この迷めい惑わくすぎる人に、陰かげながらサポートされてたってコトかよ……。格かつ好こう悪ぃな……。

　肩から手を放し、生徒会長は僕の顔を覗のぞき込んだ。

「良い機会だから、どうして私が、おまえにちょっかいを掛かけているか教えてやる」

　顔を背そむけようとすると、顎あご先さきを摑つかまえられた。真まっ直すぐに僕の瞳ひとみを見つめて、

「おまえが、あまりにも不毛な恋れん愛あいをしていると知ったからだよ。……詳くわしい事じ情じようはわからん。だが、懸けん命めいにシドが街を守り続けているのは、惚ほれた女のためだ。そうだろ？」

「……なぜ、そう言い切れるんですか？」

「私を誰だれだと思っている。伊達だてや酔すい狂きようで恋愛原理主しゆ義ぎ者しやを標ひよう榜ぼうしてるわけじゃない。そんなもん、おまえの顔見りゃわかるよ」

　僕の顎を捕とらえて、顔を揺ゆさぶる。

「愛いとしい人に逢あいたくて堪たまらないって顔して、街を駆かけずり回っていたからな……。だから、私はおまえに協力してやることにした」

「武ぶ器きを提供してくれたことは感かん謝しやしてます。高天原家の権けん力りよくもありがたいです。でも……」

　血の混まじったツバをセンパイに吐はきかけた。

「……助けてくれなんて頼たのんだ覚えはねえよ」

　頰ほおについた血液を手の甲こうで拭ぬぐうと、センパイはその手を振り下ろした。右拳が僕の顔面にめり込む。

「なあ、シド？　そうやってひねくれ者を演えんじているのは楽しいか？　悲ひ劇げきのヒーローを気取っているのは楽しいか!?」

　左の拳も打ち込まれた。衝しよう撃げきが脳のうを揺らし、意い識しきが飛びかける。

「ふざけるな！　ヘラヘラ笑って女心を弄もてあそぶんじゃない！　利用するんじゃないよ！」

　気き絶ぜつする間もなく、拳が打ち下ろされた。

「簡かん単たんに人の気持ちを傷きずつけるんじゃないよ！」

　僕の顔面に拳の雨が降ふり注ぐ。

　何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も何発も。

「本当は大切なくせに！　守りたくて仕方がないくせに！　おまえの勝手な都合で壊こわそうとするんじゃないよ！」

　癒いえる間もなく殴なぐられるから、僕の顔はグチャグチャになった。皮ひ膚ふが破やぶれ、歯は折れ、肉が裂さけ、骨ほねにヒビが入った。あまりに痛いたすぎて、途と中ちゆうから痛みを感じなくなりはじめる。ただ、ひたすらに、熱かった。センパイの拳こぶしが、とても熱い。

「自分を偽いつわるなッ！　私は、そういうのはヘドが出るんだッ！」

　センパイの拳も血に染そまっていた。傷つき、ボロボロになっても、それでも殴り続ける。

　水風船を叩たたきつけたような音が、生徒会室に幾いく度ども幾度も響き渡わたった。

「おい！　なんとか言えよ！」

　僕の襟えり首くびを摑つかんで、センパイは血ち溜だまりの中に頭を打ち付けた。

　頭の中に靄もやがかかっている。思考が定まらない。顎の骨がおかしくなっていて、口が上手うまく動かなかった。

「……それで……も……」

　消え入りそうな意識を必死につなぎ止めて、僕は唇くちびるを動かす。

「それ…でも……、僕は……自分を偽らなきゃ……いけないんです……」

「なぜだ!?」

「〝あの人〟が……死んでしまうから……」

　眼がん球きゆうがどうにかなっているのか、僕を見下ろすセンパイの顔が歪ゆがんでいた。

「僕の愛する人が……いなくなってしまう……。僕が……待っていてあげなければ……」

　血けつ液えきが気道に入って苦しかった。激はげしく咳せき込みながら、それでも続ける。

「〝あの人〟が生きている証しよう拠こは……約束……だけなんです……。卒業の日に、戻もどってきてくれる……約束……」

〝あの人〟は天使と戦い、行方ゆくえ不明になった。高校に入学した当初、僕は学校にも行かず、愛する人を探さがし続けたんだ。

　けれど、クレーターみたいに抉えぐれた大地や、〝あの人〟が使っていた拳けん銃じゆうが落ちているのを見つけて──僕は、探すのをやめた。

　決定的な《証拠》を見つけてしまうのが怖こわかった。〝あの人〟が死んでしまったなんて《事実》を見つけたくなかった。

　だから、待つことにしたんだ。




　──約束するよ

　　　　必ず、きみを、殺してあげる

　　　　　卒業の日、この満開の桜さくらの下で




〝あの人〟が残してくれた約束だけを信じて、

　僕は待ち続けることにした。

「愛する人が……まだ生きてるって証拠は……《僕の想おもい》だけなんです……」

　文字通り血を吐はきながら、言葉を紡つむぐ。

「……待つのをやめてしまったら……。もし、僕が、誰かを好きになってしまったら……〝あの人〟が……死んでしまうんです……」

　揺ゆらぐ視し界かいの中、センパイは辛つらそうに唇を嚙かんだ。降り注ぐ拳の雨は止やんでいた。

「僕は……甘あまいから……どうしようもなく、甘っちょろいから……大切なものを増ふやしてしまいました……。それは、仕方がない……僕が悪いんだ……。だけど……だけど……」

　懸けん命めいに口を動かし続ける。センパイに聞かせたかったからじゃない。

　きっと、僕自身、この想いを吐き出したかったんだろう。

「誰かを好きになることだけは……ダメなんです……。僕は……恋こいをしてはいけないんです……。愛する人を、守るために……」

　グチャグチャになった顔面が癒えていった。歪んでいた視界もクリアになっていく。

　センパイは優やさしい顔で僕を見下ろしていた。

「シド……やっぱりおまえは不毛な恋をしてたんだな……」

「……不毛なのは、僕が一番よくわかっています……。僕はエゴのためだけに人のココロを弄ぶ最低のヤツで……、本来なら殴る価か値ちもないってことも理り解かいしてますよ。でも……こんな自分をもう変えられないんです……」

　折れていた頰ほおの骨ほねがくっついた。お得意の作り笑え顔がおを浮うかべてみせる。

　僕は、こうやって生きていくしかない。

　作り笑いで誤ご魔ま化かして、軽口ではぐらかして、ひたすらに自分を偽って生きていくしかないんだ。

「サクヤのために怒おこってくれて……ありがとうございます。傷きずつけた僕が言うのもアレですけどね」

「…………」

「それじゃ、どいてもらえますか？」

「……イヤだね」センパイは馬乗りになったまま動こうとしなかった。

　優しく、けれど強い口調で言い切ったんだ。

「私を誰だと思っている。伊達だてや酔すい狂きようで恋れん愛あい原理主しゆ義ぎ者しやを標ひよう榜ぼうしてるわけじゃないんだ。放ほうってはおけないよ」

「センパイがなにを言おうと、僕は、」

「ああ、わかってるさ。私は部外者だ。詳くわしい事じ情じようは知らない。知りたいとも思わない。なにを言おうと、他人ひと事ごとにしか聞こえないだろう。……だけど、それでもいいから、私の妄もう言げんに耳を傾かたむけていってくれないか」

　本当を言えば、聞きたくなんてなかった。でも、ボロボロになった高天原センパイの拳こぶしを見たら、なにも言えなくなってしまう。

　長い、長い沈ちん黙もくの後で──

　センパイは落ち着いた口調で話し出した。

「いなくなってしまったおまえの恋人は、こんな風に言っていたんだよな？　『──必ず、きみを、殺してあげる』と」

　美しく舞まい散る桜の雨に打たれながら、

〝あの人〟は、確たしかに僕にそう告げた。

　その約束だけが、僕を支ささえ続けてきたんだ。

♪Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を

　ああ、そうだ……そういえば、別れ際ぎわにも〝あの人〟は大好きな曲を口ずさんでいた。

　愛する人の透とう明めいな声が、僕の耳に蘇よみがえる。

♪The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ

「なぜおまえを殺さなきゃいけないのか……私にはわからない。だけど、おまえと交かわした約束から、一つ読み取れることがある」

♪A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの

「この約束には、もう一つの意味が秘ひめられている。この言葉は《卒業の日に殺す》という意味ではない。この言葉は──」

♪I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと










「《卒業の日まで生きてくれ》という意味だ」










♪I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛している

「おまえと交かわした約束は《精せい一いつ杯ぱい、高校生活を全うしてくれ》という意味だ」

《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛している》

　この曲を初めて聴きかせてくれたとき〝あの人〟は、こんな風に言っていた。







　──どうしてこんなタイトルなんだろうって考えてみたの

　　　愛する人に《ずっと生きていて欲ほしい》って意味なのかもしれないわね







　次々と脳のう裏りに蘇ってくる、〝あの人〟の声。愛する人と交わした、やり取り。







「お願いだから、ぼくを殺してよ……」

　──どうして？

「ぼくが死ねば《世界滅亡カーテンコール》は終わるんだろ？」

　──そうね

「僕の父さんや、来夏のお母さんや、クラスメイトたち……みんな、みんなみんな、ぼくが生きていたから天使に殺されたんだろ？　ぼくのせいで、回かい収しゆうされちゃったんだろ？」

　──そうね

「もう、生きていたくないんだ。死にたいんだよ……」

　──あなたが死ねば、きっと世界は救われるわ

「ぼくを殺してよ。そして、みんなを助けてよ……！　ぼくを……助けてよ！」

　──だけど、死んではダメ

「どうして!?」

　──あなたが死ねば、きっと世界は救われる。けれど、あなたの〝世界〟が終わってしまうわ。それは、世界滅亡カーテンコールと同じよ

「意味がわかんないよ！」

　──それじゃ、言い方を変えるわね

　　　あなたが死んだら、私は悲しいから

　　　だから、死なないで。

「悲しい……？」

　──精一杯生き抜ぬいたと胸むねを張はれるまででいいから。それまで、生きてみて







　いつだって、〝あの人〟は、たった一つの言葉を僕に投げかけ続けた。

　──きみは、生きているの？

　くそったれなセカイに翻ほん弄ろうされて《死ねない死にたがり》になってしまった僕に、そう問い続けたんだ。

「なあ、シド。おまえは本当に、愛する人との約束を守っているのか？」

　今の僕ぼくを見たら〝あの人〟はどう思うだろう？

　愛してると言ってくれるだろうか？

　桜さくら霞がすみの向こう側へ消えてしまった彼女は、優やさしく微笑ほほえんでいたけれど……今の僕を知っても、同じ笑みを浮うかべてくれるだろうか？

　傷きずだらけの両手で、センパイは僕の頰ほおに付いた血を落としてくれた。

「おまえは、有栖川を傷つけようとした。だが、それもまた逆ぎやく説せつ的な行こう為いだ。有栖川が大切だからこそ、傷つけようとしたのだからな。おまえの行動は、有栖川が『大切だ！』と身体からだ全体で表ひよう現げんしたようなものだ」

「恥はずかしい表現はやめてくださいよ……」

「ふふ、照れるな」

　血の流れ続ける手で、高天原センパイは優しく僕の髪かみを撫なでる。

「その想おもいが、恋こいなのかわからない。愛になるかはわからない。だが、芽め吹ぶいた想いを自らの手で摘つむようなマネだけはするな」

　しばらく考えた後で、馬乗りになったままのセンパイを見上げた。

「……一つ、教えてくれませんか？」

「なんだ？」

「僕は最低の人間なんです……みんなを苦しめて、なお生き続けてる……。こんな僕でも、人を好きになってもいいんですか？」

「その質しつ問もんは、そもそも前ぜん提ていを間ま違ちがえている。恋というのは、否いや応おうもなくココロに降ふってきてしまうものだ。抗あらがうこともできずに、好きになってしまうんだよ。要は、その想いと《どう向き合うか》という問題なんだ」

「…………」

「心変わりは罪つみではない。愛することは悪ではない。恋をしろ。愛し合え。愛だけが、世界を救うのだから」

　しかし、そこでセンパイはニヤリと笑った。

「……なぁんて、言ってはいるが、実は、私は《愛が世界を救う》なんて信じちゃいないんだ。愛なんて、所しよ詮せんエゴに過すぎない。この世から不幸をなくしてくれるわけじゃない。愛は、世界を、救わない」

「……え？　その言葉はセンパイの決めゼリフだと思ってましたけど……」

「ああ。だけどな、シド。私はこう思うんだ。世界が滅ほろびる瞬しゆん間かん、そんなくそったれな時を迎むかえることになったとしても……誰だれかと懸けん命めいに愛し合っていたのなら、安らかに死ねると思わないか？　イイ人生だったと笑って死ねると思わないか？　そいつの《セカイ》は、愛によって救われたと思わないか？」

　センパイは僕の上半身を抱だき起こした。

　そして、強く抱きしめてくれたんだ。

「だからこそ、私は叫さけぶ。声が嗄かれても叫び続けてやる。愛だけが、おまえを救うんだ！　おまえのセカイを救うんだ！」

　背せ骨ぼねが折れそうなくらいに、

　センパイは醜みにくい僕を強く抱きしめて、

「すなわち──愛は、世界を、救うんだよ！」

　あまりにバカバカしい。くだらない言葉だ。甘あまっちょろくて、青あお臭くさくて、照れ臭くて、耳が腐くさってもげそうだね。やってらんないよ。

　抱きしめられたまま、僕は口を開く。

「あの、センパイ……」

「なんだ。私の言葉に感動してぐぅの音も出ないか？」

「いえ、とんでもなく柔やわらかいものが顔に当たってます。息が出来ません」

　センパイはさらにグリグリと胸むねを押おし付けてくる。

「ふふ、キモチイイだろう？　なんせありったけの愛が詰つまってるからな！　うりうり」

　だけど……どうしてだろう？　センパイのたわ言が、どれもこれも僕のココロに響ひびいてきた。やけに格かつ好こう良く聞こえたんだ。

　生徒会長の爆ばく乳にゆうに埋うもれたまま、憎にくまれ口を叩たたいた。

「センパイ。僕は、あなたが、大だい嫌きらいです」

「シド。私は、おまえが、大好きだよ」

　高天原センパイは最高にイカした表ひよう情じようで、ウィンクしてみせたのだった。
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　高天原センパイの言葉に絆ほだされたわけではないけれど、僕はサクヤに謝あやまりたかった。とにかく、もう一度会いたかったんだ。

　だから──

　夜。神かみ代しろ市。住じゆう宅たく街がい。

　天使の出しゆつ現げんする気配──《違い和わ感》の漂ただよってくる方向へ自転車を走らせていた僕は、このときばかりは天使に感かん謝しやしていた。

　サクヤは学校にも家にもいなくて、見つけられなかったんだ。僕に会いたくないからかもしれない。

　だけど、律りち儀ぎなサクヤのことだ。天使が出現すれば倒たおしに出てくるだろう。

　オオオオオオォォォォォォ──……

　天使の慟どう哭こくが住宅街に木霊こだました。もう既すでに出現してしまった後のようだ。急がなければ、被ひ害がいが出てしまう。

《違和感》の漂ってくる家の前で、僕は自転車を倒して停とめた。急いで庭へと駆かけ込こむ。

　ごく平へい凡ぼんな家屋の庭先で、この世のものではない悪あく夢むのような光景が展てん開かいされていた。

　白大理石で作られたような身体からだを持つ、怪かい物ぶつが空中に漂っていたんだ。腕うで代わりに取り付けられた錆さび付いた鉄てつ棒ぼうを振ふり上げて、悲しみに満ちた声を上げる。

　その家の子どもが植えたのだろうか。プランターの中の朝顔の葉が、不ふ吉きつな風に吹ふかれて微かすかに揺ゆれた。

　そのようすを見ている人ひと影かげがあった。桜ヶ丘高校の制せい服ふくを着た女生徒──サクヤだ。

　対天使兵器ルシフエリオンは、庭の隅すみに立って呆ぼう然ぜんと天使を見上げていた。

「サクヤ！」

　声を掛かけると、彼女はビクッと肩かたを震ふるわせた。その手には大たい剣けんの柄つかを持っているけれど、刃やいばは出現させていない。

「ヒソカ……」

「きみに、話がある。でも、その前に、あの天使を倒すのが先だ！」

　しかし──サクヤは首を横に振った。

「おい、どうしたんだよ!?」

「ダメなの……」

　その手から、剣の柄が滑すべり落ちる。

「刃が出せない……。天使を殺す《力》が無くなってしまった……」

　オオオオオオォォォォォォ──……！

　僕たちを嘲あざ笑わらうかのように、天使の咆ほう吼こうが住宅街を揺るがした──


【卒業まで　残り２３８日】









　　　悪夢──nightmare２　８月16日　17時30分







「うううううううううううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　神かみ代しろ駅近く。マンションの一〇階。クーラーをガンガンに効きかせた寝しん室しつ。

　縁えん遠どう丹に闇やみ──にゃみはキングサイズのベッドに横たわって毛もう布ふにくるまり、うなり声をあげていた。

　毛布が必要なくらいならクーラーを止めればいいと思うかもしれない。でも、にゃみはクーラーを効かせまくった部屋でお布ふ団とんに潜もぐり込み、ぬくぬくゴロゴロするのが好きなのだ。だから致いたし方ないことなのである。エコロジーとは縁えん遠どおい少女なのだ。

「うううううううううううぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　うなり声をあげ続けていたにゃみは、大きな声でわめいた。

「もう限げん界かいですっ！　ひぃセンパイに、会ーいーたーいーっっっ！」

　夏休みに入ってしばらく経たった頃ころ、ひぃセンパイ──椎し堂どう密ひそかは出掛けてしまったようなのだ。いつになったら戻もどって来るのかはわからない。誰と一いつ緒しよなのかも知らない。行き先すら教えてもらえなかった。旅行に行く前に一度だけ血を吸すわせてくれたけど……

　にゃみは、だだっ子みたいに手足をジタバタさせる。

「もうっ、ひぃセンパイのバカっ！　バカバカっ！　イジワルっ！　鬼き畜ちくっ！　わたしは、ひぃセンパイの血がなくっちゃ生きていけないのにっ！　きっと、わたしが飢うえ死にしちゃってもいいって思ってるに違ちがいないですっ！　ひぃセンパイなんてだいっきらいですーっ！」

　にゃみは《嗜し血けつ症しよう》という病気に罹かかっている。人の血が飲みたくて、仕方がなくなってしまう病だ。

　嗜血症に罹り患かんして以来、普ふ通つうの食事を受け付けなくなった。無理すれば食べられるし、ちゃんと栄養も補ほ給きゆうできるけど……どうしてもオイシイとは思えない。誰かに血をわけてもらう必要があるんだ。

　だけど、今はひぃセンパイ以外の血は、飲んじゃいけないってことになってる。それが、桜さくらヶが丘おか高校に通う際さいに高たか天まが原はら家と交かわした《約束》だから。

　桜ヶ丘高校に編へん入にゆうする前は、全ぜん寮りよう制せいの女子校に通っていたんだけど……当時は、親友の小お此この木ぎ神楽かぐらってコに血をわけてもらってた。神楽はすごく優やさしい女の子で、片かた目めが猫ねこ目めで部室に籠こもりっぱなしのにゃみにも話しかけてくれたのだ。

　にゃみが《嗜血症》なんてヘンテコな病気に罹ってしまっていて、動物の血を試ためしたりとか──あんまり想おもい出したくないけれど男の人とヘンなコトをして（最後まではシてないけど）代わりに血をもらってるって知ると、神楽は「だったら私の血を飲みなよ。私、リスカが趣しゆ味みだから」なんて言ってくれた。

　以来、神楽の血を吸うのが日課になった。

　暗い部室で二人きり。

　神楽はカッターで手首を切って。

　にゃみはその血を舐なめ取った。

　誰にもナイショの秘ひ密みつの儀ぎ式しき。

　だけど──それが原げん因いんで、神楽は死んだ。

　貧ひん血けつ気味になってしまった彼女は、駅のホームで倒たおれた。

　神楽の上を電車が通って、それで、全すべてがオシマイ。

　その後で、神楽にはリスカの趣味なんてないって知った。血をわけるためだけに、そんなウソを吐ついてたって……

　どうしてそんなウソをついたのか。なんで、そこまで優しくしてくれたのか、今でもわかんない。わかんないけれど、ただひたすらにショックだった。

　二人の《秘密》が学校にバレて退たい学がくすることになったけど、もうどうでもよかった。

　高天原家から《桜ヶ丘高校では、普通の学校には通えなくなってしまった生徒たちを復ふく学がくさせています。縁遠丹闇さんも転校しませんか？》なんて打だ診しんがあって、自分を疎うとましく思ってた親が勝手に編入を決めてしまったけど……抗あらがう気すらなかった。

　親友を殺してしまったことが辛つらくって、死んでしまいたいって思ってたから。

《人の血を吸ってはならない》──それが高天原家が命じてきた復学の条じよう件けん。

　ああ、ちょうどいいなって、にゃみは思った。

　もう誰も殺したくなかったし。誰の血も飲みたくなかった。

　このままいれば、きっと飢え死にしてしまうだろう。いっそのこと、死んじゃえばいいんだ。本当の《縁遠丹闇》はネット上にしか存そん在ざいしない。現げん実じつの《わたし》の肉体なんて滅ほろんじゃえばいい。

　そんな風に想っていたのに……ひぃセンパイに出で逢あってしまった。

　センパイは優しい笑え顔がおを浮うかべて、

『縁遠丹闇ちゃん、だね？　僕と、取引をしないか？』

　そして──わたしは、ひぃセンパイのドレイになった。

「ひぃセンパイ以外の血は飲めませんのにっ！　もうわたしは、他の人の血なんて吸いたくありませんのにっ！　そんなわたしを置いて旅行に行っちゃうなんてあんまりですっ！　ひどすぎます！　ひぃセンパイの鬼畜っぷりは銀ぎん河が系の彼方かなたまで響ひびき渡わたりますよっ！」

　毛布の中で抱だきしめていたドラえもんのぬいぐるみをぼいっと放ほうり投げた。壁かべに当たったドラえもんはガサリと音を立てて転がる。部屋の片かた隅すみに放っておいた宅たく配はいの荷物に当たったんだ。

　ベッドの上をゴロゴロと転がって移い動どうし、荷物を引き寄よせた。膝ひざの上で包ほう装そう紙しを乱らん暴ぼうに破やぶいて中身を取り出すと、箱はそのまま放り投げてしまう。ゴミ箱はあるけれど、使うことはあんまりなかった。掃そう除じはハウスキーパーさんがしてくれるし。

　中に入っていたのは──浴衣ゆかた。ネット通つう販はんで買ったものだ。

　暑い中を縁えん日にちに出で掛かけたりするなんて、想そう像ぞうするだけでゾッとする。ひぃセンパイが一いつ緒しよでも、できれば遠えん慮りよしたいところだ。

　でも、男の人って、浴衣を着た女の子が好きだって聞いたから、手に入れてみることにした。ひぃセンパイが喜んでくれたら嬉うれしいし。

　ベッドの上に座すわり込んだまま、プリントアウトしておいた《浴衣の着付け方》を参考にしつつ、ちょっと着てみることにする。

　鮮あざやかな緑みどりのグラデーションに白い蝶ちようが染められたミニ丈の浴衣ゆかた。金色のチェーンやクロスが縫ぬい込まれてたり、おそろいの十じゆう字じ架か付きのニーソがついてたり。ヘンテコな感じで最高にイカしてると思う。裾すそや袖そで口ぐちから見えるフリルも、すごくかわいい。

　悪戦苦く闘とうすること二〇分。ようやく着付けることができたから、鏡の前に立ってみた。

　浴衣を着た鏡の中の自分は──我われながら、結けつ構こうかわいいかもって思う。

　これなら、ひぃセンパイも喜んでくれるんじゃないかな？　ひょっとしたらわたしの魅み力りよくにノックアウトされちゃって「ガマンできないよ！　にゃみちゃん！」なんて押おし倒されちゃうかもしれないっ！　長年の夢ゆめだった「や、やめてください、ひぃセンパイっ♡」「もうやめられないよ！　ごめんね、にゃみちゃんっ！」「ああんっ、センパイっ。荒あら々あらしすぎですぅっ！」「にゃみちゃん、好きだ！」「わたしもですー！」なんてドリーミンな会話が展てん開かいされちゃうかもっ！　ああ、そうなったら、なんて素す敵てきだろう♡

　頰ほおが緩ゆるんでしまうのを感じつつ、鏡に向かって微笑ほほえんでみた。

「ひぃセンパイっ♡　大好きですよっ♡」

　……………………。

　なんだか、急に空むなしくなってきた。

　ぼふっっっ──ため息を吐つきつつ、ベッドに倒れ込む。浴衣に縫い込まれた十字架がシャランと鳴った。

「ばっかみたい……」

　きっと──にゃみは思う。

　ひぃセンパイは、どんなにかわいくてセクシーな格かつ好こうをしてすり寄よったとしても、自分から手出しをすることはないだろう。恐おそらく、指一本触ふれないはずだ。

　ひぃセンパイとキスだっていっぱいした。センパイはキスが上手だから、唇くちびるを重ねるだけでトロかされそうになる。

　ううん、キスだけじゃない。それ以上のこと、いっぱいしてる。

　わたしの身体からだには、ひぃセンパイの唇が触れてない場所なんてない。弱い部分もぜ[image: ][image: ][image: ][image: ]んぶ知られてしまっていて、ひぃセンパイの指先が触れるだけで、わたしはすごくえっちぃ女の子になってしまう。

　でも、それは──全すべてわたしが望んだこと。

『お願いですから……シて欲ほしいです』

　そうお願いしたから、ひぃセンパイはそれに従したがった──ただ、それだけのこと。

　わたしのハッキング能のう力りよくが必要だから、

　わたしの言いなりになってくれているだけ。

　それはわかってる。わかってるんだ……

　ベッドに横たわったまま、にゃみは呟つぶやいた。

「好きって言ったら、どうなるかな……」

　そんな風に考えない日はない。

　考えるだけで、言わないけれど。

　布団に顔を埋うずめたまま、ひぃセンパイのことを考えていたら、なんだかヘンな気分になってきてしまった。

　両手両足で抱かかえ込こむみたいに、ぎゅーっと毛布を抱きしめて、ベッドの上で転がる。

　ごろごろ。ごろごろごろ。ごろごろごろごろごろごろ。

「早く、ひぃセンパイ、帰って来てください……。わたしは気が狂くるってしまいます……」

　と、ひぃセンパイの声が微かすかに部屋に届とどいた。

『にゃみちゃん、メールが届いたよ』

　電子メールが着信すると、ひぃセンパイの声が流れるようにしてあるんだ。センパイに頼たのみ込んで、音声を録音させてもらった。

　浴衣のまま部屋を出て、コンピュータルームへと向かう。

　室内は真っ暗だ。しかし、左側の猫ねこ目めは暗い方が見やすかった。のたくったコード類につまずくこともなく、ＰＣが作り出す迷めい路ろみたいな細い道を進み、いつもの《定位置》に辿たどり着くことができる。

　メールはハッカー仲間からのものだった。頼んでおいたものが届いたみたいだ。

　英語で書かれた文面には、こんな風に書かれていた。

《kitty cat、こんな昔の曲をご所望なんて、珍めずらしいな。どういう風の吹ふき回しだ？　まあいい、余よ計けいな詮せん索さくをしないのがルールだからな。データは圧あつ縮しゆくしてある。passはナイショだ。おまえなら、簡かん単たんに破やぶれるだろ？》

　kitty cat は愛あい称しようのようなものだ。

　クラッキングしてイタズラをしたサイトに《にゃみ印じるし》と呼よんでいるネコのマークを貼はり付けておいたら、いつの間にかそんな風に呼ばれるようになってしまった。個こ人じん的に、その愛称は気に入ってないけど。

　手て製せいの暗号解かい読どくツール《にゃみ式・改》に放り込むだけで、ものの数秒でpassは破ることができた。ｍｐ３データが展開され、ピアノのイントロが流れ始める。

《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる》

　六〇年代のオールディーズだそうだ。ひぃセンパイがいつも口ずさんでいたから、手に入れてみることにした。

　一いつ緒しよに添てん付ぷされていたテキストファイルには、歌か詞しが書かれている。










Loves, so that want to kill.

──殺したいほど、愛してる──







Imagines. Tomorrow when you are lost.

ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を




The sun is lost. A star doesn't twinkle.

太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ




A breeze stops. The song of a little bird disappears.

そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの




I love you. If you are lost, the world is meaningless.

つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと




I love you. Loves, so that want to kill.

だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛している







Suddenly. Sadness knocks on the door.

悲しみは、いつだって突然やってくるのね




I missed you, and my world is over.

あなたを失ってしまい、私の世界は終わってしまった




Why does the sun rise, and is the star blinking ?

それなのに、どうして明日はやってくるのかしら




I love you. Take me to the world where you are.

私も連れていって欲しい。あなたのいる世界へ




I love you. Loves, so that wanted to kill.

だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる







　メロウな女じよ性せいの歌声。メランコリックな曲調。スピーカーを見つめて眉まゆを顰ひそめた。

「……暗い曲ですね。なんで、ひぃセンパイは、こんな歌が好きなんでしょう？」

　でも、にゃみもこの歌が好きになれるような気がする。《坊ぼう主ず憎にくけりゃ袈け裟さまで憎い》。その言葉は、逆ぎやくもまた真なのだ。

　ピアノの旋せん律りつが途と絶だえ、曲が終わった。唄うたえるようになるために、リピートを掛かけてもう一度、再さい生せいする。ついでに、センパイにプレゼントしてあげるため、ｍｐ３レコーダーにデータを吸すい取った。

　そのとき──どこか遠くから声が聞こえてきた。




　オオオオオオオオオオォォォォ──……




「なに……この声……？」

　悲しみに満ちた慟どう哭こく。

　だけど、なぜか、もの悲しい曲調に合っているような気がした。

















７月17日（金）

　さくら舞い散る、夏の日に

　　──Last dance──















《それ》は、気付かないうちに。

　まるで粉雪のように。

　舞まい散る桜さくらの花びらのように。

　ふわり、と舞い降おりてくる。

　音もなく。なにげなく。さりげなく。
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「天使を殺す《力》が無くなってしまった」

　サクヤにそう告げられた僕ぼくは、あまりにも滑こつ稽けいだった。

　格かつ好こう悪いくらいに狼ろう狽ばいしてしまったんだ。

　伝えたかったはずのたくさんの想おもいも言葉も、泡あわのように弾はじけて消えてしまった。

「ちょ、ちょっと待っててくれよ。すぐに天使を追い払はらうからさ」

　天使に僕の腕うでを与あたえると、満足して空へと帰ってくれる。サクヤが来てくれる前までは、そうやって天使を追い返していたんだ。

　拳けん銃じゆうで肩かたを撃うち抜ぬいて、腕をもぎ取ろうとしたけれど、急所を外したのか一発では撃ち抜けなかった。

　何発も銃じゆう弾だんを撃ち込こんで、気き絶ぜつしそうになりながら、自分の腕をもぎ取る。

　その銃声を、サクヤは顔を伏ふせたまま、唇くちびるを嚙かんで聞いていた。

　なんとか天使を追い払った僕は、片腕の回かい復ふくを待たぬまま、サクヤを夜の公園へと連れて行った。

　スポットライトみたいに街がい灯とうが照らしている公園のベンチにサクヤを座すわらせる。

　彼女の隣となりに座った僕は、引きつったような笑えみを浮うかべてみせた。右肩から、血けつ液えきと癒いやしの力を持つ光の粒つぶを撒まき散らしながら。

「《力》がなくなったなんて……、なんかの間ま違ちがいだろ？　もう一回、試ためしてみなよ」

　サクヤの手に、剣けんの柄つかを持たせる。

　だが、彼女はゆっくりと首を横に振ふった。

「……何度も試した。刃やいばが出せないの……。こんなことは……初めて……」

「そんな……やめてくれよ……」

　なにかの冗じよう談だんだろ……。そんな軽口を叩たたこうとしたけれど、サクヤの顔を見て言葉を失ってしまった。

「私はもう……おしまいだ……」

　サクヤの表ひよう情じようは、絶望に満ちていたんだ。

　彼女は対天使兵器ルシフエリオン。文字通り死ぬほどの訓練をくぐり抜けて、天使を屠ほふるための《力》を手に入れたんだ。戦うための《力》を失ってしまうということは、彼女にとって《死》と同どう義ぎなのかもしれない。

　なにがどうなって、彼女が《力》を失ってしまったのか、僕には見当もつかない。

　掛かけてやる言葉すら見つけられず、為なす術すべなく立ちつくす僕を、サクヤは虚うつろな瞳ひとみで見つめた。

「私には……もう、無理だ……」

　腕の再さい生せいしていく気持ち悪い音だけが響ひびく公園。三日月が輝かがやいている夜空には、雲が多かった。星はゼンゼン見えない。

　公園の噴ふん水すいも止まっていて、水は緑色に濁にごっていた。虫のたかる街灯が、ぼんやりと僕たちを照らし出している。

　あまりにも絵にならない光景の中、

　絶望的な表情でサクヤは唇を震ふるわせた。







「ヒソカとの《契けい約やく》を終わりにしたい」







　そのセリフの意味を理り解かいするのに、数秒を要した。

　僕は懸けん命めいに言葉を絞しぼり出す。

「悪いけど……契約の破は棄きなんて許ゆるさないよ」

　もはや、全すべてが手て遅おくれだって。

　ココロのどこかで気付いていたのに。
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　中学三年の秋。〝あの人〟が隠かくれ家がにしていた教会の近く。森の中。

　広場のように木々の開けた場所で、僕は拳銃を構かまえていた。空き缶かんに狙ねらいを定める。

　と、〝あの人〟の笑い声が聞こえた。

「そんな姿し勢せいじゃダメよ。グリップをしっかり握にぎって！」

「うるさいな。拳銃なんて撃ったことないんだから仕方がないだろ」

「……もうっ、つべこべ言わないでやるのっ」

　後ろに立った〝あの人〟は、肩かた越ごしに僕の手に手のひらを重ねてくる。

　背せ中なかに〝あの人〟の感かん触しよくを感じて鼓こ動どうが跳はね上がった。

「腰こしを落として……狙いを定めて……」

　心しん臓ぞうに静まれと命じつつ銃を構えた。標的代わりのジュースの空き缶を睨にらむ。

　ゆっくりと引き金を絞り──ドンッ！

　思いがけないほど大きな音がした。突つっ張ぱっていた腕に発はつ射しやの衝しよう撃げきが伝わる。

「うわああああ!?」

　ショックに耐たえきれず、後ろによろけてしまった。〝あの人〟を巻まき込んで、二人一いつ緒しよに草むらに倒たおれてしまう。

　下草が柔やわらかく支ささえてくれたから痛いたくはなかったけれど……くそっ。カッコワルイな。

「……僕には、銃なんて向いてないんだよ」

「ふふ、そんなことないわよ」

　直後、カランと乾いた金きん属ぞく音がした。

　空高く吹ふっ飛んだジュースの空き缶が落ちてきたんだ。

「ちゃんと当たったじゃない。密ひそかくん、素そ質しつあるわよ。これで天使とも戦えるわ」

　草むらに横たわったまま、〝あの人〟は僕の手を握った。

「密くん。きみは無力じゃない。きみのこの手で、運命を切り開くことができる」

「……僕を殺しにきたくせに」

　そんな軽口を叩たたいたけれど、本当は胸むねがドキドキしてどうにかなりそうだった。

　握りしめた〝あの人〟の手のひらが、

　温かくて。優やさしくて。
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「うわー？　いいにおいがするね？」

　午後五時。僕の家。キッチン。

　フライパンでチキンライスを炒いためていると、小さな鼻をひくひくさせながら妹の微かすかが二階から降おりてきた。

　高校二年生なのに、小学生のまま成長してないんじゃないかって疑うたがいたくなるくらいに小こ柄がらだ。それを言うと「これでも二センチも身長が伸のびたんだけどな!?」って怒おこられちゃうんだけどね。

　妹は食しよく卓たくに並ならんだ料理を見て瞳ひとみを輝かがやかせる。

「すごーい？　微の大好物ばっかりだよ!?」

　ハンバーグ。ナポリタン。オムライスにからあげ。小旗でもついてれば、お子様ランチに早変わりしそうなメニューだ。

　胸の前で手を組み合わせて、モジモジしながら微がすり寄よってくる。ちょっぴり頰ほおを染そめながら上目遣づかいで、

「んもう…お兄ちゃんも遠回しな人だよね？　こんなことしてくれなくても、微はなんでもしてあげるんだけどな？」

「コラコラ。なに言ってるんだ」

「つまり、お兄ちゃんが狙ってるのは、こういうことだよね？」

　食卓に載のっていた新聞から裏うら側がわが白いチラシを引き抜ぬき、マジックを走らせる。




《よくわかる！　お兄ちゃんのたくらみ！》




　お料理をつくる！　微、大喜び！
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　お返しに微は、お風ふ呂ろでお兄ちゃんの背中を流してあげる！
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　むふふ♡な展てん開かいに突とつ入にゆう！　必然的に！




　意味不明なフローチャートを僕に広げて見せながら、妹は笑えみを浮うかべる。

「ね？」

「なにが《ね？》だよ。そんなわけないだろ。多めに作ったから、微の分もあるけどね」

　微は不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせた。

「他の人のために作ってるのかな!?　あっ、まさかっ!?　サクヤとかいうコムスメのために作ってあげてるの!?」

「きみがコムスメとか言うな。小こ娘むすめっぷりだったら、微の方がずっと上だろ」

　頰を膨ふくらませた妹は、ジト目で僕を睨んだ。

「あの女がおうちに来るのかな？　敷しき居いをまたがせたくないんだけどな？」

「僕が行くんだよ。手料理を持ってね」

　サクヤはろくに食事もしていないみたいだし──という言葉は飲み込んだ。詳くわしい事じ情じようまで妹に話す必要はないからね。

「そういうわけだから、邪じや魔ましないでよ」

　再ふたたび調理を始める僕。ムスッとした表情のまま、微は食卓の椅い子すに後ろ向きに腰こし掛かけた。コーヒーをすすりながら手て際ぎわを眺ながめる。

　僕の手が空いたのを見計らうように、妹はトンッとマグカップを置いた。

「お兄ちゃん。微に、ちゅーして」

　奇き妙みような疑ぎ問もん形っぽい喋しやべり方ではなく、ひどく落ち着いた口調だ。目が据すわっている。

「……いいよ」

　言われた通り、微の額ひたいに僕は唇を寄せる。

　僕は──この手で妹を壊こわした。

　兄である僕を好きにさせた上で、この僕を殺させたんだ。兄を殺したと勘かん違ちがいしショックで、妹のココロはおかしくなった。

　だから、僕は微に《償つぐない》をしている。

「そんなんじゃヤダ。オトナのちゅーがいい」

「………………わかった」

　癒いえることのない妹のココロの傷きずを、僕は舐なめ続けているんだ。

　ちょっぴりコーヒーの味がするキスを終えると、妹は満足げに頷うなずいた。いつもの小悪魔っぽい雰ふん囲い気きに戻もどる。

「えへへ？　ありがと、お兄ちゃん？」

　椅子からぴょんと飛び降おりて、はにかむように微笑ほほえんだ。

「お兄ちゃんを殺そうとした微には、ワガママは言えないよ？　あの女のとこに行かないで、なんて、ね？　でも……ときどきでいいからお兄ちゃんを感じさせてね？」

　微は踊おどるようにキッチンを出て行った。

　肩かたを竦すくめて調理を再さい開かいする僕。サクヤの大好物を次々と作り上げていく。

「きっとサクヤも喜んでくれるよな……」

〝あの人〟への想おもいを守るために、僕はサクヤとの《絆きずな》を壊そうとした。《契けい約やく》だけで繫つながった、無む機き質しつな関係に堕おとしてしまおうと考えたんだ。

　僕の目もく論ろ見みはうまくいった。

　いや、うまくいきすぎた。

《絆》だけでなく、サクヤ自身をも──この手で壊してしまったんだ。

　天使を殺す《力》を奪うばってしまうほどに傷つけてしまった。

　僕ぼくがなすべきことは、きっと一つだけだ。

　妹にしているのと同じように、サクヤに対して《償い》をするしかない。どんなに時間が掛かっても……

「……この街には、サクヤが必要だからね」

　料理をタッパーに綺き麗れいにつめた僕は、冷れい蔵ぞう庫こからプリンを取り出した。プリンを手作りしたのは初めてだけど、うまくいったね。

　バスケットに料理とお皿、そしてプリンを入れて家を出た。サクヤの部屋に向けて、自転車を走らせる。

　なぜだろう……漕こぎおろすペダルは、心なしか重たく感じられた。




　川かわ縁べりに建つ年代物のアパート《大だい銀ぎん河が荘そう》。その二階にサクヤの部屋はある。

　せせらぎの聞こえる暗い窓まど辺べで、サクヤはぼんやりと膝ひざを抱かかえて座すわっていた。修しゆう道どう服ふくみたいな黒い服に身を包んでいるから、まるで喪もに服しているように見える。

　部屋に入っても、彼女は身動き一つしなかった。電でん灯とうの紐ひもを引っ張ぱりながら、

「せめて灯あかりぐらいつけなよ」

　二、三度明めい滅めつして、蛍けい光こう灯とうが点つく。

　照らされたサクヤの顔は、ギョッとするぐらいにやつれていた。白く綺き麗れいだった肌はだは青白くくすみ、頰ほおもこけたように見える。

「……食事してないんだろ？　ごはん作ってきてあげたよ。今、用意するから……その間に、お風ふ呂ろに行っておいで」

《大銀河荘》は、銭せん湯とうの隣となりに建っている。住人はただで入浴できるらしい。

　僕の言葉が聞こえていないかのように、サクヤは動かなかった。

　もう少しだけ強く、僕は命じた。

「行ってくるんだ」

　逡しゆん巡じゆんの後、サクヤは動き出した。幽ゆう鬼きのようなのろくさとした動作で部屋を出て行く。

　その後ろ姿すがたを見送った僕は、料理の仕上げを始めた。料理を温め直し、綺麗に盛りつける。お皿を並ならべようとちゃぶ台の上に載のった無線機を片かたづけようとして──

　それに気がついた。

　軍用の無線機には、一葉の写真が留とめられている。古びた写真には、ＡＲＩＣＥの訓練生だったサクヤが仲間たちに囲まれて不器用に微笑む姿が写っていた。戦友はみんな天使に殺されてしまったのか、顔が黒く塗ぬりつぶされていたけどね。

　以前、この写真を見かけた時、ひどく動どう揺ようしてしまったのをよく覚えている。

　だけど、今は──

　写真を手にとって唇くちびるを嚙かんだ。

「どういう意味だよ、これ……」

　サクヤの顔までもが、黒く塗りつぶされていたんだ。

《自分は死んだ》とでも言いたいのだろうか。天使を殺す《力》を失ってしまったのだから、もはやＡＲＩＣＥという組そ織しきの一員ではいられないのかもしれないし……

　激はげしい胸むねの痛いたみを堪こらえつつ、写真を無線機に戻した。

　ほどなくサクヤが戻ってきた。

　生気のない顔で立ちつくす彼女を、笑顔で迎むかえてあげる。

「早かったね。ごはんの用意できてるよ……って、髪かみが濡ぬれてるじゃん」

　長い髪から、ぽたぽたと水すい滴てきが垂たれていた。

「そのままじゃ風邪かぜ引くよ。……おいで。拭ふいてあげるから」

　バスタオルで髪を拭いてあげた。髪を乾かわかし、艶つややかな黒髪をブラッシングする。

「うまいもんだろ？　妹がさ、ときどき髪を結ゆってってせがんでくるんだよ」

　髪を結ってあげた僕は、ついでに足首の怪け我がに湿しつ布ぷを貼はってあげた。《僕にいいところを見せたかった》なんて理由で、彼女は足首にひどい打だ撲ぼくを負っていたんだ。

「これでよし、っと」包帯を巻まき終えて、サクヤにもう一度笑え顔がおを見せた。

「じゃ、ごはんにしよう。腕うでによりを掛かけたからさ。美味おいしいと思うよ」

　ちゃぶ台の前に座らせても、サクヤはなんの反はん応のうも見せなかった。

　もう一度、強めの口調で命じる。

「サクヤ。食べてよ」

　スプーンを握にぎらせると、ようやく彼女は料理を口に運んだ。

「どう？　美味しいかな？　きみの大好物ばっかり作ったつもりなんだけど……」

　しばらく機械的に料理を口に運んでいたけれど、すぐに食べるのをやめてしまった。

「あんまり……美味しくなかったみたいだね。次は、うまく作るからさ」

「…………」

　なにか言いたげにサクヤは、ほんの少し視し線せんを動かした。

　彼女の言葉を封ふうじるように、語気を強めて繰くり返す。

「また、作るよ。きみのためにね」

　対天使兵器ルシフエリオンの少女は目を伏ふせた。なにも言い返してこない。従じゆう順じゆんというよりも、ココロのない人形みたいだ。ただ僕の言葉に流されるままに従したがっている。

　どうせなら、睨にらみ付けて欲ほしかった。罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけ、責せめて欲しかった。その方が、どんなにラクかわからないよ……

「冷れい蔵ぞう庫こにプリンがあるから、気が向いたら食べてよ。手作りしてみたんだ。きみってプリンを食べてる時って幸せそうな顔するだろ？　あの笑顔、いいなって思ってたんだ」

「…………」

「また、あんな顔、見せて欲しい。……今すぐには無理かもしれないけどさ」

　再ふたたび膝ひざを抱かかえて、サクヤはうつむいてしまう。なんの感かん情じようもうかがえない、虚きよ無む的なほどの無表情をしていた。

「そんなわけでさ！」

　残された料理を片づけながら、滑こつ稽けいなほど明るい声を掛ける。

「今度、デートしようよ。『プリンフェスタがまた開かれてる』って言ってたよね？　今度の休みにでも、一いつ緒しよに行こう！」

　胸の痛みを、作り笑いで塗りつぶす。

　辛つらい顔をするわけにはいかない。サクヤを傷きずつけた僕に、そんな権けん利りなんてないんだ。

「日曜日、迎えに来るからね」

　一方的にそう告げて、部屋を後にした。
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　二日後。日曜日。サクヤとのデート当日。

　朝早く目が覚めてしまった僕は、自室のベッドに腰こし掛かけて拳けん銃じゆうを眺ながめていた。

　高たか天まが原はらセンパイに手に入れてもらっている通つう常じようの銃ではない。

　ＡＲＩＣＥのエンブレムが刻きざまれた、〝あの人〟が使っていた拳銃。〝あの人〟はサクヤとは違ちがい、二丁拳銃で天使と戦っていた。

　窓まどから差し込こむ陽光が、夏の彩いろどりを帯びていく。蟬せみの声を遠く聞きながら、傷だらけの銃身をそっと撫なでてみた。

　この銃は一見普ふ通つうのリボルバーに見える。しかし、通常の拳銃とは違う点があった。

　弾だん倉そうがないんだ。回転弾倉に似にた膨ふくらみがつけられているけれどダミーなんだよね。

〝あの人〟は教えてくれた。

　──この銃は《精せい神しん力》を弾丸にするの

　対天使兵器ルシフエリオンの身体からだに埋うめ込まれた装そう置ちによって精神力を増ぞう幅ふくし、発はつ射しやするのだという。詳くわしい理り屈くつはわからないけどさ。

　恐おそらく──僕は、思う。

　サクヤが振ふるう大たい剣けんの刃やいばも、同じようなシステムに違いない。出しゆつ現げんする刃は彼女の《精神力》によって作り出されたものなのだろう。

　それは、つまり、

「《力》を失ったのは、精神的なものが原げん因いんってことか……」

　精神的なショックが、サクヤから《力》を奪うばった。そして、彼女のココロを引き裂さいたのは、他ほかでもない──

「全すべては、僕のせいだよな……」

　時計を見る。九時半を回っていた。

　そろそろ支し度たくをしなくちゃいけないね。

　少しだけおめかしをして、シルバーアクセなんか付けてみる。髪かみ型がたも気にしてみた。

　……バカみたいだね。こんなことして、サクヤを癒いやすことができるかわからないのに。

　支し度たくを終えた僕は、ベッドに置いてあった、〝あの人〟の銃をこめかみに突つきつけた。

　もしも、僕の《精神ココロ》が凝ぎよう固こして、弾丸となって飛び出すとしたら、どんな銃弾が飛び出すだろう……？

　ゆっくりと引き金を絞しぼる。

　無む論ろん、弾たまは出ない。

《後こう悔かい》は僕を殺してはくれなかった。




　隣となり町まち。風かざ原はら市。スウィーツキングダム。

　そこは天使に襲おそわれて空き室となったビルのワンフロアを改装して作られたフードテーマパークだ。全国の有名なスウィーツのお店が出店していて、女の子に人気のスポットだった。近きん隣りんに住む中高生の定番のデートコースになっている。

　休日ということもあって、結けつ構こう混こんでいた。中世ヨーロッパの街まち並なみを模もしたようなパーク内。またもや《プリン・フェスタ》を開かい催さい中らしく、カスタードの甘あまい香かおりが漂ただよっている。「おいしー！」なんて嬉うれしそうな声があちこちで響ひびいていた。

　そんな幸せそうな雰ふん囲い気きにあって、僕たちのテーブルは異い質しつだ。氷のような無表情で、サクヤは黙だまり込んでいるんだから。

「食べていいんだよ？　プリン、好きだろ？」

「…………」

「前にココに来たときは、『今日の分のプリンを食べて来ちゃった』なんて悔くやんでただろ。でも、最近はプリンすら食べてないんだろうから、その分を今日食べたらいいよ」

　サクヤは返事をしなかった。スプーンを握にぎろうともしない。騒さわがしいスウィーツキングダムの園内で、僕とサクヤの上にだけ静せい寂じやくが降ふり積もる。

　こうしてると……ダメだね。どうしても、初めてのデートを想おもい出しちゃうよ……。

　あのときのサクヤははしゃぎまくっていて、とても楽しそうだった。

　こんな顔もできるんだな、なんて新しん鮮せんな驚おどろきを感じた。単なる《力》としか思っていなかったサクヤに、女の子らしい一面があるんだなって感動したんだ。

　……って、僕まで暗くなってどうするんだよ。

　懸けん命めいに笑え顔がおを作り直し、サクヤに明るく語りかけた。

　プリンを一口食べては「これは美味おいしいよ！」なんて騒いでみたり、クラスメイトの失敗談なんかを話したり。我われながら笑っちゃうくらい、必死にね。

　隣のテーブルに座すわったカップルが、大きなハート形のグラスに二本のストローを挿さして、二人して飲み始めた。なんでもカップルで一いつ緒しよに飲むとラブラブになれるなんて曰いわくのあるドリンクなんだ。

「そういえばさ、昔、僕たちもあんな風にジュースを飲んだことがあったよね」

「…………」

「《好き合ってる男女は、同じグラスから飲み物を飲むらしい！》なんて聞きつけたきみが、無む理り矢や理り飲ませたんだよ。ホント、すっごい恥はずかしかったっけ──」




　あれは、出で逢あってしばらく経たった頃ころだったろうか……放課後、サクヤに連れられて喫きつ茶さ店てんへと行ったんだ。

　テーブルに向かい合って座すわる僕たちの前には金魚鉢ばちみたいなグラス。なみなみと注がれたコーラ。ハート形にねじ曲がったストロー。

　審しん判ぱんみたいな口調で、サクヤはルール説明をした。

「見つめ合ったまま、一いつ斉せいに飲み物を吸きゆう飲いんするの。一気に飲み干ほさなければならない」

「吸飲て。もう少し情じよう緒ちよ的な表現したら？」

「うるさいうるさい！」太もものホルスターから大剣の柄つかを抜ぬいた。

「って、いちいち剣を抜こうとするなっ！　大人しく飲むから！」

「ふん。わかればいいの」

　大剣をしまったサクヤは──はぷっ。

　ストローの端はしをくわえた。ジロリと僕を睨にらみ付けた。視し線せんで《おまえも早くしろ！》と急せき立ててくる。

　仕方なく、ストローのもう一つの飲み口に唇くちびるをつける僕。グラスを挟はさんだ反対側には、真剣なサクヤの顔。その距きよ離り一〇センチほど。

「ほれでは、ひふぞ！それでは、行くぞ」

　ちうううううううううううううっっっ！

　見つめ合っているのは、なんだか照れくさくって。僕ぼくもサクヤも顔を真っ赤にしながら、ジュースを飲み干したんだ。

「ぷはぁっ！」

　ひょっとして飲みきるまで一度も息いき継つぎをしていなかったのかな？　大きく息を吐はきながら、サクヤはストローから口を離はなした。ギュッと握り拳こぶしを固め、大きく頷うなずく。

「うん。これで、もっと親しん密みつになれたなっ」

　満足げなそのようすが、可愛かわいらしくて。

「この調子で頑がん張ばるぞっ！」

　ぎこちない笑顔が、とても印象的で。

「……あっ。ちょっと待って？　一つのグラスからジュースを飲むっていうのは……《間かん接せつきっす》というのになるんじゃないか!?　きききき、きっすなんて、そんなのはするつもりはなかったんだからっ！　これはノーカウントなんだっ！」

　耳の先まで真っ赤に染そめて唇をゴシゴシ擦こすってるサクヤを見て、僕は──




「……ヒソカ」

　明るく語りかけ続ける僕を遮さえぎるように、サクヤが口を開いた。

「もう……やめて……」

　華きや奢しやな肩かたが震ふるえている。瞳ひとみに涙なみだを溜ため、唇をわななかせた。ひたすら無む表ひよう情じようだった顔は、辛つらそうに歪ゆがんでいた。血を吐くような口調で、サクヤは言葉を絞しぼり出す。

「私を……解かい放ほうして欲ほしい……」

　わかって、いたんだ。

《償つぐない》《癒いやし》《罪つみ滅ほろぼし》

　自分の行こう為いにおためごかしな名前をつけていたけれど、全すべては《悪あがき》でしかない。

　このままサクヤを拘こう束そくし続ければ、サクヤをさらに傷きずつけてしまう。

　もう、終わりなんだ。

　そのことが、痛いたいくらいにわかっていた。

　わかっていながら、それを認みとめなかった。

　なぜなら、僕たちの《契けい約やく》の終しゆう焉えんは──




《恋の終わり》を意味していたから。
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　柔やわらかな下草の上に寝ねころびながら、〝あの人〟は楽しげな声をあげた。

「ん～、気持ちいいわね。このまま昼寝でもしようか？　昨日の夜も遅おそかったし。……どうしたの、密くん。顔が赤いけど？」

「べ、別に、なんでもないよっ」

〝あの人〟の隣となりに横たわったまま、僕は空を眺ながめる。

　見つめ合ってしまったら、バレてしまう気がした。

　僕の胸むねの中に巣くっていた《感情》の存そん在ざいに。

　どの瞬しゆん間かんかわからない。

　なにがキッカケなのかわからない。

　だけど、僕のココロの中に、




《恋》が降ふってきていたんだ。




　木々の間から、綺き麗れいな青空が覗のぞいている。深い蒼あおがどこまでも続いていた。

　誤ご魔ま化かすつもりで、僕は口を開いた。

「空ってさ、こんなに高かったっけ？　もっと低かったようなイメージがあるんだけど」

〝あの人〟は僕の手を握にぎったまま、笑う。

「空はずっと高いままよ。きみが気付かなかっただけでね」

　ギュッと〝あの人〟の手を握りしめて、僕は蒼そう穹きゆうに向けて叫さけんだ。

「ああ、もうっ！　空、高ぇ──っ！」
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「……最後にもう少しだけ、僕に付き合ってくれないかな？」

　そう告げてサクヤを連れて行ったのは、ビルの屋上だった。

「僕と初めてデートをした日、最後に来た場所だよ」

　屋上のフェンスの向こう側。

　駅に向かって真まっ直すぐに道路が続いている。

　両側にビルが屹きつ立りつしていて、深い谷間を作り出していた。

　その谷間の遥はるか彼方かなたに見える水平線が、赤く染そまっていた。このビルの屋上からは、海へと沈しずむ夕日を眺めることができるんだ。

　朱しゆと紫むらさきに染まっていくパノラマは、息を飲のむほどに美しく。美しいが故ゆえに胸に迫せまった。

　夕日に照らされながら、サクヤは僕の額にキスをしてくれたんだ。『感謝のしるしだ』なんて言いながら。頰ほおを真っ赤に染めて。

「ねえ、サクヤ。もう本当に、《契約》を続けられないのかな？」

「…………」

「天使を殺す《力》がなくなったのなら、街を守ることは難むずかしいと思う。だけど、いつ、きみの《力》が元に戻もどるともわからないだろ？　サクヤを癒すために、僕にできることはなんでもするよ」

　最低だね。

　まだ《悪あがき》を続けている。

「きみに酷ひどいことをした。……でも、それには理由があるんだ」

　必死になって、言い訳わけを続けている。

　もうオシマイだってわかってるのに。

「僕には、好きな人がいた」

「来らい夏かさんのこと……？　彼女に告白されて以来、おまえは変わってしまったから……」

「違ちがうよ。アイツじゃない。……恐おそらく、きみも知っている人だ」

　片かた手てでシャツのボタンを引き千切って、胸むな元もとの傷きずを見せる。

「僕を殺しに来た対天使兵器ルシフエリオン……この傷を付けた女じよ性せい──確たしか、ＡＲＩＣＥでのコードネームは《アリス》だ」

　サクヤの表ひよう情じようが少しだけ変わった。動どう揺ようするみたいに、小さく肩かたが震ふるえる。

「《アリス》？……《ザ・ファースト》は、おまえのところにいたの？」

　信じられないという風に、サクヤは首を小さく横に振ふった。

〝あの人〟はＡＲＩＣＥの中では超ちよう大物なんだ。

　世界滅亡カーテンコール発生前にＡＲＩＣＥ設せつ立りつを提てい唱しようした天才少女。類たぐい希まれなるカリスマ性で組そ織しきを築きずき上げ、ＡＲＩＣＥの意志決定機き構こう《ドジスン機関》のメンバーともなった。天使を破は壊かいする方法を確かく立りつし、自らも対天使兵器ルシフエリオンとして戦った《ザ・ファースト》とも呼よばれていた存在──コードネーム《アリス》。

　それが僕を殺しに来た〝あの人〟だ。

　調べたところによると、本名は《エヴァンジェリン・美み空そら・ドジスン》というらしい。でも、それが本当の名前なのかどうかは、結局わからなかった。国こく籍せきも不明だ。

　少なくとも、その名を〝あの人〟が僕に名乗ったことはなかった。ＡＲＩＣＥのコードネームなんかでは呼びたくなかったから、僕は単に〝あの人〟とココロの中で呼び続けているんだ。

「《アリス》は、殉じゆん死ししたことになっているはず……。天使との戦せん闘とうに巻まき込こまれ、行方ゆくえ不明になったって……」

　サクヤは僕の胸むねに残る十じゆう字じ架か形の傷をジッと見つめて、呻うめいた。

「《ザ・ファースト》は、おまえを殺さなかったの……？　ヒソカに傷を付けられるようになったのに……。相思相愛に、なったのに……」

「そうだ。〝あの人〟は僕を殺せなかった。僕も死を選ぶことができなかった……。そして、世界を救う前に彼女はいなくなってしまった。でも、《卒業の日に帰ってくる》って約束を残していてくれたから……それを信じることにした。僕が卒業にこだわったのは、それが理由なんだ」

　僕の言葉に、なにを想おもっているのだろう。サクヤはひたすらに、胸の傷を見つめていた。消え入りそうなほど小さな小さな声で呟つぶやく。

「……《アリス》ですらも、おまえを殺すことはできなかったのね……」

　うなだれたサクヤの表情は、とても苦しげだった。

　それも無理はないだろう。

　なにせ僕は、初めからサクヤを裏うら切ぎり続けていたんだって、告白してるんだから。

　今までサクヤと過すごした日々はマガイモノだったんだって、認みとめているんだから。

　でも、それでも、言わずにはいられなかった。

　全すべてをさらけ出して。虚きよ飾しよくを落として。欺ぎ瞞まんを振り払はらって。

　最後ぐらいは、サクヤと真まっ直すぐに向き合いたかったんだ。

「〝あの人〟への想いがあったから……僕はきみに酷いことをしてしまった。今さらなに言ってるんだって思うかもしれないけど……そのことは謝あやまらせて欲ほしい」

　苦しげに顔を歪ゆがめているサクヤを真っ直ぐに見つめて、願うように続けた。

「僕は《契けい約やく》を続けていきたいんだ。世界を救うために。滅めつ亡ぼうを止めるために……。頼たのむよ、サクヤ……」

　しばらくの間、対天使兵器ルシフエリオンは黙だまったまま凍こごえるみたいに震えていた。

　しかし、堪こらえられなくなったように瞳ひとみを見開いた。

「ああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──ッ!!」

　絶ぜつ叫きようをあげて僕に飛びかかってくる。

　為なす術すべ無く、僕はコンクリートの屋上に倒たおされた。

　馬乗りになったサクヤは、僕の首に両手を掛かけ、強く絞しめあげてくる。

　発作的に、サクヤの手首を押おさえた。

「私だって、世界滅亡カーテンコールを止めたい……！」

　睨にらみ付けた瞳には、殺意の光が宿っていた。

「私は、ＡＲＩＣＥに造つくられた対天使兵器ルシフエリオン……。オメガを殺すために生まれたんだ！」

　サクヤの両手に力がこもった。大たい剣けんの刃やいばを出しゆつ現げんさせることができないから、首を絞めて殺そうというのだろう。

「天使を殺す《力》を得るため、私は厳きびしい訓練を乗り越こえてきた。肉体を強化するための手しゆ術じゆつを幾いく度ども受けた。幾人もの戦友が命を落とし、あるいは発はつ狂きようしてしまった。私は多くの戦友の屍しかばねを乗り越えてきたんだ！　全ては……おまえを殺すためだけにッッ!!」

　僕を殺そうと、サクヤは全身の力を込めた。

「ヒソカが死ねば、世界滅亡カーテンコールは終わる！　この世界は救われるんだッ！」

　雪が、舞まいはじめた。

　冷たくない雪。なにかが《回かい収しゆう》されると、その代わりに降ふってくる《紙かみ吹雪ふぶき》だ。

「死ね……！　死んでよ……ッ!!」

《紙吹雪》が舞うということ。

　それはすなわち、この世のどこかで、なにかが《回収》されたということ。

　この瞬しゆん間かんも、世界滅亡カーテンコールは続いているんだ。

　夕日に照らされたビルの屋上。薄うす紅べにに染そまる淡あわ雪ゆきに打たれながら──僕は瞳を閉とじた。サクヤの腕うでを摑つかんでいた手を放し、身体からだから力を抜ぬく。

　このまま殺されてもいいと思った。

　もしも、死ぬことができるのならば。

「だけど、私には……」

　ぽつり──と。

　頰ほおに熱い雫しずくを感じた。

「おまえを殺せない……」

　ゆっくりと僕は瞼まぶたを開く。

「サク、ヤ……」

　対天使兵器ルシフエリオンが涙なみだを流していた。首を絞めていた手から、力が抜けていく。

「私には……恋こいなんてできない」

　対天使兵器ルシフエリオンの双そう眸ぼうから涙の雫が伝った。僕の頰を濡ぬらす。

「恋れん愛あいというものが、こんなに辛つらいなんて思わなかった……！」

　夕日に照らされた雪の欠片かけらは、淡い紅色に染まって──桜さくらの花びらみたいだ。舞い散る桜の雨に打たれながら、サクヤは声を震ふるわせて泣いている。

　サクヤの涙の温かさが、ひどく胸むねに染しみて、

「……わかったよ、サクヤ」

　力無く泣き続ける彼女を立たせた。そっと指先を伸のばして、涙を拭ぬぐってあげる。

　舞い散る雪をひとひら、

　僕ぼくは手の上に受け止めて──










「僕たちの《契約恋》を、終わりにしよう」










　──ふわり。

　舞い降おりた雪が、僕の脳のう裏りにビジョンを思い起こさせた。

　あれは、そう。二週間ほど前のこと。

　放課後。学校の屋上。給水塔とうの屋根の上。

　夏のにおいがする風を鼻先に感じて、僕は目を覚ました。頭上には梅雨つゆ時に覗のぞいた晴れ間が広がっている。

　ふと気付けば、《紙吹雪》が、ひとひら舞っていた。天使の現あらわれる予よ兆ちよう──《違い和わ感》を覚えなかったから、どこか遠くで何かが回収されたのかもしれない。

　傍かたわらでサクヤが編あみ物をしていた。念のため、尋たずねてみることにしようかな。

「ねえ、サクヤ。天使が来る気配を感じた？」

　しかし、僕が起きたのに気付くと、慌あわてて編み棒ぼうを背せ中なかに隠かくす。

「いや、そんな気配はなかった」

　と、突とつ然ぜん「ぷっ」とサクヤが吹ふき出した。

「ヒソカ……頼たのむからこちらを見ないで」

「何で笑うんだよ？　僕の顔になにか……」

　顔を手で擦こすってみると、指先に黒いものがこびりついていた。

「こちらを見ないでと言ったでしょう!?」

　肩かたを震わせながら、サクヤは太もものホルスターから剣を抜いた。刃を出現させ、僕の前にかざしてくれる。

　刀身の磨みがかれて鏡のようになっている部分に僕の顔が映っていた。ダリのような立りつ派ぱなヒゲが描かかれてる。

「って、なんだよ、これ!?」

「あんまり気持ちよさそうに眠ねむっているのが癪しやくだったから、落書きしてやったの。とても似に合あっていると……あはははっ！」

　珍めずらしくサクヤは声をあげて笑いはじめる。

「笑うなよっ！　ったく、今度、きみが眠ってたら同じことをしてやるからなっ」

「ふん、そんなこと不ふ可か能のう。落書きされるような気配があったら起きるから。いや、そもそも寝ね顔がおを見せるような愚ぐは犯おかさない」

「よく言うよ。この間なんて天使を倒たおした後、公園のベンチで僕に寄よりかかったまま寝ちゃったくせに。僕がおぶって帰ったんだぞ？」

　サクヤは怒おこったように手を振ふり上げる。

「あ、あのときは長い間寝ていなかったんだから仕方がないでしょう!?　というか、忘わすれて！　おまえに負ぶわれたなんて……人生の汚お点てんだっ！　おまえは斬きるっっっ！」

　頰を真っ赤に染めたサクヤは、鏡がわりに抜いていた大たい剣けんを僕に突つきつけた。思いっきり、睨にらみ付けてくる。

　しかし、すぐに──「ぷっ！」

「あはは、ダメだ、その顔でこっちを見ないで。おもしろすぎるっ」

「だーかーらー！　笑うなよっ！」

　ぶつくさ文もん句くを言っていたけれど……声を上げて笑っているサクヤを見ているうちに、なんだかおかしくなってきた。

　思わず、僕も肩を竦すくめて笑ってしまう。

　眼がん下かに広がる平和な街。夏のにおいのする風。うららかな天気。

　笑って、笑って、笑い合う僕たち。

　本当に何気ない《日にち常じよう》だけれど、間ま違ちがいなく僕は《幸せ》を感じていた。サクヤと過ごす日々は、掛かけ替がえのない《想おもい出》になっていた。

　ああ、そうか……。そうだったんだね……。

　どの瞬しゆん間かんかわからない。

　なにがキッカケなのかわからない。

　なにが理由なのかもわからない。

　ひょっとして、ワケなんてないのかもしれない。

　けれど、確たしかに僕のココロには、










《恋こい》が、降ふってきていたんだ。










　それはまるで、粉雪のように。

　舞まい散る桜の花びらのように。

　音もなく。なにげなく。さりげなく。

　ふわり、と──胸むねに舞い降おりていた。







　僕は、サクヤが、好きなんだ。







〝あの人〟のことがあったから、どうしても認みとめたくなかったけれど……

　もう疑うたがいようのない事実なんだ。

　今さらながらに、サクヤに全すべてをさらけ出したくなったのも、それが理由だろう。彼女との日々は僕の中ではマガイモノではなくなっていたんだ。そのことを伝えたかったから、〝あの人〟のことをサクヤに白はく状じようしたんだろう。

　サクヤを完かん膚ぷ無きまでに傷きずつけて、

　それゆえ彼女を失うことになって、

　ようやく自らの想いに気付くなんて……我われながら、愚おろかだとしか言いようがないけどさ……

　ビルの屋上。遠い海に沈しずんでいく夕日に照らされながら、恋する少女を見つめた。

「ごめんね、サクヤ」

　手のひらに受け止めたひとひらの雪が、

　ゆっくりと溶とけていく──

　薄うす紅べに色に染そまる雪に包まれたまま、涙なみだに震ふるえる声でサクヤは呟つぶやく。

「さよなら、ヒソカ」

　対天使兵器ルシフエリオンの少女は、踵きびすを返した。桜さくら霞がすみの向こう側へ去っていこうとする。

　そのようすは、僕の元から消えてしまった〝あの人〟の姿すがたを思い起こさせて──彼女の手を摑つかんで止めたい衝しよう動どうに駆かられた。

　サクヤが好きだって、告げたかった。

　しかし、唇くちびるを嚙かんで懸けん命めいに堪こらえる。

　僕には、サクヤの手を摑めない。僕のこの手は、もはやサクヤを傷つけることしかできないのだから。

　好きだなんて、言えない。そんなことを言っても、彼女を苦しめるだけなのだから。

　キラキラと輝かがやく綺き麗れいな雪の結けつ晶しようが、

「さよなら、好きな人」

　僕の手のひらで溶けて──消えた。
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　桜の頃ころに始まった僕たちの恋は、葉桜の季節に終わりを告げた。

　僕たちは、世界滅亡カーテンコールを止める唯ゆい一いつの手しゆ段だんを、手放したんだ。
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　七月二一日。終業式が終わり、夏休みに切り替かわった日の夜。自分の部屋の机つくえで銃じゆうの手入れをしていると──ドンドンドンっ！

　窓まどが勢いきおいよく叩たたかれた。ガラスの向こう側。庇ひさしの小さなスペースに立って幼おさななじみの萌ほう月づき来夏が手を振ふっている。

「開けてよ、ひーちゃんっ！」

　慌あわてて分ぶん解かいしていた銃を引き出しに放ほうり込んで隠かくし、窓を開けてやった。白いシャツにデニムのミニスカートという格かつ好こうの来夏が、部屋に飛び込んでくる。

「あー、怖こわかったっ」

「いきなり来るなよ。危あぶないだろ？」

「声掛かけたのに、気付いてくれなかったんだよー」来夏は唇くちびるを尖とがらせていたけれど、急にジト目をして、

「っていうか、さっきなにを慌てて隠したの？　ひょっとして……えっちな本とか？」

「なに言ってんだよ。違ちがうって！」

「あ～やし～！　や～らし～！」

　笑いながら、引き出しを覗のぞき込こもうとする。来夏の腕うでを摑んで、慌てて阻そ止ししながら、

「つーか、なにしに来たんだよ？」

「えへへ～」来夏はもったいぶるように笑いながら、「ひーちゃんに、イイコト教えてあげようと思ってさ！」

「イイコト？」

「ひーちゃん、サクヤさんとケンカしてるでしょ？　そのせいかわかんないけど、サクヤさんずっと学校休んでるし」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮うかべたまま、幼なじみは尋たずねてくる。

　サクヤはまだ街にいるようだけど、学校には来なくなった。病欠ということにしているけれど、辞やめてしまうかもしれないね。

　どう答えたものか迷まよっていると、来夏は僕のほっぺたをむにゅっと摘つまんだ。

「ほらー！　暗い顔してるじゃんっ！　だからさ、仲直りするためにいい方法を教えてあげようと思って来たんだよ！」

　むいむいと僕の頰を引っ張ぱった後で、来夏はポケットからなにかを取り出した。

「ジャジャーンっ！　これを見よー！」

　来夏が取り出したのは、パンフレットのようなものだった。

　表紙には《おいでませ♡愛の宿》というロゴが躍おどっている。和風の旅館なのだろうか。大きな露ろ天てん風ぶ呂ろやお座ざ敷しきの写真が掲けい載さいされており、三つ指ついた若わか女将おかみが笑顔で──

「って、この女将に見覚えがあるね……」

　パンフレットの中で微笑ほほえんでいるのは、紛まぎれもなく我わが校の生徒会長・高天原Ａはじめだった。

「高天原センパイがさ、別べつ荘そうに遊びに来いって誘さそってくれたんだよ！」

　僕の腕をギュッと抱かかえながら、来夏ははしゃいだような声を上げた。

「夏休みに一いつ緒しよに旅行に行こうよ！　サクヤさんと三人でさ！　ケンカしてるならそこで仲直りすればいいじゃん！」

「あのさ、僕が言うのもなんだけど……」

「んっ？　なになに？」満面の笑みを浮かべて、幼なじみは僕の顔を覗き込んでくる。

「どうしてそんなに笑ってられるんだ？」

　僕に告白をした来夏は、積極的にアプローチしてくるようになった。それが疎うとましくて、幼なじみを無む視ししてしまったんだ。

「きみに嫌きらわれても仕方がないことをしていたと思うんだけど……」

「あはは、ヨユーだよん！　ひーちゃんに何年片かた想おもいしてると思ってんの？　それぐらいでメゲるわけないじゃん！」

　だが、来夏は僕ぼくの腕を抱えたまま、ちろっと舌したを出す。

「な～んてね。本当はショックだったよ。でも、他ほかにどういう風に接せつしていいかわかんないからさ。……ゴメンね、ひょっとしたら空気読めてないかもしんない。でも、私も結けつ構こういっぱいいっぱいなんだ……」

「なんでサクヤのことまで応おう援えんするようなコトするんだよ？」

「私がコクったのは、ひーちゃんを苦しめたいからじゃない。正々堂々勝負したいからコクったんだよ」

「来夏……」

「それに、もし私の恋こいがダメになっちゃっても、ひーちゃんには笑ってて欲ほしいし！」

　いつも思うけど……コイツには敵かなわないね。幼なじみの笑顔に照らされると、自分の醜みにくさを思い知らされてしまう。

　来夏の笑顔を至し近きん距きよ離りで見ているのが辛つらくって、軽口を叩たたいた。

「……どうでもいいけど、来夏。腕に当たってるよ。なんか、やらかいのが」

　来夏は小さい背せ丈たけに似合わず、胸むねがかなり大きい。腕を抱えられてると、当然、当たっちゃうんだよね。

　顔を赤くして、来夏は僕の腕を放した。

「ったく、恥はずかしがるぐらいなら、そういうことするなよな？」

　普ふ段だんなら怒おこり出すところなのに、今日はなぜかチョップを放って来なかった。頰ほおを染そめたまま、ポケットからもう一通封ふう筒とうを取り出す。

「これ、高天原センパイから預あずかった手紙だよ。これを読んで旅行に行くかどうか決めるようにってさ！」

「……サクヤは誘さそっても来ないと思うけどね」

　ここぞとばかりに来夏はまくし立てる。

「だ、だったら、私と二人だけで行けばいいよっ！　そんなワケで考えておいて！」

　来夏は敬けい礼れいをすると、去っていこうとした。だが、窓まどに足をかけたところで振ふり向いて、

「……わざとだよっ」

「わざとって、なにが？」

「ひーちゃんの腕をギュッとしたりするの、ぜ～んぶわざとやってるんだよっ！　今までのも、さっきのも！　胸が当たってることに、女の子が気付かないわけないでしょ!?」

　ギュッと目をつぶり、耳の先までピンク色に染めて、

「私にだって下心はあるんだからね？」

　不器用なウィンクを一発カマして、来夏は自分の部屋へと逃にげていった。

　一人残された僕は──ぽりぽり。

　人差し指で頰を搔かきつつ、肩かたを竦すくめた。

　センパイから送られた手紙を読んでみることにする。墨ぼく跡せきも鮮あざやかな達筆で、便せんにこんな言葉が書かれていた。

『街のことなら心配するな。旅行に行ってる間、この私が全力をあげて守ってやる！』
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　いろいろな想いを乗せて、地球は回り続け、

　僕たちのセカイは、夏休みを迎むかえた──


【卒業まで　残り２３２日】









　　　悪夢──nightmare３　８月16日　18時00分







《ＢＯＯＫＳ栗くり木き坂ざか》は桜さくらヶが丘おか駅前通り商店街の入り口あたりに建っている書店だ。

　学生証しようを見せると参考書が安くなるというセールをやっているせい──ではないかもしれないけれど、桜ヶ丘高校の生徒がよく利用している。夏休み期間中にもかかわらず、近所の高校生が何人か漫まん画が雑ざつ誌しを立ち読みしていた。

　その建物の二階と三階は住じゆう居きよスペースとなっており、駅前通りに面した三階の部屋が栗木坂有ゆ香か──桜ヶ丘高校三年Ｂ組のクラス委い員いん長ちようの部屋だった。

　お店の方で掛かかっているんだろう、ピアノアレンジされたポップスの有線放送が微かすかに聞こえる室内。ピンク色のシーツが掛かったベッドに横たわった栗木坂有香は、受話器に向かって心底残念そうに呟つぶやいた。

「ケホケホ……。猿さ渡わたりくん。どうして電話してくれたんですか？」

　受話器の向こうから猿渡の楽しげな声が聞こえてくる。

『決まってんだろ？　みんなで遊ぼうって決めた日に、バッチリ風邪かぜ引いたいいんちょを羨うらやましがらせてやろうと思ってさ。今、神社の入り口にある公こう衆しゆう電話なんだ。ほら、聞こえっか？　祭まつり囃ばや子し』

　受話器をどこかへ向けたのか、ザワつく音が耳をくすぐった。直後、微かに笛の音や太たい鼓この音が聞こえてくる。

『どうだ？　聞こえた？』

　有香は横たわったまま勢いきおいよく頷うなずいた。

「わー、聞こえました聞こえましたー。……あ、でも、ひどいですよ、猿渡くんっ。風邪引いて寝ね込こんでるのに……。ううー、羨ましいですっ……ケホケホ……私も行きたかったです……」

『悪ぃわりぃ、羨ましがらせようってのは冗じよう談だんだよ。少しでも、祭り気分を味わわせてやろうと思ってさ。まだ花火大会も、ウチの寺でやる縁えん日にちもあるしさ。それは浴衣ゆかた着てみんなで一いつ緒しよに行こうぜ！』

「そうですね。ありがとうございますっ」

『お礼なんかいいって。俺おれは、いいんちょの浴衣姿すがたが見たいだけだからさ。きっと似に合あうと思うぜ？』

「ほ、ホントですか……？」

　猿渡は誰だれに対しても、歯の浮うくセリフをサラリと言う男だ。彼にとっては挨あい拶さつみたいなものだってわかってる。

　でも、不意打ち気味に、そんなことを言われてしまい、ただでさえ熱っぽいのに、有香はさらに体温が上がってしまう気がした。

『ホントに決まってるだろ？　俺はいつだって、本気の男だぜ？』

　受話器の向こう側、クールな感じで髪かみを搔き上げるようすが目に浮かぶ気がする。軽けい薄はくすぎる声で、猿渡は続けた。

『それになんつったって、浴衣ってのは色っぽいからな。見た目もさることながら、手を入れられる場所が六か所もあるのがお得な感じだぜッ！』

「六か所？……ケホケホ？」

　咳せき込みながら、少し考えてわかった。

「ああ、浴衣って、裾すそと襟えり元もと、両方の袖そで口ぐち、加えて両りよう脇わきにも穴あなが空いてますもんね。確たしかに六か所から手が……って、猿渡くんっ!?」

『うわ、ノリツッコミだ！　高度な技ぎ術じゆつを身につけたな、いいんちょ』

　思わずベッドから起きあがり、受話器を握にぎりしめて手を振ふり上げて怒ど鳴なる。

「ノリツッコミだ、じゃありませんっ。えっちなのはいけないと思いますっ！」

　ほぼ同時に──スパーンっ！

　小気味よいほどの打だ撃げき音が受話器の向こうで弾はじけた。

『痛ぇな、なにすんだよ、珊さん瑚ご！』

『サワッち！　アンタこそ、寝ね込こんでるいいんちょにセクハラ発言すんじゃないよっ！』

『セクハラじゃねーって！　風邪引いたいいんちょを和なごませるための、子どもっぽさに溢あふれたオシャマなジョークだろうがっ！　大目に見ろよっ！』

『そんな子どもはイヤすぎだっつーの！　それに、ジョークにしてはサワッちは目がエロすぎ！…ったく、ちょっと貸かしてっ！』

　猿渡から受話器を奪うばったらしい、珊瑚は申し訳わけなさそうに謝あやまった。

『ホント、ごめんね、いいんちょ。祭りの雰ふん囲い気き味わわせてやろうなんて、たまにはイイコト言うなあと思ったら、コレだもん。ホント、サイテーのヤツだわ。どうする？　もう一発ぐらいドツいとく？』

　ベッドの縁へりに腰こし掛かけたまま、胸むねの前で勢いきおいよく手を振った。相手には見えないってわかっていても、リアクションをとってしまうのがクセなのだ。

「もういいですよ。お電話、ありがとうございます。みんなで楽しんできてくださいね」

『りょーかい。いいんちょは早く風邪治してねっ。まだまだ夏休みは長いんだからさ、プールとかいこうよっ！』

「はいっ。あ、ちゃんと宿題もやりましょうね。写させてーっていうのは、今年はナシですよ？」

　すると、珊瑚は困こまったように空々しい声を出して、

『えーっと、あははー、それについては、また相談させてよ。……っと、もう少し、話せるみたいだから、みんなに替かわるね？』

　その後、クラスメイトが次々と電話を替わって『元気出せよー』とか『早く治せー』とか言ってくれた。

　ほどなく、《プ──っ》という音がして、通話が切れてしまう。

　電話が切れても有香はしばらくの間、受話器を見つめ続けていた。電話が来るまでは熱っぽくて身体からだがダルかったのだけど、クラスメイトの楽しげな声を聞いたおかげか、少しだけ元気になれたような気がした。

「みんな、いい人たちだな……」

　ベッドサイドの定位置に置かれた眼鏡めがねを掛け、水色のパジャマの上に白いカーディガンを羽は織おる。

　部屋中の壁かべという壁は、天てん井じようまで高さのある書しよ棚だなに埋うまっていた。作者別に整せい頓とんされて本が並ならんでいる。裸足はだしのままでフローリングに降おりた有香は、寝転がりながら読んでいた文庫本を正せい確かくな位置に戻もどした。ついでに、机つくえの上の充じゆう電でん器きに電話の子機を置く。

「はぁ……」

　小さくため息を吐つきつつ、《怪かい人じんネコゲルゲ》のクッションを膝ひざに乗っけて椅い子すに腰掛けた。《怪人ネコゲルゲ》は悪の組そ織しきに改かい造ぞうされてしまった──でも、ものすごく弱くていつもイジケてる猫ねこ型がた怪人という設せつ定ていのファンシーなキャラクターだ。下の書店の文具コーナーにもいくつかグッズが置いてある。最近、このキャラがお気に入りでグッズを集めたりしていた。

　机の上にはネコゲルゲの写真たてが飾かざられていて、学園祭の時にクラスメイトと一いつ緒しよに撮とった写真が入っている。みんな楽しそうに笑っていた。自分も含ふくめ。

　有香は──小学生の頃ころ、イジメられていた。

　積極的なイジワルをされたことはないけれど、運動が苦手でドンくさかったせいもあって、あまりみんなの仲間に入れてもらえなかったりしたのだ。無む視しされたり、疎うとまれたり──そういう感じの消極的なイジメ。それでも、幼おさな心ごころにすごくショックだった。大げさだって言われるかもしれないけど、死んでしまいたいと思ったことだってある。

　でも、そんな生活は中学に入って一変した。

　世界滅亡カーテンコールが起こったから、ではなくて、猿渡や珊瑚と出で逢あったのだ。

　いわゆる、同おな中ちゆーな二人は、なにかにつけてカマってくれて……。ドンくさいくせに融ゆう通ずうが利きかない自分にも優やさしくしてくれて……。

　こんなことを言ったら怒おこられるかもしれないけれど、世界滅亡カーテンコールが起こってからの方が、友達関係は幸せかもしれないって思う。なんてイヤな世界だろうって感じていたのがウソみたいに一変したんだ。

　高校に入ったら、もっともっと素す敵てきな仲間が増ふえた。萌ほう月づきさんは元気一いつ杯ぱいで、こっちまで笑え顔がおになっちゃうし。椎し堂どうくんはクールでカッコイイし。田た辺なべさんや黒くろ川かわさんは、いつも一緒にごはん食べてくれるし。有あり栖す川がわさんは…ちょっと怖こわいけど、すごく真ま面じ目めで、クラス委員の仕事をときどき手伝ってくれるし。

　そして、高たか天まが原はらセンパイ。生徒会長は本当にカッコイイって思う。あんな風になんでも自信たっぷりにこなせるようになったら、きっと素敵だろう。

　みんなに出逢えて、幸せだったなって思う。思うけれど……

　学園祭の写真をぼーっと見つめながら、デスクにほっぺをくっつけて突つっ伏ぷす。大きな眼鏡のレンズが机に当たってコチンと鳴った。

「はぁ……。なんであんな風に言っちゃうんだろうな……。もう少し、言い方があると思うのに……ケホケホ……」

　写真の中の自分──さりげなく、なにげなく、猿渡の隣となりに写ってる。

　誰にもナイショだけど。必死で隠かくしてるけど。

　有香は、猿渡のことが、好きだった。

　彼女の夢ゆめは《およめさん》だ。でも、猿渡のおよめさんになって、純じゆん白ぱくのドレスを着て、ヴァージンロードを歩む自分を想そう像ぞうしようと思ったけど──できなかった。どう考えても釣つり合わないって思う。

　私はドンくさいし。融通が利かないし。あんまり可愛かわいくないし。ぐりぐり眼鏡だし。なにもかもがゼンゼンダメだし。

　カッコイイ猿渡くんとは、交こう際さいなんてできないって思う。

　特に彼はプレーボーイって感じだから、今まで誰とも付き合ったことが無い私じゃ、きっとつまんないって思われる。そうに違ちがいない。

　それに──もう一度、深いため息を吐いた。

「ウザいって思われてるかもな……」

　いつも彼をクラス委員として注意してばかりだから、嫌きらわれてるかもしれない。

　本当は。

　学園祭のフォークダンス、猿渡くんと踊おどりたいなと思っていたんだけど。思っただけで、クラスメイトに調子を合わせて、断ことわっちゃったけど。けど。けど。けど。

　机の上に《のの字》を書いていたら、ふとグレーの封ふう筒とうが目に付いた。墨ぼつ痕こん鮮あざやかな達筆で、《栗木坂有香殿どの》と書かれている。

「ああ、早く返事しなきゃな……」

　これは魔ま王おうこと有あり馬ま央おう次じ郎ろうから送られてきたラブレターだった。《中学時代から好きだったのだ！》なんて熱いメッセージが綴つづられてる。学園祭の時に一緒にダンスを踊ったせいで告白する気持ちになったみたいだ。

　高校三年にもなって、デートの一つもしたことがないってのは、我われながらどうかと思う。だから、《お試ためし》でもいいから、交際とかしてみたいなーと思う気持ちもなくはない。男の子と二人きりになったら、なにを話していいかわからないけれど。

「でも、相手が央次郎くんってのは、考えちゃうな……」

　悪い人じゃないけど、すっごく疲つかれる人だから。

「ケホケホケホ……」

　はぁ……。どうやって断ろう？　告白されるのなんて初めてだから、困こまっちゃうよ……

　ああもう、これが猿渡くんからの告白だったらよかったのに……







　──コツン







　そのとき、窓まどの外から小さな音が聞こえた。

　ふと、顔を上げると──《それ》と目があった。

　石せつ膏こう像ぞうみたいな白い顔。血けつ涙るいを流し続ける両目。錆さびた針はり金がね細工みたいな六枚まい羽根。

　ビックリして立ち上がったけれど、状じよう況きようがすぐには理り解かいできなかった。

「…………ケホケホ？」

　窓ガラスの向こう側。三階の窓辺に浮かんでいる《それ》は、両手に摑つかんでいる巨きよ大だいなメスを振ふりかぶった。

　あ、天使だ。逃にげなきゃ。

　そう思った時、錆び付いたメスが振り下ろされた。

　窓ガラスが吹ふき飛び、有香は風を感じた。

　ショートカットがふわっと揺ゆれて、衝しよう撃げき波はみたいなものが部屋の中を駆かけ抜ぬける。

　キレイに整せい頓とんされている本が紙かみ吹雪ふぶきみたいになって部屋の中で舞まい散った。

　初めは、なにが起こったのかわからなかったけれど、

「あ、れ……？」

　すぐに、異い変へんに気付いた。

　水色のパジャマのおなかの部分に赤い線が走ってる。

　しばらくすると、マグマが噴ふき出すみたいに、血が噴き出した。

　痛いたみはなかった。熱さもなかった。少しだけ、寒気がした。

「……ケホ」

　小さく咳せきをした途と端たんに、

　ばちゃどちゃびちゃどちゃっ──びしょ濡ぬれの洗せん濯たく物を落っことしたような音を立てて、身体からだの中からヌメヌメした《なにか》が零こぼれ落ちてきた。

　眼鏡めがね越ごしにそれを見つめ、呆ぼう然ぜんとしていた有香は、混こん乱らんした頭で考えた。

　これ、内ない臓ぞうだ。私の内臓が落っこちちゃった。無くなったら死んじゃう。拾わなきゃ。

　床ゆかに手を伸のばそうと思ったら、そのまま腰こしが抜けてしまった。

　それきり、もう二度と、立つことはできなかった。

　悲しいわけじゃないのに。痛いわけじゃないのに。

　なぜだろう、瞳ひとみから涙なみだが一ひと筋すじ零れ落ちた。







　ああ……私、死んじゃうんだ……

　こんなことなら、猿渡くんに告白しておけば良かった……

　やっぱり、私、ドンくさいな……







　ふわり──もう一度、室内に風が吹き抜けて、

　有香の頰ほおを伝った涙を吹き散らした。

















８月15日（土）

　あの日から、続く坂道















　夏休みが始まった。

　これはきっと──世界で最後の夏休みだ。
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　七月二二日夏休み初日。夜。神かみ代しろ市郊こう外がい。

　マンションの三階の廊ろう下かには大量の血けつ液えきが広がり、月光にぬらぬらと輝かがやいていた。

　血ち溜だまりを飛び越こえた僕ぼくは、今にも崩くずれ落ちそうな非ひ常じよう階かい段だんに駆かけ込こむ。

「頑がん張ばって。もう少しの辛しん抱ぼうだよ」

　胸むねに抱だいた少女を見下ろした。小学校一年生ぐらいだろうか。ピンク色のパジャマに身を包み、髪かみをリボンで結ゆわえていて、とても可愛かわいらしい。だが、その顔色はひどく悪かった。ぐったりと瞳ひとみを閉とじている。

「絶ぜつ対たいに助けてあげるからね……」

　僕は転げるように階段を駆け下りた。

　オオオオオオオォォォォォォ──……

　天使の悲しげな慟どう哭こくが、崩れかけたマンションを揺ゆるがす。建物のあちこちから、破は砕さい音が轟とどろいた。このマンションを、天使は回かい収しゆうしようとしているんだ。

　天使が現あらわれる予よ兆ちようを感じとった僕は、お引き取り願うことにした。詳くわしい理り屈くつは未いまだにわかんないけど、僕の身体からだの一部を渡わたすだけで天使は満足して帰ってくれる。今夜もそんな風に追い払はらおうと思っていた。

　しかし、天使は一体じゃなかった。確かく認にんできただけで、五体もの天使が現れたんだ。

　オオオオオオオォォォォォォ──……!!

　無力な僕には、為なす術すべはなかった。

　せめて逃にげ遅おくれた人たちを助けようとマンションへ飛び込んだら……身体中に錆さび付いた有ゆう刺し鉄線を生やした女じよ性せいが僕にすがりついてきた。最さい期ごの力を振ふり絞しぼって懇こん願がんする。

「このコを助けてください……！」

　気き絶ぜつした女の子を僕に託たくすと、お母さんは噴ふん水すいみたいに血を吐はいて、死んだ。

「ハァ…ハァ…っ！」

　少女を胸に抱いた僕は、肩かたで息をしながら階段を駆け下りる。

　せめて、この少女だけでも助けたかった。

　天使に抗あらがうことはできなくとも、一いつ矢しぐらい報むくいたかったんだ。

　降ふり注ぐ瓦が礫れきの雨から女の子を庇かばいつつ、駐ちゆう車しや場じようへと走った。ここなら安全だろう。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　すぐに救急車を……」

　ずるり、と。

　少女の手が僕の肩かたから滑すべり落ちた。

　女の子は──もう息を、していなかった。

　小さな背せ中なかから、おなかに掛かけて錆び付いた有刺鉄線が少女を貫つらぬいていた。血液が止めどなく流れ、ピンク色のパジャマをどす黒く染そめている。

　天使に人が殺される。

　それは以前なら当たり前のことだった。

　助けたいと思う命はいくつもあったけれど、容よう赦しやなく奪うばわれていった。いくつもの死が、僕の手をすり抜ぬけていった。

　絶望こそが──僕の日にち常じようだったんだ。

　誰だれかが死んでも、「仕方ないさ」と肩を竦すくめて作り笑いを浮うかべていられたんだ。

　それ、なのに……

「くそっ……！」

　血まみれの亡なき骸がらを、強く強く抱きしめた。

　天使がまるで僕を嘲あざ笑わらうかのように、五体そろって舞まい降おりてくる。

　少女の亡骸を抱きしめたまま、白大理石の像ぞうのようなバケモノを睨にらみ付けた。

　サクヤがいれば──

　サクヤがいてくれれば、コイツらなんて簡かん単たんに倒たおせただろう。この女の子も助けることができたはずなんだ。

「くっそおおおおおおおおおおぉッッ!!」

　絶望の底から僕をすくい上げてくれた希望という名の翼つばさを──愚おろかにも、この手で引きちぎってしまった。

　オオオオオオオォォォォォォ──……!!

　気がつけば天使は僕を包囲していた。錆び付いた鋼こう鉄てつの刃はや、無ぶ骨こつな金きん属ぞく塊かいを振り上げて僕に迫せまる。

　天使どもを睨み付けながら、ポケットにねじ込んでおいた手しゆ榴りゆう弾だんを握にぎりしめた。ピンを引き抜き、血にまみれたシャツの上から、胸に押し当てる。

　痛み続ける心臓ココロの上に、強く、強く。

「……はは、滑こつ稽けいだね」

　そのままの格かつ好こうで、天使を睨み付けた。

「僕は弱くなってしまったみたいだよ」

　サクヤに出で逢あう前に戻もどっただけ。

　そう思おうとしても、無理だった。

　失ったものが、あまりにも大きすぎる。

　日常だったはずの《絶望》が、

　今は、こんなにも、苦しい。

「所しよ詮せん、自じ業ごう自じ得とくだけどさ」

　天使が錆さび付いた刃を振り下ろす！

「持っていけよ。僕の身体を、くれてやる」

　直後、目ま映ばゆい閃せん光こうが弾はじけた──……
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「おい、シド。ドライブしないか？」

　恋れん愛あい原理主しゆ義ぎ者しやにして、生徒会長である高たか天まが原はらＡはじめが声を掛けてきたのは、夏休みがはじまって一週間も過すぎた七月の終わりだった。

「…………。いきなり他人ひとンちへ乗り込んできて、寝ねていた僕に当て身をカマし、前後不覚に陥おちいったところを助手席に押し込んで、思いっきりアクセルを踏ふみ込んだ後で吐はくセリフじゃないと思います」

　オープン仕様の赤いコルベット。爽さわやかな朝の日差しと夏の風が遊ぶシートにグッタリと身体からだを預あずけた僕は、運転席に座すわる高天原センパイを見やった。黒い和服に身を包み、綺き麗れいに髪かみを結ゆい上げている。この《極道の妻おんな》みたいな格好が、センパイの私服なんだ。

「こうでもしなきゃ、私とのドライブなんて付き合わないだろ？」

「わかっているなら、誘さそわないでください」

「あはははは！」なにがおかしいのかわからないけど、大声で笑いつつ交差点をドリフトしながら右折した。

　三〇分ぐらい荒あらっぽい運転に揺ゆられていただろうか。満足げな表ひよう情じようで少しだけスピードを緩ゆるめ、センパイは口を開いた。

「萌ほう月づきに誘われた旅行、断ことわったんだって？」

「その質しつ問もんが、ドライブの主題ですか」

　高天原家の所有する別べつ荘そうへ遊びに行こう──来らい夏かはそんな風に誘ってくれたんだ。

「断りましたよ。……知っての通り、僕は街を守らなくちゃいけないですしね」

「ふうん。それがシドなりの筋すじの通し方か」

　バックミラー越ごしに僕を眺ながめたセンパイは、なにもかもわかったような顔をして頷うなずく。

「有あり栖す川がわを傷きずつけたおまえが、のうのうと遊びに興きようじるわけにはいかない──か？」

　バックミラーを動かし、僕の方へ向けた。

「鏡を見てみろよ。なかなかイイ顔してる」

　ミラーには、ひどく疲つかれた顔が映うつっていた。

「私には、日に日にすり切れているようにしか見えないぞ」

「もし、そう見えるなら当然の報むくいです」

　コルベットは峠とうげ道に差し掛かかった。青々とした木々が作り出すまだら模も様ようの影かげが車に降ふりかかり、フラッシュのように陽光が瞬またたく。

「サクヤは僕が背せ負おっていたものを一いつ緒しよに背負ってくれていたんです。それなのに僕は彼女を傷つけてしまったんですからね……」

「それは……おまえの言う通りだな。シドの行動はアレだ。《人間は、天使でも獣けものでもない。そして、不幸なことに天使の真似まねをすると、獣になってしまう》」

「パスカルでしたっけ、それ」

「ああ。おまえの目的は《愛》だったが、とった行動は最低だったろ？　このケダモノめ」

「妙みような引用をすると思ったら……僕をケダモノ呼よばわりしたかっただけかよ」

　ハンドルを操そう作さしつつセンパイは笑ったけれど、すぐに表情を引き締しめた。

「お節せつ介かいだとは思うが、有栖川にも話を聞いたよ。あいつはもう恋こいなんてしたくないそうだ。何故なぜかはわからないが……萌月のことを応おう援えんしてやってくれと言っていたよ」

　サクヤの真意が、僕にはすぐにわかった。

　彼女は僕との《恋》をやめた。だからといって、世界が滅ほろびてもいいと考えているわけじゃないんだ。できることなら、僕に死んで欲ほしいと思っている。だからこそ、来夏を応援するなんて言ったんだろう。来夏と僕が相思相愛になれば、世界が救われる可か能のう性せいが残されるから……。あのサクヤが、世界を救うことを他人任まかせにしようとするなんて……よっぽど僕に関かかわりたくないんだね。

　小さなため息を吐つきつつ、先せん輩ぱいを睨にらんだ。

「……センパイは、本当にお節介ですね」

「すまんな。これが性しよう分ぶんなんだ」

　峠を登り切ったところにある駐ちゆう車しや場じようへコルベットを滑すべり込ませた。太陽に照らされたアスファルトが陽かげ炎ろうのように揺らいでいる。

　そこはパーキングエリアだったようだ。しかし、建物は天使に回かい収しゆうされてしまったらしい。残されたジュースの自動販はん売ばい機きが、蟬せみの声を聞きながら夏の日差しに焼かれていた。

「ちょっと休きゆう憩けいしよう」

　大きく伸のびをした高天原センパイは、自販機に歩み寄よった。コインを入れようとして、

「なんだ……電でん源げんが入ってないのか」

　──ガンッ！　和服とは思えないほど切れ味鋭するどい回し蹴げりを自動販売機にカマす。カツアゲにあった気弱な少年みたいな感じで、自販機はジュースを一本、渡わたしてくれた。

　僕は陽光に焼けたボンネットに寄りかかる。

　駐車場のフェンスの向こうには、なんて街だろう？　壊こわれた街まち並なみが広がっていた。

「ほらよ、シド」

　街を眺ながめていた僕に、ポカリスエットを投げ渡してくれた。一口飲んでみる。

「……ぬるいですよ、これ」

「構かまわん。味が悪くなってなければいいんだ」

　同じようにボンネットに寄りかかったセンパイは、ポカリを僕の手から引ったくった。

「ひでえ。毒味させたのかよ」

「ははっ、不死身なんだからいいだろ」

　喉のどを鳴らしてスポーツ飲料を飲むセンパイの横顔を眺めながら、

「……僕が不死身のバケモノだって知っても、怯おびえないんですね」

「驚おどろきはしたが、怖こわがりはしないさ。シドはシドだ。愛すべきヘタレな後こう輩はいだよ」

「ヘタレは余よ計けいです」

　半分ほど残ったポカリの缶かんを再ふたたび渡してくれる。壊れた街並みを眺めながら、しばらくぬるくなったポカリを回し飲みしていた。

　と、高天原センパイが口を開いた。

「なあ、シド。少し休んだらどうだ？」

　真ま面じ目めな表ひよう情じようでセンパイは僕を見つめる。

「ずっと重いものを背負い続けて来たんだろう？　このままじゃ、おまえはもたないよ」

「お言葉ですが、センパイ。僕なんて、」

「『壊れてもいい』なんて間ま違ちがっても言うなよ？　そんなこと抜ぬかしたら、また殴なぐるぞ」

　飲み干した缶をセンパイは握にぎりつぶした。空高く放ほうり投げる。

「愛する人と交かわした約束は、《卒業の日まで懸けん命めいに生きること》なんだろう？　その約束を守るためにも休息が必要だよ」

　ポカリのブルーの空き缶は青空に煌きらめいて──見事、自販機脇わきのゴミ箱に飛び込こむ。

「旅行へ行ってこいよ。本来なら話しもしたくないが……兄様の力も借りて、高天原家の全勢せい力りよくをあげて街を守りきってやる」

　目ま映ばゆい夏空の下、高天原センパイは優やさしげな笑えみを浮うかべた。遥はるか上空を戦せん闘とう機きが轟ごう音おんを立てて横切っていく。鳴き続ける蟬が、一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくしたような気がした。
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　来夏が別べつ荘そうの部屋に入るなり、もう何度目かわからない歓かん声せいをあげた。

　まあ驚くのも無理ないよな。センパイの別荘は巨きよ大だいな洋館で、客室は高級ホテルのように広くて豪ごう華かだったんだ。これで高天原家が所有する別荘の中では、一番小さいって言うんだから、世の中間違ってるよ。

　部屋を駆かけ抜けて窓まどに飛びついた来夏は、またもや喜びの声をあげる。

「すごいよ、ひーちゃん！　海が見えるよ！　綺き麗れいー！　来てごらんよ！」

　ぴょんぴょん飛び跳はねて手て招まねきする。仕方なく、僕ぼくも窓辺に近寄ってみた。窓からは白い砂すな浜はまと綺麗な海を一望することができた。

「気に入って頂いただけましたか？」

　別荘の管理人をしているお姉さんが、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。メイド服みたいな高天原家のスタッフの制せい服ふくの上に、エプロンをつけている。ふんわりと髪かみの長い美人だ。

　来夏はペコッと頭を下げて、

「すごいです！　大満足です！」

「うふふ、ありがとうございます」

　管理人さんは元々下がり気味の目元を、さらに緩ゆるませつつ、ドアを開いた。

「ちなみに、こちらが寝しん室しつとなっております」

「ぎゃー！」

　扉とびらの向こうを覗のぞいた来夏は悲鳴をあげた。

　大きなベッドに仲良く二つ、枕まくらが並ならんでいたんだ。管理人さんは小首をかしげて、

「お二人はご一いつ緒しよの部屋にお泊とまりになるとお嬢じよう様さまから伺うかがっておりましたので……なにか不ふ手て際ぎわがございましたか？」

　頰ほおを真っ赤に染そめて、来夏は胸むねの前で手を横に振ふった。

「だだだ、ダメですよ！　部屋は別々でお願いしますっ！　私とひーちゃんは、そーゆーんじゃないですからっ！」

「まあ、それは失礼しました。私ったら、てっきり……♡　了りよう解かい致いたしました。それでは、別室へ案内致しますね。こちらへどうぞ」

「はあ、よかった……」小さく胸をなで下ろした来夏は、慌あわてて付け足した。

「あ、一緒じゃヤダってわけじゃないよ？　やや、やっぱり、そういうのは早いと思うし……って、私なに言ってんのかな、あはは！　じゃ、また後でね、ひーちゃん！」

　管理人さんの後について、来夏は逃にげ出すように部屋を出て行った。

　一人残された僕は、静かになった部屋で小さくため息を吐ついた。海に面した窓を開け、窓辺に片かた膝ひざを抱だいて腰こし掛かける。

　さあっと爽さわやかな海風が吹ふき抜けた。微かすかな潮しお騒さいと海の匂においが、僕を包み込む。

「こんなことしてて、いいのかな……」

　胸に渦うず巻まいていた想おもいが、口をついて出てしまった。

〝あの人〟と出で逢あって以来、神代市を守り続けてきた。長く街を空けたことはほとんどなかったんだ。修しゆう学がく旅行が唯ゆい一いつの遠出だろうね。

　僕にとって《街を守る》ということは義ぎ務むじゃない。〝あの人〟に再び巡めぐり逢うための《手しゆ段だん》に過すぎなかった。だけど、サクヤと一緒に守り続けてきた大切なものであることに違ちがいはない。できることなら卒業の日まで無事であって欲ほしいと今でも思ってる。

　サクヤへの想いを自覚した──今でも。

　来夏や高天原センパイが旅行に誘さそったけれど、彼女は断ことわった。

　当然だよね。僕と関かかわることさえ嫌いやがっていたんだから。

　結局、来夏と二人だけで旅行することになったんだ。

「…………サクヤは、なにしてるだろう？」

　サクヤは、ちゃんと食事はしてるかな？　夜は眠ねむれてるかな？　足の怪け我がの手当は……

「ったく、なに考えてんだよ、僕は……」

　忘わすれなきゃいけないのに、ついついサクヤのことを想ってしまう。

　それはまるで、薬物中毒の患かん者じやが再燃現象フラツシユバツクに悩なやまされるように。

　ふとした瞬間に、想い出してしまう。

　サクヤの声。ちょっとした仕草。

　甘あまいカスタードの香かおり。柔やわらかな手のひら。

　不器用な微笑ほほえみ。唇くちびるの感かん触しよく。

　──椎し堂どう密ひそか！　おまえが好きだ！

　サクヤの言葉。

　──これでまた親しん密みつになれたなっ！

　幸せな、時間。

　記き憶おくに宿る《サクヤ》のカケラが、ココロの中で暴あばれ出す。心しん臓ぞうを握にぎりつぶしたいような気持ちになってしまう。

　懸けん命めいに歩みよってくれたサクヤに、

　僕を好きになろうとしてくれたサクヤに、

　たった一言《好きだ》って言っていたなら、

　その手を握りしめていたなら、

　あるいは、今いま頃ごろ──

　眼がん下かに広がる夏の景色が、ふいにぼやけた。

　鼻の奥おくがツンとする。

「おいおい、冗じよう談だんだろ……？　こんなの僕のキャラじゃないっつーか……」

　こぼれ落ちそうになる涙なみだを、Ｔシャツの袖そでで拭ぬぐった。懸命に気持ちを落ち着けたから、それ以上泣かずに済すんだけど……

「なんだよ、コレ。格かつ好こう悪すぎだよな……」

　格好悪いくらいに、

　サクヤを好きになっていたんだね──

　夏風に吹ふかれながら、抱かかえた膝に額ひたいをつけて、ココロが凪なぐのを待った。僕は不死身だけれど、神様が手て抜ぬきをしやがったんだろう。精せい神しんの傷きずだけは癒いえてくれなかった。時間が癒いやしてくれるのを待つほかないんだ……

　ゆっくりと瞼まぶたを閉とじ、遠い波の音を数える。

　いくつ数えたかわからなくなった頃、

「♪じゃっじゃじゃーんっ！」

　素すっ頓とん狂きような声が聞こえて瞳ひとみを開いた。

　ズバーンと扉とびらを開け放った来夏が、仁に王おう立だちしていた。頭には水中眼鏡めがねとシュノーケル。手には水みず鉄でつ砲ぽう。腰こしには浮うき輪。白いビキニは、胸むねがデカいせいか今にもはち切れそうだ。

「ひーちゃん！　海行くよ海ーっ！」

「いや、まだ来たばっかだろ？」

「なーに言ってんのー！」

　来夏は完全装そう備びのまま駆かけ寄ってきた。

「のんびりしてたら夏が終わっちゃう！」

「遊んでいたい気分じゃないんだよ……」

　僕を見上げた来夏は、ハッとしたように息を飲のんだ。なにか言いたげに唇くちびるを震ふるわせる。

「……来夏？」

　幼おさななじみの顔を覗のぞき込むと、彼女は慌あわてたようにイタズラな笑えみを浮かべた。

「てーいっ！」

　水鉄砲を顔に向けて撃うってきやがった。

「冷てっ！　なにすんだよ！　つーか、部屋の中で撃つか、普ふ通つう!?」

「つまんないコト言ってるひーちゃんが悪いんだよっ！　ココまで来て遊ばないなんて、あ・り・得・な・いーっ！」

　肩かたに掛かけてた袋ふくろからタオルを取り出して、来夏はびしょ濡ぬれの僕の顔を無む造ぞう作さに拭ふいた。

「これでよしっ！」

　辟へき易えきと肩を竦すくめた僕の腕うでを引っ張ぱりつつ、

「ほら、行くよ、ひーちゃん！　いっぱい、い[image: ][image: ][image: ][image: ]っぱい遊ぶんだからっ♪」

　来夏はひまわりの花が咲さいたような満面の笑みを浮かべた。そして、聞こえないぐらいの声で、呟つぶやいたんだ。

「今度は私が、《ひーちゃん》になってあげるからね……」

　その言葉の意味が、そのときの僕にはよくわからなかった。
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《世界滅亡カーテンコール》

　それは建物が、街が、人が──天使と呼よばれる謎なぞの存そん在ざいによって破は壊かいされ、持ち去られるという現げん象しようだ。ジグソーパズルのピースを取り外すように根こそぎ奪うばってしまう。

　神様が天使に命じて、人間に与あたえたものを取り返しているんだなんてウワサされているんだけど……それには根こん拠きよがあった。

　天使は人工物しか奪っていかないんだ。

　だから、天使から身を守るために《疎そ開かい》する人も多かった。人工物の多い都会に比くらべ、田舎いなかは天使の出しゆつ現げん率りつが低いから、生き延のびる率も必然的に高まるってワケだ。

　で。

　センパイの別べつ荘そうがあるこの街は、そんな疎開地に選ばれるぐらいの超ちよう弩ど級きゆうの田舎だった。事実、天使が出現する前ぜん兆ちようである《違い和わ感》を、あまり感じなかったんだ。

　ただ安全性せいが高いのはいいんだけど……娯ご楽らくが少ないのが難なん点てんだね。ゲーセンはおろか映えい画が館かんすらないんだから驚おどろいちゃうよ。

　こんな田舎で、来夏はなにをして過すごすつもりなんだろう。退たい屈くつして帰りたいって言い出すんじゃないかな……僕はそんなふうに心配していたほどだ。

　ところが、それはまったくの杞き憂ゆうだった。

　幼おさななじみは毎日いろんなことを思いついては遊びまくったんだ。

「ひーちゃんっ！　管理人さんに教えてもらったんだけどさ！　海辺の丘おかの上に行くと、星がすっごく綺き麗れいなんだってー！」

　なぁんて言い出しては、望遠鏡を担かついで丘を登ったり（星は綺麗だったけど、ものすごく蚊かに刺さされた）、

「ひーちゃんっ！　夏といえば肝きも試だめしだよ！」

　夜な夜な近所にあるという古びたお寺まで二人で出かけたり（来夏は超恐こわがりだから、何度も抱だきつかれて、絞しめ殺されるかと思った。死ねないけど）

「ひーちゃんっ！　今日の晩ばんご飯はバーベキューにしようっ！　私が焼くよー！」

　大ハリキリで準じゆん備びしてたくせに、火力が強すぎて肉を焦こがしまくったり（焦げたのは全部僕が食べることになった。美味おいしかったのはスイカだけだったね……）

　一人でまったりする時間は皆かい無むだったと言っていいだろう。眠ねむれぬ夜もあるにはあったけど、そんなときは来夏と一緒に夜の海を眺ながめながら取り留とめのない話をした。ビールなんか吞のんじゃったりしてね。

　最悪だったのは、旅行が始まって一週間が経たった頃ころのことだろう。

「ひーちゃんっ！　海の向こうの無人島までボートで行けるみたいだよ！　行くしか！」

　大おお海うな原ばらへボートでこぎ出して、浜辺から一キロぐらい離はなれた場所にある無人島へと行ったんだ。海中洞どう窟くつっぽい鍾しよう乳にゆう洞どうなんか見て回ったんだけど……浜辺に戻もどったときには、お約束通りボートが流されてた。

「あのさ、来夏……ちゃんとボート結んだんじゃなかったのか？」

「結んだよー！　ぎゅぎゅっと！　浜辺に打ち上げられてたおっきな流木に！」

「ダウト。流木って、どんな字を書く？」

「流れる木」

「他ほかに言うことは？」

「……ごめんなさい」

　結局、僕たちは無人島で一夜を明かすことになったんだ。幸い、どこかの若わか者ものが残していったのか、花火をやった跡あと地ちでライターを見つけたからたき火をすることができた。

　夜。砂浜でたき火を見つめながら、来夏は小さく身体からだを震ふるわせた。夏とはいえ、ビキニの上にＴシャツを着てるだけじゃ寒かったんだろう。僕は胸むねの傷きずを隠かくすためにパーカーを羽は織おっていたんで肩かたに掛かけてあげた。

「えへへ、ありがと……。優やさしいね？」

「風邪かぜでも引かれちゃ面めん倒どうだからさ。今は元気すぎるぐらいだけど、昔は身体弱かったろ」

「ず～っと入院してて……そのせいでイジメられちゃったりしたもんね」

　たき火に枯かれ枝えだを投げ込こむ。と、腕うでの辺りに柔やわらかな感かん触しよくを感じた。いつの間にか、来夏が僕ぼくに寄より添そってきた。

「そのままじゃ、ひーちゃんも寒いでしょ？　ひっついてようよ」

　頰ほおが赤く染そまって見えたのは、揺ゆれる炎ほのおに照らされたからだろうか。

「私がこんなに元気になれたのは、ひーちゃんのおかげだよ」

　幼なじみは遠い目をして続ける。

「昔はね、こんなセカイなんてなくなっちゃえばいいって思ってたんだ。みんなイジワルだし、身体は思ったように動かなくて少し走っただけでゼェゼェいっちゃうしね……一つもいいことがなかったから」

　ちょっと意外だった。昔から、ニコニコ笑っているイメージしかなかったから。そんな彼女がこの世を呪のろってたなんてさ。

「♪ジャジャジャジャーン！」

　ちょっぴりおどけた調子で、来夏はファンファーレを口で奏かなでた。それは僕が子どもの頃に憧あこがれていたヒーローのテーマソングだ。

「えへへ、そんな真っ暗な場所から、私を救い出してくれたのがひーちゃんなんだよ。『とうっ！』って、本当のヒーローみたいに参上して、私を連れ出してくれた……」

　月の輝かがやく浜辺で膝ひざを抱かかえて、来夏は僕の瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめてくる。

「このセカイが真まっ暗くら闇やみじゃないって教えてくれて……一いつ緒しよに行こうって手を握にぎってくれた。だから、きっと私は強くなれたんだ」

「やめてくれよ……」

　そんなセカイを叩たたき壊こわしたのもこの僕なんだ。オメガなんかに選ばれて、世界滅亡カーテンコールの引き金を引いてしまった。

「僕はヒーローなんかじゃない」

　けれど、来夏は僕をじっと見つめて首を横に振ふった。消え入りそうな声で呟つぶやく。

「ひーちゃんはヒーローだよ。私にとっては」

「ん？　なんだって？」

「ううんっ。なんでもないっ！」

　誤ご魔ま化かすみたいに、来夏は夜空に向かって伸のびをした。満天の星の下、たき火の炎に照らされながら僕を見つめる。

「好きだよ、ひーちゃん」

「……突とつ然ぜん、変なこと言うなよ」

「変なことじゃないよ。出で逢あった瞬しゆん間かんから、ずっとず[image: ][image: ][image: ]っと好きだったんだもんねっ」

　猫ねこみたいに僕の腕に頰ずりをして、幼おさななじみは甘あまえるような声を出した。

「えへへ、ひーちゃん、大好きっ。きっとね、こんなに誰だれかを好きになれることなんて、もう一生ないと思うよ」

「……顔があり得ないぐらい真っ赤だぞ。照れるぐらいなら言うなよな」

「うっさいなー。ドキドキしちゃうんだから、仕方ないでしょー!?　もー！」

　来夏は照れ隠しをするように僕にチョップしてきたけれど……ふいにその笑えみが切なげなものに変わった。付け足すように呟く。

「もうじき、こんなこと言えなくなっちゃうから……伝えておきたかったんだよ」

　来夏は気を取り直したように手を叩たたいて、話題を変える。

「さて！　明日はなにして遊ぼっか!?」

「任まかせるよ」

「じゃーねぇ、あ、スイカ割わりとかしたいなっ！　夏の定番だし！」

「夏の定番といえば、花火もしてないぞ」

「忘わすれてた！　花火はゼッタイにやろうっ！」

「ああ、いいよ」

「あ、それから、かき氷、食べてないよ！　あと……プールも行きたい！」

「って、さんざん海で遊んでるだろ！」

　真夏の夜。静かな波の音。煌きらめく星々。

　夜明けまで騒さわぎあう、僕たち。

　セカイはとても平和だった。

　まるで、幼い頃ころに戻もどったかのように。

　世界滅亡カーテンコールなんて夢ゆめ物語であったかのように。

　穏おだやかな、穏やかな時間が流れていた。




　それにしても、どうしてだろう？

　のんきに夏休みを満まん喫きつしている気分じゃなかったはずなのに、今では文もん句くを言わずに来夏に付き合って遊ぶようになってた。

　幼なじみと過すごす毎日は、とても楽しかった。張はりつめていた緊きん張ちようの糸がほぐれていくのを確たしかに感じていたんだ──
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　カタタン。コトトン。

　小さな電車が、のんびりと走っていく。車しや窓そうの向こう側では、夕日に赤く染そめられた海がキラキラと輝かがやいていた。

　時節柄がらなのか、いつもこうなのかわからないけれど、二両編へん成せいの車内には僕と来夏以外乗っていない。

「イルカ、可愛かわいかったね……」

　隣となりに座すわっている来夏が、伸びをしながら呟いた。白いワンピースの胸むな元もとから日焼けの跡あとが覗のぞく。ビキニのカタチで白い肌はだとの境さかい目めがクッキリとできている。来夏との旅行も半分ほどが過ぎ、お盆ぼんの頃を迎むかえていたんだけど……その期間をどんな風に過ごしていたか一目瞭りよう然ぜんだね。

「ああ。なんか人に慣なれてる感じだったな」

《港に行くとイルカが見られるらしい》。どこかから、そんなウワサを聞きつけた来夏に連れられて、隣町にある港へと行ったんだ。てっきり野生のイルカが迷まよいこんだのかと思ったんだけど……

「芸っぽいコトもしてたから、水族館かどこかから、逃にげてきたのかもしれないね」

「うん。そだね。あのコは幸せだよ。海は平和だもん。天使も来ないし……。仲間もいっぱいいるし……」

　幼なじみの返事は、元気がなかった。

　優やさしげな電車の揺ゆれに合わせて、お辞じ儀ぎをするみたいに頭を揺すっている。目を開けているのが辛つらそうだった。

「眠ねむいの？」

「ん。ちょっとだけ。でも、平気」

　来夏はそんな風に答えたけれど──こてん。

　僕の肩かたに寄よりかかって来た。腕うでの辺りに来夏の体温を感じる。甘あまいような女の子の香かおりが鼻先をくすぐった。

　疲つかれてるのかもしれないな……。まあ、無理もない。コイツは子どもみたいにはしゃぎ続けていたからさ。駅に着くまで、寝ねかしてあげることにしよう。

　車窓から飛び込む夕焼けがストロボみたいに瞬またたいて僕たちの影かげを床ゆかに映うつし出していた。開けられている窓から少しだけ冷たい風が吹ふき込んで、来夏の髪かみをサラサラと撫なでる。

「私もさ、幸せだよ……。旅行に来て良かった……。毎日がすっごく楽しいもん……」

　僕の肩に寄りかかったまま、眠そうな声で来夏は呟つぶやいた。

「ひーちゃんも笑ってくれたし……」

　目をこすりこすり、幼なじみは続ける。

「旅行に来るまではね、大チャンスだーなんて張り切ってたんだよ……。私のこと、少しでも好きになってもらおうって……頑がん張ばるつもりだったけど……どーでもよくなっちゃった……。ひーちゃんの顔、見たら」

　むずかるように首を巡めぐらして、来夏は僕の顔を見上げた。優しく微笑ほほえむ。

「ひーちゃん、辛そうな顔してたから」

「……そんな顔してないよ」

　僕の反はん論ろんは聞こえていないのか、来夏は再ふたたび眠そうに瞳ひとみを閉とじる。

「だから《ひーちゃん》になろうと思ったんだよ。ヒーローの《ひー》ちゃんに……」

　そういうこと、だったのか。

　来夏は旅行の間、必要以上にはしゃいでいた。ずっと笑顔を浮うかべて、くだらない冗じよう談だんを言い続けて。僕を引っ張り回して……

　全すべては、僕を元気づけるためだったんだ。

　来夏のおかげで、暗い顔なんてしているヒマもなかった。サクヤとの《恋こい》が終わったことで、僕の胸むねにぽっかりと隙すき間まが空いてしまっていたけれど……それを自覚しないでいられたんだ。旅行に来る前までは、一人になるたびに心しん臓ぞうを握にぎりつぶしたくなるような想おもいに駆かられていたのに。

「ひーちゃんには、いっぱいい～っぱい助けてもらったから……。今度は私が……」

「勘かん違ちがいだよ。きみを助けたことなんて、ほとんどない。むしろ、僕は、」

　きみをたくさん傷きずつけてる。冷たいこともたくさん言ったし、ひどいこともした。

　中学の頃ころ《死ねない死にたがり》になってしまった僕を、来夏は身体からだを張って救おうとしてくれたのに……そんな彼女を犯おかすことで壊こわしてしまおうと考えたこともある。

　つい最近だって告白してくれた来夏を無む視しし続けてたじゃないか。

　僕は来夏に気き遣づかってもらえるような人間じゃないんだ。

　言い返そうと口を開いた時、開け放たれた窓から微かすかに秋の匂においのする風が吹き込んだ。眠そうにしていた来夏は小さく身体からだを震ふるわせ、僕の肩にすり寄る。

「ひーちゃんは、あったかいね……」

　それだけで、なにも言えなくなった。

　来夏の真まっ直すぐな気持ちが、触ふれ合う肩から流れ込んでくる。荒あれ果てた大地に降ふった慈じ雨うのように、ココロに染しみこんでいった。

　うつらうつらしながら、ほとんど寝ね惚ぼけているような声で来夏は囁ささやいた。

「あと五日ぐらいしかないけど、たくさん遊ぼうね……」

　そっと手を伸のばして、来夏は僕の手のひらに指を絡からめてくる。

「この旅行が終わっちゃっても……お願いだから……友達でいてね……。どんな結けつ論ろんが出ても……私は……へーき……だから……」

　安らかな寝息を立てて眠ってしまった。

《どんな結論が出ても平気だから》

　この言葉は、告白の返事のことを言っているのだろう。来夏の誕たん生じよう日びで旅行の終わりでもある八月二〇日に、答えを聞かせて欲ほしいってお願いされていた。

　しかも、彼女は……僕が断ことわると思ってる。

　僕の胸に宿った、サクヤへの想いに気が付いているんだ。それに気付いていながら、満面の笑みを浮かべて傷ついた僕を癒いやそうとしてくれたんだ。《友達でいて欲しい》なんて、ささやかな願いを引き替かえにして。

「ホント、情なさけないね……」

　どうして文もん句くを言わずに来夏に付き合って遊んでたんだろうなんて不思議に思っていた。

　なんのことはない。幼おさななじみに甘あまえることで、ひたすらに《逃とう避ひ》を続けていたんだね。来夏と一いつ緒しよに笑っている間は辛つらいことを忘わすれていられたから……僕は目を背そむけることに必死になっていたんだ。

　結局のところ、いつだって僕は自分のことしか考えてないんだよな……。自家中毒みたいに悩なやんで、苦しんで、暴ぼう走そうして──その挙げ句、みんなを傷つけてしまう。

　来夏も。

　サクヤも。

〝あの人〟でさえも。

「う…ん……」

　来夏は僕の手を握りしめてきた。

　繫つなぎあった手のひらが──温かくて、柔やわらかくて、いじらしくて。

　僕は、どうするべきなんだろう？

　この少女に、なにをしてやれるだろう？

　そんなことを考えながら、

　そっと、その手を握り返した。




　ほどなく電車が駅へと到とう着ちやくした。

　来夏は寝惚けたままだったから、負ぶっていってあげることにした。

　僕ぼくたちが降おりるまで、運転士さんは待っていてくれた。走り出す電車の運転席に向かって無人駅のホームから会え釈しやくをすると、運転士さんは制せい帽ぼうのツバにそっと指先を触ふれて敬けい礼れいを返した。

　幼なじみをおんぶして蟬せみ時雨しぐれの中を歩き出す。夕日に染そまった田舎いなか道に、一つになった影かげが長く伸のびていた。

　そういえば……ずいぶん昔にも、こんな風に来夏を負ぶって帰ったことがあったっけ。

　小学校に入ってすぐの頃だったかな──




「ひーちゃんが死んじゃうよー！」

　僕の背せ中なかで来夏は泣きじゃくっていた。

　ある日の下校途と中ちゆう。新しいクツを買ってもらってはしゃいでいた来夏は、遠回りして帰ろうと言い出した。そこで野の良ら犬いぬに襲おそわれてしまったんだ。

　来夏はクツをかたっぽ犬に盗とられてしまった。なんとか取り返してやろうと木の棒ぼうなんかを振ふり回して応おう戦せんしていたら、僕は腕うでを嚙かみ付かれてしまったんだ。

　傷きず口ぐちが痛いたくて涙なみだが出そうだったけれど、僕は声を張はり上げた。

「これぐらいかすり傷だよ！　泣くな！」

「だってー！　血がいっぱいでてるしー！」

　来夏は涙声で続けた。

「おろしてよ、ひーちゃん！　わたしがひーちゃんをおんぶしてあげるよ！」

「無理だよ！　来夏、クツはいてないだろ！」

　僕が嚙み付かれた時、来夏ははいていたもう片方のクツを犬に投げつけたんだ。「あっちいけー！」とか叫さけびながら。結局、クツは両方とも犬のものになってしまった。

「ったく、大事なクツなら投げるなよなっ！」

　ブツクサ文句を言いながら、僕はムキになって歩き続けたんだ──




「ひーちゃん……」

　ふいに耳元に来夏の声が聞こえて、回想をやめた。幼なじみは僕の背中にギュッとしがみついてくる。

「時間が止まらないかなあ……？」

　その口調はひどく切なげだった。

「それは、無理だよ」

「ん。わかってる……。言ってみただけ」

　僕の肩かたに額ひたいをつけたまま、来夏は再ふたたび口を閉とざした。幼なじみを背負い直し、センパイの別べつ荘そうへと続く坂道を上っていく。

　時間は──止められない。

　平和に思えるけれど、世界滅亡カーテンコールは続いているんだ。このままでは、いつか全すべてが天使に奪うばわれる。幼なじみも殺されてしまうだろう。

「…………」

　来夏を背負ったまま、小さく頭を振った。

　ダメだ。そんなこと耐たえられないよ。

　素す直なおに認みとめたくはないけれど、来夏のことはとても《大切》だって思ってる。恋こい心ごころとはまた違ちがう……なんていうか、彼女は僕の《平和な日にち常じよう》そのものだったから。

　しかも、これほどまでに僕を想ってくれている。全身全ぜん霊れいをかけて、癒いやそうとしてくれているんだ。

　あまりにも最低な、この僕を……

　幼おさななじみの体温が背中越ごしに伝わってくる。彼女が生きているという証あかしを確たしかに感じながら、強く思った。

　世界滅亡カーテンコールを、止めなくちゃいけない。

　僕は死ななきゃいけないんだ。

「♪Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を」

　気付けば、〝あの人〟が好きだった歌を小声で口ずさんでいた。

「♪The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

　本当は〝あの人〟に殺してもらうつもりだった。卒業の日に殺してくれるって約束してくれたから、それを信じて待っていたんだ。

　だけど本当は──その約束が果たされないかもしれないって、僕自身気付いてる。

〝あの人〟が、もう既すでに死んでいるんだって僕もわかってるんだ。それを認めたくなくて、足あ搔がき続けて来たんだけどさ……

　愛する人は、戻もどって来ない。

　僕を殺してはくれないんだ……

「♪A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　だったら、誰だれに殺してもらえばいいんだろう。僕は誰と愛し合うべきなんだろう。

　脳のう裏りに浮うかんだのは──サクヤの顔だった。

　僕を殺しに来てくれた対天使兵器ルシフエリオン。

　一いつ緒しよに街を守ってくれたかけがえのない仲間。

　懸けん命めいに僕を好きになろうとした少女。

　間違いなく、僕はサクヤに惹ひかれていた。

　しかし、僕は彼女との《絆きずな》をこの手で壊こわしてしまった──

「♪I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと」

　このままでは世界は滅ほろびる。僕は、誰かに殺してもらわなくちゃいけない。

　ならば、その相手は、




　来夏でもいいんじゃないだろうか？




　幼なじみは、こんな最低な僕のことを《好きだ》って言ってくれている。僕が来夏に向き合えば、世界を救えるかもしれない。

　来夏への恩おん返がえしになるだろうし、

　サクヤも、それを望んでいるのだから──

「♪Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる」

「いい曲だね……。なんて歌なの？」

　肩越しに来夏が尋たずねてきた。

「ごめん、起こしちゃった？　これは《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる》って曲だよ」

「……ヘンなタイトルだね。愛しているのに、殺してしまうなんて」

「きっと、逆ぎやく説せつなんだよ。愛する人に《ずっと生きていて欲ほしい》って意味なんだ」

　キラキラ。キラキラ。

　遠い海うな原ばらが夕日に輝かがやいている。

　来夏を背せ負おって歩く夏の坂道は、遠く幼い日々から続いているような気がした。


【卒業まで　残り２０７日】









　　　悪夢──nightmare４　８月16日　18時21分







　鋭するどい頭ず痛つうを感じて、猿さ渡わたりは意い識しきを取り戻した。

　頰ほおにジンワリと熱い石いし畳だたみのザラついた感かん触しよくがある。どうやら神社の境けい内だいでうつぶせに横たわってるみたいだ。

　目を開く。視し界かいが霞かすんでいる。薄うす暗くらがりの中に灯ともる提ちよう灯ちんの赤。屋台の垂たれ幕まくのオレンジ。ぼやけて見える神社の境内。

　耳に届とどくのは発電機のエンジン音。「……っち！…ロっち！」という意味不明な声。

　……あれ？　どうして、俺おれは、こんなところで寝ねてんだ？　なにがあった？

　鈍にぶる思考を総そう動どう員いんして、記き憶おくの糸をたぐり寄よせる。

　確か、みんなで一緒に屋台を回って、その後、いいんちょに電話して……、んで、珊さん瑚ごたちと射しや的てきをして遊ぶことになった。ムカつく顔したカエルの置物がなかなか倒たおれなくて、二人でムキになって撃うちまくってもダメで……。そしたら珊瑚が「一時休戦！　一緒に狙ねらおうよ！」とか言い出した。二人で身体からだを思い切り乗り出しまくって同時に撃ったら、カエルの置物がようやく倒れたんだ。珊瑚が「やったー！」とか飛び上がって──……

　それから……それから……どうした？　そこから記憶があやふやだぞ……？

　えっと……あ、そうだ……突とつ然ぜん、悲鳴が聞こえたんだ……。

「何事だ？」って振ふり返った瞬しゆん間かん、ふわっと風が吹ふき抜ぬけた。

　その直後、爆ばく発はつに巻まき込こまれたみたいに身体が吹っ飛ばされたんだ。

　そのまま、よくわかんなくなった。

「──痛いたッ！」

　再ふたたび、頭に痛みを感じた。身体を起そうと思ったけど、太ももの裏うら辺りになにかがのしかかっててうまく動けない。

　顔だけ起こして額ひたいを触さわると、ぬるっとした感触。手のひらが赤く染そまってる。

　くそっ、血が出てやがる……。どっか切ったのか……

　浴衣ゆかたの袖そで口ぐちでゴシゴシと額をこすった。頭の傷きずは血が噴ふき出しやすいせいか、浴衣の袖はビックリするほど真っ赤になってしまう。

　そうこうしてるうちに、次し第だいに視界がハッキリしてきた。

　辺りを眺ながめ渡わたして──ゾッとした。

　人がゴミみたいに大量に転がっていた。立ってる人はほとんどいない。

　生きてるのか死んでるのかわからない。でも、あちこちに血ち溜だまりができている。いや、血だけじゃない。見たこともないようなヌメヌメした赤黒いものがいっぱい落ちてる。香こうばしいソースの焦こげた香かおりと一緒に、吐はき気がするくらい濃こい血の匂においが鼻を突ついた。

　屋台は骨ほね組ぐみがねじれ、倒れてる。あちこちから火の手が上がりはじめていた。提灯を灯らせていた電気コードがちぎれ、火花が散っている。

　鈍る思考の中で、一つの結けつ論ろんに至いたった。

　くそっ、間ま違ちがいない。これは天使だ。天使に襲おそわれたんだ。

　と、よく知っている声が聞こえてきた。

「……ヒロっち！　しっかりしてよぉ、ヒロっち！」

　珊瑚だ。よかった、アイツ生きてる。声がした方を振り向く。

　ハリセン女は顔を歪ゆがめて、石畳に倒れ込んだクラスの女子の肩かたを揺ゆすってる。倒れてんのは……黒くろ川かわヒロエだ。まあまあ、キレイな方かな。クラスじゃ萌ほう月づきの次に胸むねがデカいから、体育の授じゆ業ぎようじゃ注目の的だ。でも、もったいないことにＡ組のヤツと付きあってんだよな。

　そこまで考えたところで、思考を止めた。

　黒川の浴衣ははだけ、下着もズレてしまって立りつ派ぱな胸が零こぼれ落ちていた。ぱんつのお尻しりもモロ見え状じよう態たい。

　普ふ段だんならラッキーとか喜ぶところだけど、ゼンゼンそんな風に思えなかった。

　胸と尻が同時に見えていると気付いたから。

　上半身はコチラを向いてるのに、尻が見えている──黒川の身体は、雑ぞう巾きんを絞しぼったみたいにグルグルとねじれていたんだ。おなかの皮ひ膚ふに気持ち悪い皺しわが寄って、千切れ掛かけていた。両目と鼻と口から大量の血を流してる。

　悲しみよりも、不気味さが勝まさった。よく知ってるクラスメイトだからこそ、気持ち悪いと思った。猿渡は、思わず口元を押おさえてしまう。

　なんだよ、アレ……。どんな力が加わったら、人間の身体があんな風になるのか、ゼンゼンわかんねえよ……。

「ヒロっち！　しっかりしてよぉ！」

　青い浴衣に血ち糊のりが飛んで紫むらさき色いろにも見えるシミができていた。しかし、それにも構かまわず珊瑚は半はん狂きよう乱らんになってクラスメイトの肩を揺すり続ける。

　そのとき──

　オオオオオオオオォォォォォォォォォォ──……[image: !!!]

　不気味な咆ほう哮こうがすぐ近くで聞こえた。

　神社の境内に白い怪かい物ぶつが浮うかんでいる。とろけたような顔面を持つ不気味なバケモノ──天使は、グルリと首を巡めぐらせて珊瑚の方を見た。

「ヒロっち！　ヒロっちぃ！　目ぇ開けてよぉ!!」

「……珊瑚っ！　逃にげろ！　天使が来てるぞ！」

　しかし、混こん乱らんしてて状じよう況きようがわかってないのか、黒川の手を握にぎり必死に揺すり続けてる。

　猿渡は慌あわてて立ち上がろうとした。しかし、下半身になんかのしかかってる。

　タオルでハチマキした血ち塗まみれの太った男だん性せいが、口から大量の血ち泡あわを吹き出して倒たおれ込んでいた。射しや的てきの屋台のオッサンだ。ぐるりと白目を剝むいている。恐おそらく、死んでる。

「くそっ、どけよ！　オッサン！」

　足をバタつかせ、オッサンの遺い体たいを蹴けり飛ばした。意い志しを持たない肉の塊かたまりになってしまったオッサンは、ぐにゃりと折れ曲がりながら石いし畳だたみに転がった。

　歯を食いしばりながら、猿渡は血けつ液えきでヌルヌルした石畳の上に立ち上がる。

「おい、珊瑚ッ！　聞こえねえのか！」

　猿渡が呼よびかけたのと、ほぼ同時。

　オオオオオオオオォォォォォォォォォォ──……[image: !!!]

　天使が悲しみに満ちた慟どう哭こくをあげた。

　じゃらじゃらじゃらじゃら──不気味な金きん属ぞく音が響ひびいたかと思うと、珊瑚に向けて凄すさまじい勢いきおいで錆さび付いた鎖くさりを放つ。

　槍やりみたいに一直線に、重たい鎖が珊瑚に向かって飛んだ。

　気が付けば、猿渡は駆かけだしていた。

　倒れた人を踏ふんづけて、よろめきながら走る。

　鎖が珊瑚に触ふれる直前──

「うおおおおおおおおおああああああああ[image: !!!]!!」

　無む我が夢む中ちゆうで鎖に前蹴りを入れた。

　トラックにぶつかったみたいな重い手て応ごたえ。鎖の触れた下げ駄たが一いつ瞬しゆんで吹ふっ飛ぶ。

　凶きよう暴ぼうな鎖は──わずかに逸それた。

　珊瑚の頰ほおを掠かすめ、彼女の後ろに立っていた木に蛇へびみたいに絡からみつく。

　メギメギっという不気味な音が聞こえ、大木にくびれができた。

　猿渡は珊瑚の肩を摑つかんで揺さぶる。

「珊瑚、無事か!?　早く逃げっぞ！」

「で、でも……ヒロっちが……。みんなも、はぐれちゃったし……私……」

　涙なみだで顔をぐしゃぐしゃにしたまま、珊瑚は呟つぶやき続けてる。

「な、なにがあったの……？　ヒロっちが……。もうわけわかんないよぅ……」

　パンッ──躊躇ためらわず、珊瑚の頰を思い切り張った。

「しっかりしろよ、珊瑚！　黒川は…黒川は、もう──」そんなこと口にしたくはなかったけれど、珊瑚の目を覚まさせるためにキッパリと言い切った。

「──死んでるよ！」

「死、んだ？　そんな、ウソだよ……。さっきまで、みんなと一いつ緒しよに遊んでて、カエルの置物かわいいねって……笑って、て」

「黒川は死んだ！　死んだ死んだ死んだ死んだ死んだ死んだ死んだ死んだッ！　黒川は死んだんだ！　このままじゃ、おまえまで死んじゃうんだよッ[image: !!!]」

　珊瑚の手から、黒川の手が滑すべり落ちた。

　べちゃり──湿しめっぽい音を立てて、力無く血ち溜だまりの中にクラスメイトの腕うでが横たわる。

　オオオオオオオオォォォォォォォォォォ──……[image: !!!]

　天使が再ふたたび慟哭した。こちらに向けて大理石でできたような手を突つき出す。

　耳鳴りがするくらい甲かん高だかい金属音が響き渡わたった。天使の手のひらの前で蛇が絡まるみたいに鎖が渦うず巻まく。

「逃げるぞ、珊瑚……!!」

　珊瑚の手をひっ摑み、有う無むを言わさず走り出した。

　直後、猿渡たちのいた場所に鎖が打ち込まれた。黒川の死体が弾はじけ飛ぶ。

「ま、待って、サワッち！」

「いいから、走れ！　振ふり向くな！」

　天使は一体ではなかった。神社の境けい内だいのあちこちに不気味なバケモノが浮いている。

　錆び付いた金属を振り回して、逃げまどう人々を襲おそっていた。

　攻こう撃げきを受け、人間が紙細工みたいに千切れて吹っ飛ぶ。

　それだけが自分にできる唯ゆい一いつの反はん抗こうだと思ったから、珊瑚の手だけをギュッと握りしめて──猿渡はひたすらに走った。

　下駄が片かた方ほうなくなっていたけれど、構かまわず石畳を蹴る。転がる死体を飛び越こえ、血溜まりを蹴立てて、必死に走り続けた。

　珊瑚も懸けん命めいに付いてきていた。ギュッと手を握り返して、泣きそうな顔をして走ってる。

「コッチだ！」

　屋台の切れ目から鎮ちん守じゆの森へと飛び込んだ。

　特別授じゆ業ぎようで幾いく度ども天使に出くわした時の対たい処しよ法を習った。

『天使は人工物を奪うばっていく習性があります。だから、逃げる場合はできるだけ建物から離はなれなさい。自然の多い場所、例えば木立の中に逃にげ込むのが有ゆう効こうです』

　それを想い出したから、森へと入ったんだ。

　実じつ際さいに天使に出くわすなんて思いもしなかったから、真ま面じ目めに聞いたことなんて一度もなかった。月に一度は行われてる避ひ難なん訓練だって、真しん剣けんにやっちゃいなかった。中学生の頃ころに全国民に配られた、《天使が出しゆつ現げんしたときの対処法》とかって冊さつ子しも、一度目を通したきりだ。

　世界が滅めつ亡ぼうしつつあるって頭では理り解かいしてたのに──ココロのどこかで、自分は大だい丈じよう夫ぶだって思い込んでいたんだ。

　息を切らしながら懸命に付いてくる珊瑚のようすを背はい後ごに感じつつ、こんなことならもっと真面目に避難訓練受けときゃ良かったなと、今さらながらに思った。

　森の中にも、天使がいた。

　恋こい人びとと二人でしけ込んでいたんだろう。男女が逃げまどっている。

「ま、待ってよぉ！　助けて！」

「うるせえ、どけっつってんだろ！」

　すがりつく女の子を突き飛ばして、男だけ逃げようとしていた。

　しかし──

　オオオオオオオオォォォォォォォォォォ──……[image: !!!]

　両方とも逃げることはできなかった。天使が、錆さび付いた鉄パイプを放ったんだ。

　ドンッ──鈍にぶい音が響ひびき、カップルが二人まとめて串くし刺ざしにされた。

　そのまま吹ふっ飛んだ二人は、モズの速はや贄にえみたいに木の幹みきに縫ぬい止められてしまう。

「きゃあああああっ[image: !!!]」

「珊瑚、よそ見すんなっ！　前だけ見てろ！」

　天使から遠い方へ。森の奥おくへ。緑の濃こい方へ。

　額ひたいを流れる血と一緒に汗あせを拭ぬぐいながら、ひたすらに駆かけていく。裸足はだしだったから木の枝えだが突き刺ささって痛いたかったけれど、それでも懸命に逃げ続ける。

　走って、走って、走って、走って、走って、走って、走って、走って、走って、走って。

　呼こ吸きゆうが苦しくなり、心しん臓ぞうが爆ばく発はつしそうな頃──突とつ然ぜんに視し界かいが開けた。

　森を抜ぬけたんだ。そこは小高い丘おかみたいになっていて、街を見渡すことができた。

　肩で息をしている珊瑚は、呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

「ウソ、でしょ……？」

「……なんだよ、これ……」

　彼女の手を握りしめたまま、猿渡も呟つぶやく。







　神かみ代しろ市の上空に、

　無数の天使が舞っていた。







　街の至いたるところから、火の手が上がっている。黒こく煙えんが街の上を覆おおっていた。ジエータイが応おう戦せんしてるのか、銃じゆう声せいや爆音が轟とどろき続けている。

　眼がん下かの光景はまるで、戦争映えい画がのワンシーンみたいだった。もしくは、悪あく趣しゆ味みなサバイバルホラーゲームのオープニングムービー。

　でも、その舞ぶ台たいになってるのは──……

　猿渡の手を握りしめたまま、震ふるえる声で珊瑚は呟いた。

「私たちの街、どうなってるの……？」

「わかんねえよ……」

「なんで、こんなに天使が……」

「わかんねえよ……！」

「なんで、私たちの学校が、燃もえてるの……!?」

「わかんねえよ！　ゼンゼンわかんねえよ……！」

　目の前に広がる光景に、これっぽっちもリアリティがなかった。

　知っている建物が次々と破は壊かいされていく。天空からスポットライトみたいな光が幾いく条じようも差し込み、コンクリートの塊かたまりが空へと舞い上げられていく。

　そんな破は滅めつ的な光景に合わせ、賛さん美び歌かを合唱するみたいに不気味な天使の声が響き渡わたる。

　こんなの、信じられない。

　まるでリアリティがない。とても現げん実じつとは思えない。

　だけど──足の裏うらが痛いたかった。汗あせが流れて気持ち悪い。呼こ吸きゆうが苦しかった。喉のどが渇かわいて張はり付いてる。口の中に少しだけ血の味が広がってる。街の方からきな臭くさい匂においが漂ただよってくる。そして、珊瑚の手は強く猿渡を握にぎり返している。

　全すべての感覚がホンモノだ。

　これは、映画なんかじゃない。ゲームでもない。

　現実なんだ。

　まぎれもない、現実。

　俺おれたちを襲おそっている──現実の悪あく夢む。

　珊瑚の顔が再ふたたびくしゃくしゃと歪ゆがんだ。涙なみだを流すことはできず、ただ苦しげに呻うめいた。

「私たち、どうなっちゃうの……？」

「わかん、ねえよ……」

　おぞましい光景から目を背そむけるみたいに、珊瑚は猿渡の胸むねに顔を埋うずめた。

　猿渡は全ての思考を放ほう棄きして、歯を食いしばりながら彼女の浴衣ゆかたの肩かたを強く抱だきしめる。

　この先、どうなっちゃうのか、なんて、

　考えたく、なかった。

















８月21日（金）

　カルネアデスの代償















　世界なんて、今すぐに滅ほろびてしまえばいい。

　そうすればきっと、僕ぼくは楽になれるのに。
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「てゆかさー、微び積せき分ぶんなんて将しよう来らい役に立つとは思えないんだよねー。昔は三年生は理系けいと文系にクラスがわかれてたらしいじゃん？　私たちもそんな風にわけてくれれば良かったのにねっ」

　高たか天まが原はら先せん輩ぱいの別べつ荘そうにある海に面したお座ざ敷しき。床とこの間に《愛に生きる！》なんて達筆の掛かけ軸じくが掛けられた部屋で、僕と萌ほう月づき来らい夏かは向かい合って夏休みの宿題をやっていた。幼おさななじみはブツクサ文もん句くを言いながら数学のテキストを睨にらみ付けている。ピタッとしたＴシャツにホットパンツっていう活動的な来夏の格かつ好こうが、宿題に対する無言の抗こう議ぎみたいだ。

　一方の僕はと言えば。

　早々に問題を終わらせ、波の音を聞きながら百面相をしている幼なじみを眺ながめていた。

《来夏と向き合ってもいいのかもしれない》

　そう想おもって以来　悩なやみ続けているんだ。

　幼なじみの欲よく目めでなく来夏は可愛かわいい方だと思う。スタイルだって悪くない。お節せつ介かい焼やきで暴ぼう力りよく的だけど、性せい格かくはかなりいい方だろう。明るいから友達もすごく多いし。猿さ渡わたりの話によれば、来夏は結けつ構こうモテるらしい。

　僕にはもったいないぐらいの女の子だ。来夏が好きだって告白してくれたことは、感かん謝しやすべきことなのかもしれない。

　いや、好きと言ってくれただけじゃない。彼女は傷きずついた僕を癒いやすために、真しん剣けんになってくれたんだ。こんなサイテーな僕を……

《ひーちゃんに笑って欲ほしかったから》

　来夏の言葉は、僕のココロに確たしかに響ひびいた。

　今、感じている、この気持ち──

　それは来夏への《同どう情じよう》かもしれない。

　傷ついている時に来夏に優やさしくされたから《錯さつ覚かく》しているだけかもしれない。

　サクヤとのことを想い出したくないから《逃とう避ひ》しているだけなのかもしれない。

　よくわからない。自分の気持ちなのに、理り解かいができない。けれど、彼女の真まっ直すぐな気持ちに答えてやりたいという想いが、僕の中に生まれていた。来夏が喜んでくれるなら……彼女が傷つかずに済むのなら、それでいいんじゃないかって思い始めていたんだ。

　しかし──シャーペンを齧かじりながらテキストに向かう来夏を眺めて、ため息を吐つく。

　ダメだ……。いざ向き合おうと思うと、躊躇ためらっちゃうんだよな……

　なぜなら、僕は、オメガだから。

　この僕と恋れん愛あいするということは、《僕を殺す役目を押おしつける》ことに他ほかならないんだ。

　もちろん、来夏に僕がオメガだってことを明かすつもりはない。相思相愛になれたら、事じ故こを装よそおって殺してもらうことになるだろう。

　僕が死ねば、世界滅亡カーテンコールは終わる。世界は救われる。この優しい幼なじみは天使に《回かい収しゆう》されずに済すむんだ。

　しかし、残された来夏に《僕を殺した》という傷を与あたえてしまうことになる。

　僕なんて死んで当然の人間だ。傷つく必要なんてない。でも、来夏はイイヤツだから、悲しんでしまうだろうな……

　ふいに、脳のう裏りにある情景が蘇よみがえった。




　真っ暗な病室。白い壁かべ。鉄てつ格ごう子しのついた窓まど。

　白いベッドの上に、パジャマを着た妹の微かすかが横たわっている。優ゆう美びな丸みを帯びていた頰ほおは瘦やせこけ、肌はだは青白い。目元は落ちくぼみ、髑どく髏ろのようになっていた。

「微……お見み舞まいに来たよ」

〝あの人〟と出で逢あってマトモになれた、中学生の僕が声を掛ける。

「あ、うあ……」

　起きあがった微はベッドの上に膝ひざ立だちになった。僕の頰に両手を伸のばす。パジャマの袖そでがめくれリストカットの傷が見えた。細い腕うでに醜みにくい切り傷が刻きざまれている。あまりに痛いた々いたしかったけれど、僕は目をそらさなかった。

　焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで、微は僕を見つめる。

「ごめんね……お兄ちゃん……。殺してごめんね……すぐに微も死ぬから、ね……？」

　妹は腕の傷きず痕あとを狂くるったように引っ搔かきはじめた。カサブタが弾はじけ、血が噴ふき出す。

「やめるんだ、微！」

　その手を摑つかんで止め、妹を抱だきしめた。

「僕は生きてるよ。死んでなんかいない。微は僕を殺してなんかいないんだよ！」

　しかし、言葉が通じていないかのように、微は涙なみだを流しながら呟つぶやき続ける。

「ごめんね……。お兄ちゃん、ごめんね……」




　中学生の頃ころ、妹に殺してもらおうと思ったことがある。僕を好きにさせた上で、殺させたんだ。結果、妹は壊こわれてしまった。今でこそ妹は元気だけれど、僕を殺してしまった直後は自殺未み遂すいを繰くり返したりしたんだ。

　もしも、来夏に殺してもらうようなことになれば、同じようなココロの傷を残してしまうんじゃないだろうか──？

　オメガという存そん在ざい──そこに内包された《矛む盾じゆん》が、僕に重くのしかかってくる。

「ひーちゃん？」

「うおっ!?」

　対面に座すわっていたはずの来夏が、いつの間にか隣となりに移うつっていた。顔を覗のぞき込こんでくる。

「なに、ぼーっとしてんの？」

「いや、ちょっと考え事してただけ。って、それよりもテキストは終わったの？」

「ゼンゼン終わってない！　諦あきらめて、後でいいんちょのを写させてもらうことにする！」

「うわ。言い切りやがった」

「そんなことよりさ～」満面の笑えみを浮うかべた来夏は、僕の腕を抱きしめて引っ張ぱった。

「海に行こうよっ！　勉強をするには夏休みは短すぎるのだっ！」

「『のだっ！』じゃないだろ。僕も来夏も受験生のハズなんだけどね……ってかさ。腕にやらかいのが当たりまくってるんだけど」

　僕の二の腕が来夏の胸むねに埋うまっていた。来夏はピタＴを一枚まい着てるだけだから、心しん臓ぞうに悪い感かん触しよくがダイレクトに伝わってきてしまう。

　幼おさななじみは日焼けした頰を染そめつつ、照れくさそうに笑って腕を放した。

「えへへ、ついついクセで……。ひーちゃんにドキドキして欲しくって、わざと腕をギュッとしてたけど、明日からはやめなきゃね」

　何気ないそんなセリフに、微かすかに胸が痛んだ。来夏は僕に振ふられると思って諦めている。そのうえで、これからも友達として仲良くしていこうと決意してるんだ。

　来夏の笑みがどことなく切なげに見えて、僕はまた、ため息を吐つく。

　来夏の誕たん生じよう日びであり、旅行の最終日。

　そして、告白の返事をすることになっている八月二〇日は、明日に迫せまっていた──
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　夜店が連なる神社へ続く道に、祭まつり囃ばや子しが響ひびき渡わたっていた。万ばん国こく旗きのように渡された提ちよう灯ちんの下を、カラコロと楽しげな下げ駄たの音を奏かなでて、浴衣ゆかた姿すがたの子どもたちが駆かけ抜ぬけていく。

「夏祭りがあるなんて、ラッキーだったね」

　あんず飴あめを舐なめながら、ヒマワリ柄がらの可愛かわいい浴衣を着た来夏は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。ショートカットの髪かみは綺き麗れいにまとめられてる。浴衣の首くび筋すじからのぞくうなじが色っぽい。

「ああ。お祭りなんて久ひさしぶりだよ」

　藍あい染ぞめの浴衣を着た僕は頷うなずいた。

　この格かつ好こうは「近所の神社でお祭りがあるんです。最後に行ってきてはどうですか？」と、別べつ荘そうの管理人さんが着付けてくれたものだ。

　祭りの規き模ぼは小さく、屋台の数も少なかったけれど、見物している人々は楽しそうだった。酔よっぱらったオトナたちが、大声で笑い合っていたり。僕たちと同い年ぐらいのカップルが手を繫つないで夜店を見て回っていたり。お祭り独どく特とくのそわそわするような雰ふん囲い気きを感じることができる。

　けれど……僕と来夏の間には、どことなくぎこちない空気が漂ただよっていた。小さい頃から来夏はお祭りが大好きで、「金魚すくいだー！　射しや的てきだー！」なんて叫さけびつつウンザリするほど振り回されるところなのに。

　水風船のヨーヨーを指につけながら、

「えへへ、コレありがと。ひーちゃんってヨーヨー釣づりとか金魚すくい、昔から上手だったよね。いっぱい取ってもらったっけ」

「そういう来夏は珍めずらしいね」

「ん？　どして？」

「お祭りに来ると甘あまいものばっかり買ってたろ。今日はあんまり食べてないからさ」

「ちょっと食しよく欲よくなくて……」

　ヨーヨーを手のひらで突つきつつ、来夏はぎこちなく微笑ほほえんで付け足した。

「だけど、すっごく楽しいよ」

　それきり、会話が途と切ぎれてしまう。

　このお祭りの途中で告白の返事するって決めたから、お互たがいに緊きん張ちようしてるんだ。

　僕は──まだ迷まよっていた。

　なんて答えるべきなんだろう……？

　世界滅亡カーテンコール。オメガ。天使。サクヤ。そして〝あの人〟のこと。いろいろな要よう素そが頭の中でグルグルと渦うず巻まいている。

　高天原センパイならば、きっとこんな風にアドバイスしてくれるだろう。

《自分の気持ちに素す直なおになれ！》と。

《好き》か《嫌きらい》かで言ったら、間ま違ちがいなく来夏のことは《好き》だと思う。

　だけど、きっと──

　僕のこの気持ちは、《恋こい》じゃない。

「ねえ、ひーちゃん。手、繫いでいい？」

　神社の境けい内だいへと続く階かい段だんに差し掛かかったとき、来夏が躊躇ためらいがちに尋たずねてきた。

　黙だまったまま、幼なじみの手を握る。

「ありがと」

　手を繫いだまま石段を上っていく。

　来夏の手のひらは幼い頃ころと変わらずに、温かくて柔やわらかくて、そして小さい。

　繫いだ手の温かさは、とても懐なつかしくて……ひどく胸に染しみた。




　神社の境内はお参りをする人たちでごった返していた。でも、神社から少し離はなれると、人ひと影かげはまばらだ。

　僕たちは手を繫いだまま、境内の端はしまで歩いた。神社が高台に建っているため、低い木の柵さく越ごしに、街の風景と、その向こう側の夜の海まで見み渡わたすことができる。

　と──夜空が明るくなった。続いて、ドンという音が轟とどろく。

「あ、花火っ」

　浜辺で花火を打ち上げはじめたようだ。次々と夜空に大輪の花が咲さいていった。

　見上げた来夏は、歓かん声せいをあげる。

「わあ……！　綺麗だね……」

　しばらくの間、僕たちは並ならんで打ちあがる花火を眺ながめていた。

　ふいに来夏が口を開く。

「何度もこうして二人で花火を見たっけ……」

「そうだね。小学生の頃は毎年、花火大会に遊びにいったよな……」

「ほら、一いつ緒しよに迷まい子ごになっちゃったコトもあったよね？　一年生のときだったかな」

「そんなことあった？　覚えてないよ」

「あったよぉ。私はゼッタイ忘わすれないもん」

　夜空を彩いろどる花火を眺めて、来夏は幸せそうな声で語り続ける。

「ウチのお父さんに江えノの島しまの花火大会に連れて行ってもらったときのことだよ。すっごい人がいっぱいで……私、ちっちゃかったから、花火が見えなくってさ。ひーちゃんが肩かた車ぐるましてくれたんだよ。それでも『見えないよー』ってダダこねて、花火が見えるところまでひーちゃんに連れてってもらったんだ」

「ああ、想おもい出した。それで迷子になっちゃって、来夏、泣いちゃってたんだっけな」

「さみしくて、怖こわくて……涙なみだが止まらなかった。そしたらさ、」

　繫つないだ手に、来夏はそっと力を込めた。

「こんな風に手をギュッとしてくれて……『僕ぼくがいるから。この手はゼッタイに放さないから。だから、泣かないでよ』って、ひーちゃんは言ってくれたんだ。そのころから、ずっとずっと私は──……」

　ふいに、来夏の言葉が途切れる。

　愛いとおしげに、もう一度力を込めた後で、

　幼おさななじみは僕の手を放した。

「来夏……」

　幼なじみは、夜空を見てはいなかった。

　真まっ直すぐに僕を見つめている。

　また一つ、花火が打ち上がった。

　淡あわく照らされた来夏の瞳ひとみには──

　涙の粒つぶが、光っていた。

「……ごめんね。一二年越ごしの片かた想おもいが終わっちゃうと思うと、なんだか切なくってさ。あはは、情なさけないな」

　幼なじみの瞳から、涙がこぼれ落ちた。

　花火に照らされて、大粒の雫しずくが輝かがやく。

　唇くちびるを震ふるわせて、来夏は微笑ほほえんだ。

「ひーちゃん……。私はあなたのことが好きでした。出で逢あった瞬しゆん間かんから、今日まで──ずっとずーっと好きでした。これからも、どうか友達でいてね……？」

　返事を聞くまでもなく、来夏は振ふられると思っている。涙を流しながらも懸けん命めいに微笑んで、想いを断たち切ろうとしてるんだ。

　来夏の涙を見つめていたら、

　頭の中に渦うず巻まいていた、いろいろなことが消え去ってしまった。

　もし交こう際さいを始めたら、来夏に《僕を殺す役目を押おしつける》ことになる……僕を蝕むしばんでいたそんな悩なやみも雲うん散さん霧む消しようしていた。

　オメガとしての椎し堂どう密ひそかではなく──来夏の幼なじみとして、来夏にとっての《ひーちゃん》として、強く思ったんだ。

　この涙を止めてやりたいって。

　だから僕は、指先で頰ほおを伝う涙を拭ぬぐい、

　そのまま、来夏に顔を近づけた。

　煌きらめく花火に照らされながら、

「ひーちゃ……っ」




　来夏の額ひたいにキスをした──




　驚おどろいたように幼なじみはおでこを押さえる。

「泣かないでよ。来夏の涙は苦手なんだ」

「ど、どうして？　ひーちゃんは、サクヤさんのこと……」

「……来夏が気付いた通り、僕はサクヤに惹ひかれてた。それは事実だよ。でも、サクヤとの関係は終わったんだ……」

　呆ぼう然ぜんと来夏は僕を見上げている。

「その直後に来夏と付き合うなんて……ムシがいいと思う。今すぐに来夏と恋こい人びと同士っぽく振る舞まえって言われても難むずかしいかもしれないよ。けど、僕なりに頑がん張ばってみる。きみの気持ちに応こたえるためにも……。だから、僕と付き合ってくれないか？」

　幼なじみは、なおも泣き続けていた。

　大粒の涙が頰を伝っていく。

「泣いてるってことは……ダメなのかな」

　こんな僕には涙を止めてやることはできないのか……一瞬、そう思った。

「バカぁ……うれし泣きだよおおおおっ！」

　子どもみたいに声をあげて、来夏は泣き始めた。頭をなでてあげると「うあああん！」と余よ計けいに泣き声は大きくなる。

「えぐえぐっ。本当にわだぢでいいの？」

　涙声で来夏は尋たずねてくる。

「来夏こそ、僕でいいのか？　自じ慢まんじゃないけど、僕ってろくでもないヤツだよ？」

「私はひーちゃんじゃなきゃダメなんだよぅ！　うわああああああああああああんっ！」

　僕と来夏は、こんな風にして交際をはじめることになったんだ──




　そのとき。

　一瞬だけサクヤの顔が脳のう裏りに浮うかんだ。

　サクヤにも、こんな風に言っていれば……

　ちゃんと向かい合ってあげていれば……

　そんな想おもいがよぎる。

　しかし、頭を振って幻げん想そうを搔かき消した。

　これから僕は、来夏のことだけを見つめてやらなくちゃいけないんだ。
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　朝日の目ま映ばゆさに、目を覚ました。

　ベッドの上で身体からだを起こし、寝ね癖ぐせだらけの髪かみを手て櫛ぐしでといた。うっかり閉しめ忘わすれたのか、薄うすく開いた窓まどから爽さわやかな海風が吹ふき込み、優やさしくカーテンをはためかせている。

「うんざりするほどイイ天気だね……」

　ぼーっとしたまま誰だれに言うでもなく呟つぶやいた。僕は朝よりも夜、晴天よりも雨の日が好きだ。なんていうか、精せい神しん的に不健康な僕には爽さわやかな景色ってヤツが似に合あわないような気がするんだよね。

「でも……ちょっと名残なごり惜おしいかな」

　窓の向こうの海は、旭きよつ光こうに輝かがやいて綺き麗れいだった。二週間もの長い期間、この別べつ荘そうにいたけれど……今日で最後と思うと少し寂さびしい気もするね。妹やにゃみちゃんも待ってるから、帰らなきゃいけないけどさ。

　ベッドの上で片かた膝ひざを抱かかえて、ぼんやりと海を眺ながめつつ、脳が覚かく醒せいするのを待った。

　そこで、僕が起きるのを見計らったように、勢いきおいよくドアが開いた。

　可愛かわいらしいパジャマに身を包んだ来夏が、肩かたで息をしながら立っている。どうやら部屋からダッシュしてきたらしい。

「おはよ、来夏」

　幼おさななじみは返事もせずに僕のベッドに飛び乗ってきた。僕をじ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っと見つめながら、僕の頰ほおをペタペタと触さわる。

「幻まぼろしじゃ、ないよね？」

「なに言ってんだよ、朝っぱらから」

「夢ゆめじゃないんだよね？　私とひーちゃん……おつきあいすることになったんだよね？」

　昨日の夜、来夏は泣き疲つかれてしまって、お風ふ呂ろに入った後すぐに寝ねてしまった。だから、夢でも見ていた気分なのだろう。

「私は、ひーちゃんの恋こい人びとなんだよね？」

　ぽりぽり……。人差し指で僕は頰を搔いた。

　照れくさいから、軽口でも叩たたいて誤ご魔ま化かしたいところなんだけど……仕方ないか。

　そっぽを向きつつ、答えた。

「そうだよ。来夏は僕の……カノジョだ」

「うっきゃあああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　奇き声せいをあげながら来夏はベッドの上で右へ左へと転がった。シーツに顔を埋うずめ、足をジタバタさせる。

　真っ赤になった顔を上げた来夏は、シーツをかぶったままベッドに四つんばいになって這はい寄よってきた。溶とけたアイスクリームみたいに緩ゆるみ切った幸せそうな表ひよう情じようで、僕の腕うでをギュッと抱だきしめる。

「えへへ……好きっ♡」

　僕の頰に不器用なキスをした。ついばむような、というより《むちゅっ♡》って感じのヤツをね。

「じゃ、また後でねっ！」

　幼なじみ──いや、僕の恋人は逃にげ出すように走り去っていった。「きゃっほうっ！」なんて嬉うれしそうな奇声をあげながら。

　柔やわらかな唇くちびるを感じた頰を撫なでつつ、呟く。

「そんなに喜ぶことでもないと思うけどね」

　だけど、ホントのことを言えば、悪い気分じゃなかった。あんなに喜んでもらえるなら、交こう際さいをはじめて良かったって素す直なおに思える。

　……本人にはゼッタイに言えないけど、さっきの来夏はちょっと可愛かわいかったしさ。

　ベッドから降おりて、カーテンを開いた。朝日を全身に浴びながら、大きく伸のびをする。

　思えば、いつも《矛む盾じゆん》を抱かかえていた。

　世界を滅ほろぼす存そん在ざいなのに、街を守っていること。〝あの人〟はもういないって気付いていたのに、戻もどってきてくれるのを信じ続けていたこと。世界を救うチャンスがあったのに、救わなかったこと。

　殺されるために、恋をしていること。

　そして、本当は好きになっていたのに、

　サクヤを傷きずつけてしまったこと。

　そんな《矛盾》した行動を取っていた理由は、結局は僕が《オメガ》であるからということに帰結するのだろう。

《相思相愛の相手に殺されなければ、世界を救うことができない》

　そのルールが僕のココロを壊こわし、苦しめ、悩なやませ──《矛盾》を生ませていた。素直に生きることができなくなっていたんだ。

「だけど……来夏のことは違ちがうよな……」

　来夏との交際を決めた瞬しゆん間かんの僕は、《矛盾》を孕はらんでいなかったように感じる。《オメガ》ではなく、《椎堂密》として、来夏と向き合ってみようと思ったんだ。

　僕は、〝あの人〟と約束をした。

　──必ず、きみを、殺してあげる

　　　　卒業の日、この満開の桜さくらの下で

　高天原センパイにボコボコにされるまで気付けなかったのが情なさけないけれど……その言葉は《卒業の日まで生きて欲ほしい》という願いだったのだろうと、今は思っている。

　卒業まで後二〇〇日ほどだ。

　その日々を、来夏のために使ってあげよう。

　今は彼女に《恋》をしていない。

　でも、時間を掛かけて、向き合ってあげられれば《好き》を積み重ねてあげられると思う。

　サイテーな僕なりに残された日々を懸けん命めいに歩もう。殺されるための恋れん愛あいではなく、来夏を幸せにするための恋をしよう。

　来夏に殺してもらわなきゃいけないことは……一いつ旦たん保ほ留りゆうだ。いろいろ思い悩んだ挙あげ句くに、来夏を傷つけちゃうかもしれないからさ。相思相愛になれた時に改めて考えればいい。

　こんなのは卑ひ怯きような決意だと罵ののしられるかもしれない。たくさんの人を傷つけて──サクヤを再さい起き不ふ能のうにした僕が、取るべき行動ではないだろう。でも、これ以上、誰も傷つけたくなかったから……

「……これでいいんだよな」

　確かく認にんするように、呟つぶやく。

　と、着き替がえを終えたらしい来夏が、ドア口から顔を覗のぞかせた。

「管理人さんが朝ご飯できたって呼よんでるよ。一いつ緒しよに食べようよ、ダーリン♡」

「って、コラ！　ダーリンって呼ぶなっ！」

　とりあえず、来夏と交際をはじめたことに慣なれなきゃいけないね。
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　来夏と過すごした穏おだやかな夏の日々は、サクヤを傷つけてしまい憔しよう悴すいしきっていた僕を癒いやしてくれた。残された時間を前向きに生きようって、決意させてくれた。

　そう──残された時間があるって、思いこんでいた。穏やかな毎日が、僕に勘かん違ちがいをさせていたことに、気付いてなかったんだ。




　僕ぼくたちのセカイには、

　もう、残された時間なんて存在しないのに。
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　負ふ傷しよう者しや[image: ：]一万八三〇〇余よ人にん

　死者[image: ：]三六四人

　行方ゆくえ不明者（天使に回かい収しゆうされた者を含ふくむ）[image: ：]二九一五人

　倒とう壊かい家屋[image: ：]四一〇八戸




　以上が、神代市に発生した被ひ害がいの全ぜん容ようだ。
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　たったの二週間で、僕と来夏が暮くらしていた街のようすは見る影かげもなく変へん貌ぼうしていた。爆ばく撃げきでも受けたかのようにあちこちで瓦が礫れきが山をなし、壊こわれた家屋を薄うす汚よごれた服を着た人々が呆ぼう然ぜんと見上げている。

　管理人さんの運転する自動車の車しや窓そうから、街を見た来夏は、目の前にあるものが信じられないように首を横に振ふり続けていた。

　陥かん没ぼつした道路を進んでいくと……マンションの駐ちゆう車しや場じように落ちた大きなコンクリートの下に、赤黒い染しみが広がっているのが見えた。女じよ性せいの細い手がもがくように伸のびている。遺い体たいの収しゆう容ようさえ終わっていないんだ。

「ひぃっ……！」

　怯おびえたように抱だきついてきた来夏の頭を、しっかりと抱いてあげる。

「大だい丈じよう夫ぶ……。大丈夫だよ……」

　必死にそう言い聞かせてあげたけれど、僕自身なにが大丈夫なのかわからなかった。

　街のようすがあまりにもひどすぎて──
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　幸いなことに僕の妹と母親は無事だった。

　しかし、来夏の家族の無事が確かく認にんできなかった。安あん否ぴを調べるために、避ひ難なん所じよへと向かった来夏と一いつ旦たん別れ、僕は《高天原病院》へと向かった。

　サクヤのことも気になったけれど、高天原Ａはじめセンパイに呼びつけられたから。サクヤの安否も含め、センパイに詳くわしい状じよう況きようを聞いた方が早いと思ったんだ。

　高天原家の経けい営えいする病院に着いた僕は、エントランスで立ちつくしてしまった。

　ありきたりな比ひ喩ゆだけれど……そこはまるで戦場のようだったんだ。収容仕切れない怪け我が人が廊ろう下かにまで溢あふれ、痛いたみに呻うめいている。血に汚れた白衣に身を包んだ医い師しや女性看かん護ご師しが駆かけ回っていた。

　センパイが入院しているのは、一番上の階にある個こ室しつだ。最上階の廊下につくなり、センパイの怒ど声せいが病室から響ひびいてくる。

「私は一いつ般ぱん病びよう棟とうで良いといっているだろう!?　個室は重じゆう傷しよう者しやにあてがってやれ！」

「そういうわけには参りません。お嬢じよう様さまをそのようなところへは……」

　焦あせったような声を出した高天原家の使用人らしき男性に、センパイは怒鳴り返す。

「おい、お祖父じい様とはまだ連れん絡らくがつかないのか!?　孫まご娘むすめがありったけの救きゆう援えん物ぶつ資しを寄よ越こせと言ってると伝えろ！　食料、医薬品、毛もう布ふ、仮か設せつ住じゆう宅たく、ありとあらゆる全すべてだ！」

　こんなにせっぱ詰つまったセンパイの声を聞いたのははじめてかもしれない。それほどに、神代市の状況は厳きびしいということなのか……

「失礼します。センパイ」

　開いていたドアから声を掛かける。窓まど際ぎわのベッドに横たわっていた高天原センパイは、傍かたわらに控ひかえていた看護師さんと使用人の男性に下がるように命じた。

　一〇畳じようほどの広めの病室に、センパイと二人きりになる。真まっ直すぐに僕を見つめていたセンパイは、ゆっくりと床ゆかに降おりた。

　入院着の裾すそが乱みだれるのも気にせず床に跪ひざまずく。

「街を守ってやると大見得を切ったのに……約束を果たせなかった。……すまない。この通りだ。許ゆるしてくれ」

　リノリウム張ばりの白い床に額ひたいをつけてセンパイは僕に土ど下げ座ざをした。

　息を、飲のんだ。

　高天原センパイの右足が無かった。

　太ももから先が消え、包帯に覆おおわれている。

「五日ほど前、無数の天使が襲おそってきた。街を守るためにジエータイを配はい備びしていたが……為なす術すべもなかった。シドに連れん絡らくをしてやることすらできなかったんだ……」

　顔を上げたセンパイを見て、再ふたたび絶ぜつ句くする。

　そんな顔しないでくださいよ……。僕の知ってる高天原Ａはいつでも自信満々で余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべてるんです。絶望したような表ひよう情じようをしてる人じゃないんです……

　膝ひざをついたままの格かつ好こうで、センパイは憔しよう悴すいし、疲つかれきったような声を出した。

「おまえに伝えたいことが山のようにある。だが、そのまえに頼たのみがあるんだ」

　続くセンパイの言葉に背せ筋すじが凍こおった。

「……縁えん遠どうに会ってやってくれないか？」







　縁遠丹に闇やみ──にゃみちゃんは、ショートカットに華きや奢しやな身体からだ付きの可愛かわいい後こう輩はいだ。天才的なハッカーである彼女に幾いく度ども助けてもらったことがある。

　看護師に連れられて、とある部屋の前に立った。

《ＩＣＵ》──にゃみちゃんは今、集中治ち療りよう室しつの中にいる。

　ドアの前で足が止まってしまった。

　センパイのセリフが耳に蘇よみがえる。

『縁遠は、天使に襲われて瀕ひん死しの状じよう態たいにある。手の施ほどこしようがないほどの重体だ。あいつは、ずっとシドの名前を呼よび続けているんだよ。頼むから、会ってやってくれ……』

　空気が薄うすくなってしまったみたいに呼こ吸きゆうが苦しい。ドアの向こうでにゃみちゃんが待っているというのに、たった一歩を踏ふみ出すことができなかった。

「私たちは外で待機しています。なにかあったら、すぐに呼んでください」

　看護師さんの声に我われに返った。

「……わかりました」

　震ふるえる声で答え、ＩＣＵへと入る。

　薄いベールのような幕まくの向こうにベッドが設しつらえられていた。ベッドを取り囲むように並ならんでいる心電計などの機械は、にゃみちゃんの命を繫つなぎ止めているもののはずなのに──なぜか少女の命を奪うばおうと相談している死神の群むれのように見えた。

　意を決し、僕はベールの向こう側へと足を踏み入れる。

「…………！」

　あまりのひどさに、声が出せなかった。

　無数のチューブに繫がれたにゃみちゃんは──もはや人間のカタチをしてなかったんだ。

　ベッドに横たわるにゃみちゃんには、下半身と左ひだり腕うでがなかった。身体の半分しか残ってないように見える。全身を覆おおっている包帯には斑まだらに血けつ液えきが染しみ出している。顔は綺き麗れいだったけど、トレードマークである左側の猫ねこ目めも包帯で隠かくされていた。

「ひぃ……センパイ……？」

　にゃみちゃんは目を開いた。焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで、懸けん命めいに僕を探さがす。残された右手がもがくように宙ちゆうを搔かいた。

　彼女の手を握にぎり、自分の頰ほおに当てる。

「にゃみちゃん……僕はここにいるよ」

「よかった……来てくれたんですね……」

　可愛らしい後輩は弱々しく微笑ほほえんだ。

「ずっと……待ってたんですよ……」

「遅おそくなって、ごめんね」

「んもう……やっぱり……センパイはイジワルです……。ワルワルで……鬼き畜ちくです……」

　お決まりの悪あく態たいをついていたにゃみちゃんは、ふいに申し訳わけなさそうな声を出した。

「ごめんなさい……。わたし、こんなカラダに、なっちゃいました……」

　痛いたむのだろうか、包帯に巻まかれた身体が引きつるように震える。だが、にゃみちゃんは苦しげに顔を歪ゆがめながらも続けた。

「ただでさえ、あちこちが壊れてたのに……こんなんじゃ、もう……センパイとえっちぃこともできませんね……」

「そんなこと、ないよ。今だって、にゃみちゃんは、すごく可愛い」

「うふふ……うれしいです。ウソだって、わかっていますが……ウソをついてくれたセンパイの気持ちが……うれしいで……」

　そこで、にゃみちゃんは激はげしく咳せき込こんだ。苦しそうに鼻び孔こうに差し込まれたチューブを引き抜ぬいた。頰を伝った血液混まじりの液体を恥はずかしそうに、袖そで口ぐちの包帯でふき取る。

「鼻血、出ちゃいました……。……こんなの可愛くないですね……」

「ツライなら無理しないでよ。話なら後でもできるだろ。すぐに医者を呼んで、」

「……待ってくださいっ」

　にゃみちゃんは僕の腕を摑つかんだ。

「ひぃセンパイと……お話したくって、わたし、頑がん張ばったんです。……お願いですから、もう少し、こうしていてください……」

　視し点てんの合わない瞳で、にゃみちゃんは懇こん願がんするように僕を見つめてくる。

　高天原センパイは言っていた。生きているのが不思議なぐらいの状じよう態たいだって。いっそ死んでしまった方が楽になれるのに……苦しみ続けることを選んだ。幾いく度ども生死の境さかいを彷徨さまよいながらも、命を取り留とめ続けたんだ。

　全すべては、この僕に会いたい一心で……

　心しん臓ぞうが摑まれたように痛んだ。涙なみだが込み上げそうになってくる。しかし、懸命に堪こらえて笑顔を作った。

「わかった。話を聞くよ」

「ありがとうございます……」

　可愛かわいい後こう輩はいは苦く痛つうに顔を歪めながらも、嬉うれしそうにお礼を言った。

「ねえ、ひぃセンパイ……。言い訳させてもらって……いいですか？」

「言い訳？」

「ひぃセンパイと……いっぱいえっちぃコト、しましたよね？」

「そうだね」

「だけど……その……わたしのこと、えっちぃ女の子だって思わないで……欲ほしいんです」

　包帯の巻かれた青ざめた頰が、ほんのりと朱しゆに染そまった。そんな可か憐れんな反はん応のうが、今はとても痛々しい。

「わたしが、ひぃセンパイにえっちぃことをおねだりしてたのは……《そーゆーコト》をしている間は……わたしだけを見つめてくれているような気がしたからなんです……」

　再ふたたびにゃみちゃんは、右手でもがくように宙を搔いた。その手のひらを摑んで、そっと僕の頰に押おし当ててあげる。

「わたし、ひぃセンパイのことが好きでした……」

　震える指先が、存そん在ざいを確たしかめるように僕の頰を撫なでる。

「好きって言ってしまったら……わたしたちの関係が壊れてしまいそうでしたから……気付いてもらうためのアピールしかできませんでしたが……。世界中の誰だれよりも好きでした」

　彼女の指にそっと唇くちびるを寄よせて、

「……知ってたよ。きみの気持ちに気付いてた。気付いていながら、利用していたんだ」

《世界樹アンダーワールド》との協力関係を失うわけにはいかなかったから知らんぷりしかできなかった。

「やっぱり……そうでしたか……」

　にゃみちゃんの指が僕の唇をなぞる。

「鋭するどいひぃセンパイが……気付かないはずないって思っていたんです……」

「ごめんね」

「お願いですから……謝あやまらないでください……。それでもわたし、幸せでしたから。わたしのことを選んではくれないってわかっていても……すごく幸せでしたから……。こんな壊れ果てたわたしを……必要だと言ってくれたこと……それだけで……わたしは……」

　もう一度、にゃみちゃんは強く咳き込んだ。大量の血を吐はき出し、胸むな元もとを赤く染める。

「にゃみちゃん！　このままじゃきみは……」

「いいんです……もう、どうせ……わたしは助かりませんから……。痛いたみ止めをいっぱい打ってもらったから、あんまり痛くないですし……。それよりも……ひぃセンパイと最さい期ごまで一いつ緒しよに……いたいです……」

　血ち塗まみれのまま、にゃみちゃんは笑った。残された右目で愛いとおしげに僕ぼくを見つめる。

「ひぃセンパイ……。天国って、どんなところでしょうね……。パソコンはあるんでしょうか……。コンピュータがなかったら、わたし、困こまってしまいます……」

「きっとあるさ。もしなかったら、僕が届とどけてあげるよ」

「うふふ……。約束……ですよ？」

　にゃみちゃんの呼こ吸きゆうが浅く遅おそくなっていた。今にも止まってしまいそうだ。彼女の命を繫つなぎ止めたくて、強く手を握にぎりしめる。

　遠のきそうな意い識しきの中、にゃみちゃんはうわごとのようにしゃべり続けた。

「それと……もう一つ、約束して……」

「なんでも約束するよ」

「わたしが生まれ変わって……もしもセンパイと出で逢あえたら……恋こい人びとにしてくれとは言いません……また、利用してくださいね……わたしのこと……必要だって仰おつしやってくださいね……」

「約束するよ……」

　こんなの僕らしくないのに……堪えきれず双そう眸ぼうから涙が溢あふれた。包帯にまみれたにゃみちゃんの指先に涙の雫しずくが落ちる。

「うふふ……わたしのために泣いてくれるなんて……今日の…センパイ……優やさしいですね……」

「そういうにゃみちゃんはワガママだ……」

　にゃみちゃんの笑え顔がおを見て、僕も笑った。

　涙を流しながら、笑った。

「そうなのです……ワガママ、なのです……今日で最期だから……」

　にゃみちゃんの身体からだから、ゆっくりと力が抜ぬけていく。彼女の命の灯ともし火びが、今にも消えようとしていた。

　かすれた声で、にゃみちゃんは呟つぶやく。

「ワガママついでに……おねだりしちゃいます……。センパイの血が……飲みたい……」

　自分の唇くちびるを嚙かみ切り、にゃみちゃんの唇に押し当てた。柔やわらかな舌したが、僕の唇を微かすかに舐なめた。

「すごく……美味おいしい……です……。

　ずっと、ずっと……飲んでいたいなあ……」




　脳のう裏りに、元気だった頃ころのにゃみちゃんの姿すがたや声が蘇よみがえってきた。

《嗜し血けつ症しよう》なんて病気に罹かかっているせいで、彼女は僕の血を飲みたがったんだ。

『ひぃセンパイの血は最高ですっ！』

『大好きな人の血液だからこそ……美味しく感じるんですよ？』

『もうっ、ひぃセンパイのイジワルっ』

『でも、ひぃセンパイに出逢えてよかった』




　血塗れでベッドに横たわる、にゃみちゃんの瞳ひとみから涙なみだが一雫──伝った。




「わたし……死にたくない……。

　死にたくない……です……。

　ずっと、ひぃセンパイと一緒に──……」




　それきり、にゃみちゃんは動かなくなった。心電計がフラットな音を奏かなでる。異い変へんを告げるアラートが響ひびき渡わたった。

　誰かが飛び込んできて、にゃみちゃんから引きはがされる。グルグルと回る視し界かいの中、喉のどが張はり裂さけるほど、ただ、叫さけんだ。

「うああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　　　　[image: ]




　気がつけば病院の屋上にいた。ＩＣＵから外に出されたところまでは覚えている。でも、ここまでどうやって来たのか覚えていない。

　屋上からは、神代市を眺ながめることができた。僕が守り続けてきた街は面おも影かげもなく破は壊かいされ、夏の日差しに晒さらされている。

　にゃみちゃんが死んだのは、僕のせいだ。

　僕が生きているから、

　僕がオメガだから、

　にゃみちゃんは、苦しみ抜いて、死んだ。

「なんでだよ……？」

〝あの人〟が付けた胸むねの傷きずの辺りを、強く押さえつけた。胸が張り裂さけそうだ。《協力者》が死んだことなんて初めてじゃないのに、なぜかとても辛つらかった。いつの間にか、僕は《残ざん酷こくさ》を失ってしまったらしい……

「くそ……っ！」

　神は──

　僕をオメガにしやがった神は──

　いったい、なにが望みなんだ？

　世界を滅ほろぼすつもりなら、さっさと滅ぼせ。

　僕が邪じや魔まだったら、今すぐ殺せよ！

　なぜ、世界滅亡カーテンコールを止めるためのルールを作った？　なぜ、それを僕の命に託たくした？　なぜ相思相愛の相手にしか僕を殺せないんだ？

　なぜ、《恋こい》なんだ？

　なぜ、《死》なんだ？

　なぜ、《僕》なんだ？

「なんでだよ……！」

　くそったれなルールにもがき続ける僕を、どうしてなおも苦しめ続けるんだ？

「なんでなんだよ！　チクショウっ！」

　そのとき──シャラン

　返答の代わりに涼すずやかな金きん属ぞく音が響いた。

　夏の日差しに浮うかぶ陽かげ炎ろうのように、屋上が揺ゆらいだ。法ほう衣いに身を包んだ少年が現あらわれる。

「アダム……！」

　オメガが《最後の人類》であるなら、《最初の人類》。それが、アダム。

　アダムは、酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「椎堂密。街が壊こわされたのは、あなたのせいですよ。オメガであるという現げん実じつを忘わすれ、あの幼おさななじみの少女に《逃とう避ひ》を続けていました……だから、想い出させてあげたのです」

「……街を壊したのは、おまえか？」

「与あたえていた猶ゆう予よはもう終わりということです。……あの対天使兵器ルシフエリオンも腑ふ抜ぬけていましたから、神代市を壊すのはとても簡かん単たんでした」

　銃じゆうを持っていなかったから、発作的に僕は屋上を蹴けった。しかし、殴なぐりかかった瞬しゆん間かんにアダムの姿がかき消える。拳こぶしが空を切った。

　冷たい笑い声が空から降ふってきた。《最初の人類》は宙に浮かんだまま、深しん紅くに光る瞳で壊れ果てた街を眺める。

「さあ、オメガ。全すべてはあなた次し第だいです。

　このまま世界の終わりを見続けますか？

　それとも世界を救うための恋をしますか？」


【卒業まで　残り２０１日】









　　　エピローグ







「♪Imagines. Tomorrow when you are lost.ときどき、想像してみるの。あなたがいない明日を」

　避ひ暑しよ地ちとしても有名な、とある街の外れ。

　まるで核かく攻こう撃げきにでも晒さらされたみたいに周囲の建けん造ぞう物ぶつは軒のき並なみ消しよう滅めつしていたにも拘かかわらず、その建物だけは見事に原型を保たもっていた。

　古い絵本にでも出てきそうな、白しろ煉れん瓦が造づくりの建物。元々はサナトリウムだったようだが、教会と言われても頷うなずきそうな趣おもむきを持っている。

「♪The sun is lost. A star doesn't twinkle.太陽は昇るのをやめ、星もまたたかないわ」

　二階の一室で、少年は歌を口ずさんでいた。

《Loves, so that want to kill.殺したいほど、愛してる》

　彼が唯ゆい一いつ知っている歌だ。

　白い壁かべ。純じゆん白ぱくのカーテン。清せい潔けつなシーツ。

　なにもかもが白に染そまった一室。灯あかりはつけていないのに、窓まどから差し込こむ淡あわい月明かりだけで、部屋中がぼんやりと輝かがやいて見えるほどに室内は白に満たされていた。

「♪A breeze stops. The song of a little bird disappears.そよ風も途絶え、小鳥も唄うのをやめるの」

　ベッドに腰こし掛かけているアダムの姿すがたは、純白に染められた部屋では、まるで半紙に血けつ液えきを垂たらしたかのように見える。

「♪I love you. If you are lost, the world is meaningless.つまりね、あなたがいなければ、世界に意味なんてないってこと」

　小声で歌を唄いながら、アダムは目を閉とじた。

　脳のう裏りに浮かんできたのは──なぜだろう。

　最後にイブと話した光景だった。







　建物が跡あと形かたもなく吹ふき飛び、荒こう野やと化した渋しぶ谷やの街。

　鉄てつ骨こつの飛び出した瓦が礫れきが転がっている。アスファルトすら回かい収しゆうされ、もうもうと土つち埃ぼこりが舞まい、辺りの景色を霞かすませていた。

　深く抉えぐれたクレーターの中心に、

　天使との戦せん闘とうを終えたイブが横たわっていた。

　身体からだの半分以上が吹き飛び、大量の血を吐はいている。

　彼女の身体を抱だき上げて、アダムは優やさしく髪かみを撫なでた。

「バカだね……。そこまで、人間に肩かた入れする必要なんてないのに……」

　イブは消え入りそうな声で返事をする。

「わからなく…なってきちゃった……」

「わからないって……？」

　痛いたみに顔を顰しかめつつ、アダムの腕うでの中でイブは続ける。

「愛する人を殺して……平和を手にしたとしても……意味なんてあるのかしら？　神の望み通りに……この世界は滅ほろびてしまった方がいいんじゃないかな……？」

「なにを言っているのかわからないよ。ボクたちは天使だろう？　《新しい人類》になるために作り出された存そん在ざいだけど……今はまだ天使のはずだ」

「わかってる……。でもね……」

　イブの瞳ひとみから、一ひと筋すじ涙なみだがこぼれ落ちた。

「密ひそかくんを好きになってしまった……」

　まるで、それが合図であったかのように。

　彼女の傷きず口ぐちから、光の粒つぶが弾はじけだした。

　燐りん光こうがイブの身体を包み込む。少しずつ傷口が癒いえていった。

「私には……世界を救えない……」

　呻うめくように呟つぶやいて、イブは瞳を閉じた。

「もう……わからない……。私は……どうしたらいいの……？」







「♪I love you. Loves, so that want to kill.だって、あなたを愛しているから。殺したいほど、愛してる」

　歌を唄い終え、ゆっくりと瞳を開いた。

　純白に満ちた部屋に、静せい寂じやくが戻もどる。

　物思いにふけるように、黙だまったまま天てん井じようを見上げていたアダムは──ふいに、呟いた。

「ねえ、イブ……きみは、どう思う？」

　グラスハープが鳴るような透すき通る声。

　その声こわ音ねは、どことなく悲しげだった。

「《世界の終わり》を背せ負おわされて、恋こいをするのは、どんな気分なんだろう……。

　恋は恋だから、どちらにせよ幸せなのだろうか。それとも、恋は恋だから、どちらにせよ辛つらいのか……。恋をすれば、ボクにも想そう像ぞうがつくのかな……」

　ただ静けさだけが、赤い法衣の肩かたに降ふり積もってくる。

「……別に、わからなくても、いいけれど」

　立ち上がったアダムは、ベッドを見下ろした。

　しばらくの間、そうしていたけれど……躊躇ためらいがちに報ほう告こくをする。

「オメガの住む街を壊こわしてきた」

　返事はない。構かまわずに続ける。

「もう少し時間が掛かかりそうだけど……間ま違ちがいなく、ボクたちの《神のシナリオアポカリプス》は完成するよ」

　ベッドに横たわる女じよ性せいの手を、そっと握にぎった。

「きっと──」

　体温を確たしかめるように、自らの頰ほおに手のひらを当ててみる。

「きっと、そのときには目を覚ましてくれるよね……？」

　手を優しくシーツの中に戻すと、アダムは踵きびすを返した。

　廊ろう下かに広がる薄うす闇やみに溶とけるように、彼の姿は消えてしまう。

　静けさに満たされた白い病室。

　ふいに──わずかに開いた窓から、そよ風が吹ふき込んだ。

　純じゆん白ぱくのカーテンが柔やわらかくはためく。

　同じ色をした前髪が、微かすかに、揺ゆれた。







　　　あとがき







　お久ひさしぶりです。もしくは、初めまして。風かざ見み周めぐるです。

「周」と書いて「めぐる」と読みます読ませます。覚おぼえておいて頂いただけると嬉うれしいです。

　今回のあとがきは、ちょっと長めでございます。最後に重大発表もありますので、お暇ひまな時にでも読んでみてくださいませ。ぺこり。

　さてさて、風ふう雲うん急きゆうを告つげまくりの『殺×愛５─きるらぶ　ＦＩＶＥ─』いかがだったでしょうか？　お読みになった方はおわかりかと思いますが、お気楽極楽な前ぜん巻かんから一いつ転てん、とてもツラい展開になってしまいました……。今こん後ご、密ひそかくんはもっと厳きびしい選せん択たくを迫せまられることとなっていくようです。ぜひぜひ応おう援えんしてあげてください！

　それにつけても。

　読み返しているといつも思うんですが、密くんたちって青せい春しゆんしまくりですよね。五巻目、六巻目は特に青あお臭くさい感かんじで、読んでてちょっと恥はずかしいぐらいでございます。

　で、ふと我われに返って考えてみたんですが……風見が中高生の頃って、こんな青春ちっくな想い出があったかなあ？

　──え？　なんですと？　ヲタクチームに分ぶん類るいされる男の子は灰はい色いろの青春を送おくると相そう場ばが決まってる？　そ、そんなハズはないですよ。まあ、確たしかに灰はい色いろかそうでないかでいったら、グレーまっしぐらだったのは否いなめませんが、私にだって、きっと甘あま酸ずっぱいエピソードの一つや二つあるはずです！　……あ、あるよね？　あるハズなんだけどな……

　というわけで、今回は風見の記憶を総そう動どう員いんして、ナケナシの青春を感じたエピソードについて書いてみようと思いまーす。




　あれは確か、高校の卒そつ業ぎようが迫せまっていたある日のこと。

　クラスメイトたちとお別れ宴えん会かいを開いたんです（注　高校生の飲いん酒しゆは法律で禁止されております。よいこはマネしちゃいけません！）。

　カラオケのできるパーティールームを借かり切きって、吞のめや唄うたえの大おお騒さわぎ。そりゃもう、メチャクチャ盛もり上あがりました。

　そして、その帰り道。

　クラスメイトの女の子と一緒に駅へと向かいました。普段はあまり話したことがなかった女の子だったんですが、帰る方向が同じだったので送ることになったんです。

　そのコは凄すさまじく酔っぱらっていて千ち鳥どり足あし状じよう態たい。券けん売ばい機きで切きつ符ぷを買うときも、「にゃはははは！」と爆ばく笑しようしながらボタンを連れん打だする始し末まつです。

　おいおい、大丈夫か……？　とか思いつつ、彼女と一緒に電車に乗りました。

　幸さいわいシートに座ったら大人しくなってくれたんで、胸をなで下ろしたんですが。

女の子「風見くんと話したことって、あんまなかったねー。おんなじクラスなのに」

風見「近くの席にもあんまりならなかったしな」

　なんて喋しやべっていたら、

　こてん──急に隣となりに座すわってる私に寄りかかってきたんです！

風見「どどど、どうしたの？（[image: ←]ちょっと挙きよ動どう不ふ審しん）」

女の子「にゃはは、こんなに酔っぱらったのはじめてかもー」

　彼女は私に寄りかかったまま笑ってました。でも、急きゆうに悲しげな顔をしたんです。

女の子「今日でみんなと騒さわぐのが最さい後ごなんてさみしーねぇ……」

風見「……そうだね。三年間なんて長いなと思ってたけど、終おわってみると短かったね」

女の子「もう終わりなんてヤダなあ。なんか、いっぱいやり残したことがあるような気がするよー。なにって言われたら思いつかないけどさー……。ほら、風見くんとも、今まであんま喋ってこなかったわけだしさ、そんな風に……」

　やがて、降こう車しや駅えきが近づいてきました。駅に到とう着ちやくするアナウンスが車内に響ひびきます。

女の子「あー、もう、着いちゃうね……」

　すると、女の子はポツリと呟いたのです。




女の子「さみしーからさ……このまま終しゆう点てんまで行こっか？」




風見「……ええっ？」

女の子「にゃはは！　冗じよう談だんだよーん！」

風見「び、ビックリさせんなよ！」

　なんて笑いつつ女の子と一緒に電車を降おりたんですが──

　いやー、正直、あのときのセリフにはかなりグッときました。今となっては甘あま酸ずっぱい想い出であります。なお、その子とは卒そつ業ぎよう以い来らい会ってません。元気かなあ（遠い目）。




　はい次。お次は大学生の頃の想い出であります。学生時代の悪あく友ゆう（男）と二人で街に繰くり出だし遊あそびまくっておりましたら、終しゆう電でんを逃のがしてしまいました。

風見「どーするよ？　始し発はつまで漫まん画が喫きつ茶さでヒマ潰つぶそうか？」

友人「カネないから歩いて帰ろーぜ！　どうせ三駅ぐらいだしさ！」

風見「歩くのかよ!?　……まあいいけど、帰り道わかんないぜ？」

友人「あるだろ？　オレたちの街まで最さい短たんで連れてってくれるルートが！」

風見「……っておい！　まさか『スタンドバイミー』する気かよ!?」

友人「終電が終わってるし、この路線は貨か物もつ列れつ車しやもないから安全だゼ！」

　止める間もなく、悪友は線路に乗り込んでいっちゃいまして。なし崩くずし的てきに線せん路ろを歩いて帰ることになってしまいました（注　もう時じ効こうだろうから書いてますが、線路に立ち入るのは犯はん罪ざいです。よいこはマネしちゃいけません！）。

　最初はドキドキしていたんですが──真っ直ぐ続く線路を踏みしめて歩いていくうちに、不思議とハイな気分になって来るんですね、コレが。

　ゆっくりと白しらみはじめる空の下、普段は話さないような──将来だとか、夢だとか。気になる女の子のコトだとか──そんな青臭いコトを二人で話しちゃいました。

友人「やっべ、超ちようセーシュンっぽくね？　波なみに向かって叫びたい気分だよ」

風見「後は二人でケンカして、殴なぐり合あって大の字になればカンペキだな」

友人「なんつーかさ、こうして線路を歩いたこと、ずっと覚おぼえてそうな気がする」

風見「……だね」

　ココで終わっていれば、バカバカしくも美うつくしい青春の一ページで済すんだのですが。

　気分良く歩いていた私たちの前に、障しよう害がいが立ちふさがりました。

　──トンネルです。夜よ明あけも近くなっていましたが、トンネルの向こうは真っ暗。

風見「どうするよ？　引き返す？　踏ふみ切きりから道路に出れば……」

友人「ばっきゃろう！　ココまで来て引き返せるかー！」

　突とつ撃げき決けつ定てい。我々は暗くら闇やみへと足を踏ふみ出したのです！

　いちおう途と中ちゆうにライトがいくつか点いていましたが、人が通ることを想そう定ていしていないのか、足あし下もともおぼつかないほど真まっ暗くら。どこかから水が染しみ出だしているのか、不ぶ気き味みな水みず音おとが木霊こだましてます。ハッキリ言って、超ちよう怖こわい！

　しかも、近所の不ふ良りようが書いたのでしょうか。壁かべに赤いラッカーでラクガキが──




　た　　す　　け　　て




　怖いがな！　めがっさ怖いがな！　どのくらい怖いかというと、なぜか放ほう置ちされてる謎なぞの軍ぐん手てが、手て首くびが落ちてるようにしか見えないぐらい怖いがな！

「あははははは」なにが楽しいのか友人は引きつった顔で笑い続けてます。

　そんな我々に、さらなる追おい打うちが掛かけられました。

　遥か遠くから、悪夢のような音が聞こえてきたのです。




　カタン…コトン…カタン…コトン…




風見「なんか聞こえない？　電でん車しやの音おとっぽいのが……。近ちかづいて、来て、る……？」

友人「ききき、気のせいだろ。この時間はまだ電車は来ないはずだ！　貨か物もつもないし！」

風見「…………あのさ、回かい送そう電でん車しやとかは来るんじゃね？」

友人「あ、その可能性はあるな」

風見「…………」

友人「…………」

風見「…………」

友人「逃げろー！」

風見「えええええええええええええええええ──っ!?」

　結けつ論ろんから言えば、隣となりの線せん路ろだったんで助かりました。でも、あのときほど本気で焦あせったことはありません。今となっては笑い話ですけどね。あ、繰り返しますが、みなさんは決してマネしちゃいけませんよ！

　以上、風見が青春を感じたエピソードを語ってみました。そんな甘酸っぱさとかバカバカしさとかを思い返しつつ、殺×愛は執しつ筆ぴつされておりますです（ムリヤリなまとめ）。




　紙し幅ふくが尽つきて参まいりましたので、冒ぼう頭とうで予告していた重大発表をしたいと思います！

　なんと、殺×愛が──

　ドラマＣＤ企画進行中で──すっ[image: !!!]

　うわーん！　やったよー！　うれしいよー！　うれしいよーぅ！（号ごう泣きゆう）

　なおシナリオは風見自身が書くことになりそうです。超ちよう頑がん張ばっちゃいます！

　喋しやべるサクヤや来らい夏かを楽しみにしていてくださいっ！　にゃみすけや微かすかや高たか天まが原はらセンパイも大活躍の予よ定ていなので、期き待たいしていてくださいねっ！

　それでは殺×愛に関わる全ての人たちに、感謝のラブレターをしたためつつ、あとがきを終わろうと思います。ありがとうございます！　てーいっ！（ポストに投とう函かん）

　次は『殺×愛６─きるらぶ　ＳＩＸ─』でお目に掛かかることになるかと思います。

　これからも応おう援えんよろしくお願いしまっす！
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